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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第１章　胎動












　　　　１




　──来るな。

　漆黒の闇の中を走っている。

　前を見ても何も見えない。

　まわりがどうなっているのかもわからない。

　わかっているのはただひとつ。

　後ろから追われているということだけ。

　──来るな。

　追いつかれたら、そこで終わる。

　巨大な鉤かぎ爪で身体からだを鷲わしづかみにされ、あいつに食われてしまう。

　鋭い牙に腹をえぐられ、骨ごと肉を削り取られ、ぐちゃぐちゃと咀そ嚼しやくされるしかない。

　それが耐えがたくて、そうなりたくない一心で、ひたすら走っている。

　──来るな。こっちへ来るな。

　だが心のどこかでわかってもいる。

　いったんこうなってしまったら、必ず追いつかれ、食われてしまうのだと。

　絶望にさいなまれ、叫び声を上げようとする意志すらなくなってしまったところで──ようやくこれが夢だと悟るのだ。

　それがいつもの流れ。

　しかし──今日はなぜか、いつもと違っていた。

　追われている最中から、これが夢であるとわかった。

　しかも、追われているのは自分ではない。

　別の誰かだ。それを自分がはたから見ている。

　あれは誰だ。どうして追われている。

　考えをめぐらせているうちに、ふとその誰かと目が合った。

　あれは。

　あれは──！




「────！」




　長いこと口にしていなかった名をあらん限りの大声でほとばしらせ、寝台から跳ね起きた。




『煌こう都と』フェンギルから青の街道を馬で進むこと数日。

　ふたつの大河によってはぐくまれた、広大な沃野の広がるダンタス地方のほぼ中心にコーレルの街はある。

　ひらかれたのは十一年前。街としてはまだ生まれたばかりに等しい。だが領主ドレッド・ファース直々の指揮の下、整備が急速に進められ、ここ数年で早くもダンタス地方随一のにぎわいを見せるまでに発展していた。

　街の中心には広壮なドレッドの居城がそびえ、その周囲に町並みが広がり、さらにその町並みを堅けん牢ろうな壁が囲っている。街は日に日に成長を続けており、大工たちのふるう槌つち音や職人たちの発する威勢のいいかけ声がどこかから聞こえない日はない。

　壁の四方には門がもうけられ、そのうちのひとつ、青の街道に最も近い東大門から城の前まで伸びる大通りが、市場をかねた街の目抜きとなっていた。石畳の敷き詰められた通りの道幅は馬車数台が余裕をもって行き違えるほどたっぷり取られており、道の両脇にこれも石造りの建物が建ち並んでいる。その多くは商店で、道行く人へかけられる呼びかけの声が昼夜を問わずかまびすしい。

「今朝とれたばかりの新鮮な瓜うりだよ、早い者勝ちだ！」

「焼きたてのパンはいかが？　うちのは他とひと味違うよ！」

　大通りには食べ物や工芸品を売る露天商、歌や踊りを見せる芸人らもそこかしこにいて、広いはずの大通りが狭苦しく感じられるほどだった。今のコーレルはダンタス地方全域のみならず、隣接するルビア地方や煌こう都とのある中央平原プレイズからも多くの人が集まって来る。このまま成長が続けばいずれは煌こう都とに次ぐほど巨大になるだろうというのが、多くの者たちの見立てだった。

　天てん紀き一〇年六月二十五日。

　夕方近くになっても相変わらず活気に満ちた大通りを、リセル・ベインはひとり歩いていた。

　どちらかというと細面の顔に、寝癖を直しきれていないややぼさつき気味の髪。顔つきはまだ大人になりきれていない、少年の気配をわずかに残しているものの、これでも一応領主ドレッドに仕える正式な騎士ではある。今は平服だが、その下の筋肉が細身ながらよく鍛え上げられているのは、見る者が見ればすぐにわかるだろう。

「ようリセル。殿のお出迎えかい？」

　片手で瓜うりをつかんだ、恰かつ幅ぷくのいい果物売りの中年の女が声をかけてきた。

「まあそんなところだ。商売の調子はどうだ？　おばさん」

「おかげさまで今日も大だい繁はん盛じようさ。これもひとえに、殿と上様のおかげだね」

　今でこそダンタス地方全域を統治する大領主のドレッドだが、元々は中央平原にあまたひしめく小身の豪族のひとりに過ぎなかった。大勢の家来、領民にかしずかれる立場になった今もふるまいは昔と変わっておらず、ふらりと街に出て来ては気さくに皆と話をしたり、食べ物を買って食べたりしている。リセルも小姓時代からよくドレッドの供をしていたため、街の者たちに顔を知られていた。

「今回の戦も大勝利だって？　さすが殿だね」

「戦ってほどじゃないけどな」

　ドレッドは数日前から、配下の一隊を率いコーレルを出陣していた。名目はとある国衆──元々ダンタスに土着しており、ドレッドがこの地を治めるようになってから旗下に加わった勢力──に不穏な動きありと注進があったので、相手の真意を問いただすためということになっている。が、それほど大事にはなるまいとドレッドは話していたし、リセルもそう思っていた。

　今朝方使者が届けてきたドレッドの書状には、「すべて終わった。コーレルに戻る」とだけ、簡潔に書かれていた。そろそろ着くころだろうと考え、それで城から出て来たのだ。

「あんたも騎士になったんなら、こんなとこでふらふらしてないで、もっとちゃんと殿のお役に立たないと。あれが嫌とかこれが嫌とかいってないでさ」

「はは」

「まあでも、あんたにしかできないこともあるからこれでいいのかね……あ、ほら。いってるそばから」

「ん？」

　女が顎をしゃくったのと同じほうにリセルが顔を向けると、人だかりが目に飛び込んできた。数名の通行人や露天商が、若い娘を取り囲んで輪を作り、なにやら盛り上がっている。

　輪の中心にいる娘が、すがるような目をリセルに向けていた。

「兄さん、リセル兄さん！　助け……！」

「リセル、おつとめだよ」

「わかってる」

　リセルは女のそばを離れ、人だかりに近付いていった。

「ちょっとどいてくれ。悪いな」

　人混みをかきわけながら進み、娘のすぐそばまで至る。

「リセル兄さあん……」

　娘が泣きそうな声を上げた。両手に野菜や果物、パンなどを山ほど抱えている。いずれもまわりにいた、彼女を取り囲んでいる者たちから押しつけられるように渡されたものだ。

「大漁だな」

「大漁すぎてこれ以上持てません……」

「俺が持つよ」

　リセルは娘の抱えていたものを受け取った。

「ふう、軽くなりました。ありがとうございます、兄さん」

　表情をころりと変え、娘がほがらかに笑った。肩の上で切りそろえた少しはね気味の明るい茶色の髪がふわりと揺れる。

「ミア様、ご機嫌うるわしゅう」

「あ、はい」

「お父様がご無事でよかったですね」

「はい、ありがとうございます」

　まわりの者が次々声をかけてきた。娘のほうも気さくに返す。

「で？　どうしてミアがここにいるんだ。領主令嬢が供も連れず、ひとりでふらふら出歩いてちゃ駄目だろ」

　娘の名はミア・ファース。年齢はリセルよりひとつ下の十六歳。ドレッドのひとり娘だ。領主令嬢とリセルはいったが、そうした肩書きから想像されるような近寄りがたさ、高慢さといったものは本人からはまったく感じられない。むしろ逆だった。いつもにこやかな笑みを浮かべ、誰に対しても偉ぶることなく敬語を用い、慎つつましくふるまう──そんな彼女は城の者たちだけでなく、街の人々からもミア様と気軽に呼ばれ、慕われていた。

　……とはいうものの。それでひとりで街を出歩いてもいいということにはならない。今のコーレルにミアに害をなそうとする者がいるとは思えなかったが、用心するに越したことはないからだ。彼女に万一のことがあれば、ドレッドがどれほど嘆き、悲しむかわからない。

　リセルがミアをとがめるのはなんらおかしいことではない──はずなのだが。

「兄さんが私を置いて、行っちゃうからじゃないですか。だから追いかけてきたんですよ」

　ミアが笑みを引っ込め、不服そうに頰をふくらませた。

「いや、それは……」

「うん、リセルが悪いね」

　いつの間にかリセルのすぐ後ろに来ていた果物売りの女が、相づちを打った。

「ミア様をきちんとお守りするのがあんたの一番大事な役目だろ。そこはちゃんとしないと」

　そうだそうだ、とまわりにいた者にもはやされ、リセルはたちまち分が悪くなる。

「……ごめん」

「いいんですよ」

　素直に謝ると、ミアはそれで満足したらしくあっさり笑顔に戻った。

「じゃあせっかくここまで来たんだから、この辺で殿のお帰りを一緒に待つか」

「はい」

　と、ふたりでそんなことを話していると、花籠を抱えた幼い少女が近付いて来て、ミアに花を一本差し出した。

「あ、あの、これ……おひとつどうぞ」

「いいんですか？　大事な売り物なんでしょう？」

　ミアが腰をかがめ、目の高さを少女と同じにしながら尋ねる。

「お父さんが、さしあげて来いって」

　少し離れたところには父親とおぼしき男がいて、リセルと目が合うなりぺこりと頭を下げた。

「どうも。このたび引っ越して来ました。ご挨拶ということで、どうかお納めいただきたく」

「ありがとうございます。それじゃ、いただきますね」

「よろしければ今後ともごひいきに。ささ、兄上様もどうぞ」

　男に促され、娘が花籠から花をもう一本抜いてリセルに渡そうとしたところで、まわりからどっと笑いが起こった。

「あんた、勘違いしてるね。リセルはミア様の本当のお兄様じゃないよ」

「え、そうなんですか？」

「俺もいいかげんやめろっていってるんだけどな」

「兄さんは兄さんですから」

　リセルが肩をすくめたのと、ミアが答えたのは同時だった。彼女は昔からこうだ。リセルがどれだけ頼んでも、決して改めようとしない。

「俺はただの、しがない騎士だよ」

「ご謙遜を。その若さで騎士様なら、将来の出世は間違いないでしょうに」

　男が追従を口にすると、まわりの者たちがまた一斉に笑った。

「あっはっは。リセルが出世だって？　ないない、そりゃねえって」

「おまえさん、ここへ来たばかりで何も知らねえんだな。リセルなんかに媚こびても無駄だぞ」

「悪いことはいわねえ。そういうことをするんだったら、テリオ様かルスラン様にしとけ」

「もう、どうしてみんな、兄さんのことをそんな悪くいうんですか」

　リセルは何をいわれても気にしなかったが、ミアはそうではなかったようで、皆に反論する。

「兄さんは立派な騎士です。剣の筋がとてもいいって昔からお父様がほめてますし、馬に乗るのだってお上手なんですから」

「でも『龍闘士スパルトイ』にはならないんですよね？」

「ああ、ならない。面倒が増えるだけだからな」

「またそんなこといって。そんなだから……」

　果物売りの女が口を挟みかけたところで、少し離れたところから威勢のいい声がかかった。

「おいそこ、通行の邪魔だ。ちょっと脇によけてくれ！」

　一台の馬車が、東大門のほうからやって来るところだった。荷台に樽たるをいくつも積み込んだ、御者ひとりのよくある型の馬車だ。

　ただし。その馬車を引いているのは、ただの馬ではなかった。

「おっと、ミア様がいらっしゃるとは気付きませんで。失礼いたしました」

　馬車が大通りの端に寄ったリセルたち一団の横をすり抜けていこうとして、止まった。御者の男があわてた様子で頭を下げる。

「いえ。こちらこそ、邪魔になってしまってごめんなさい」

「おいトール、この骸馬ＳＨどうしたんだよ」

　リセルのすぐ隣にいた男が、御者に尋ねた。

「すげえだろ。煌こう都との知り合いに声をかけまくって、ようやく手に入れたのさ。一年分の稼ぎがとんじまったが、すぐに取り返すぜ。こいつなら飼い葉代もかからねえしな」

　馬車を引いているのは血肉を持った生きた馬ではなく、白骨だけの骸だった。

『骸馬スカルホール＝ＳＨ』。

　馬と同じような使われ方をしているが、馬の骨というわけではない。馬より蜥蜴とかげのほうがまだしも近いかもしれない。用いられているのは一年中晴れることのない『黒の霧ネビル』に覆われた辺境地帯で掘り出された、大昔にいたとされる獣の骨だった。本来なら動くはずのない骸に新たな動力を与えているのは、専用の機関からくりだ。

　骸だから餌は口にしないし、いくら酷使しても疲れることはない。力は馬の数倍。それゆえ、夢の新技術とうたわれている。

　そんな骸馬が世に出回るようになったのは、ここ数年のことだった。コーレルではまだ珍しく、通ればこうして人目を集めるが、煌こう都とやその周辺では石を投げれば当たるといわれるくらいに、すごい勢いで数を増やしているという。

「……」

　リセルは顔をしかめた。コーレルもいずれ煌こう都とのようにそこら中骸馬だらけになってしまうのかと考えると、暗あん澹たんたる気持ちになる。そんな光景は見たくない。

「いいなあ。俺もほしいぜ」

「なあトール、ちょっと貸してくれよ」

　皆の関心はあっさりリセルから離れ、今度はトールと骸馬に向かってやいのやいの言い始めた。そのいずれもが、骸馬そのもの、またそれを手に入れたトールに対する賞賛だった。見た目の不気味さや、そんなものが街中を歩いていることを異様だと指摘する声はまったくない。

「兄さん、怖い顔をしてどうしたんですか」

「いや、別に」

「ミア様、どうですかこれ」

　トールが骸馬を指さしながら、ミアに問いかけてきた。

「そうですね……ええと、はい。いいんじゃないでしょうか」

「でしょう！　やったぜ、ミア様にもほめられた！」

「おい、悪いことはいわないから、それ、さっさと手放したほうがいいぞ」

　トールに向かって、リセルは声をかけた。

「はあ？　いきなり何いってんだ、リセル」

「このままそいつを使い続けたら、何が起きるかわかったもんじゃない」

　リセルはトールを心配し、諭したのだが──一息おいて返ってきたのは、皆の爆笑だった。

「何も起こるわけねえだろ。手綱を取らなきゃ、こいつはただの骸だぞ」

「まさか勝手に動いて、暴れ出すとかいうんじゃねえだろうな」

「今のところは何も聞こえないから、しばらくは大丈夫だと思うけどな。先々どうなるかはわからない」

　リセルの発言を聞いて、皆がまた笑った。

「誰がそんな話、真に受けるかよ！」

「そんなんじゃ今時、ガキだって怖がらねえぞ」

　リセルの言葉を真面目に受け止める者はひとりもいなかった。

　どうせこうなるとわかっていた。今までもずっとそうだったからだ。

「ねえリセル様、聞こえるとしたら一体何が聞こえるってんですかねえ？」

「それは……」

　どうせ話したところでわかってはもらえないとわかりつつも、どう説明すればいいかと考えをめぐらせようとした、そのとき。




　ウ……




　突然背中にぞくりと怖おぞ気けが走り、リセルは息を吞のんだ。

「……聞こえる」

「えっ」

　ミアが驚いた声を上げる。が、まわりにいた他の者たちはまた笑い出すだけだった。

「その手に乗るか。真面目な顔をしたって、だまされるわけねえだろ」

「その骸馬じゃない。ちょっと静かにしてくれ」

　はやし立ててきたまわりの者たちを制し、リセルは大通りの先、東大門のほうに顔を向け、耳をすませた。




　ウウ……

　ウウ……ウ……




「こいつは……」

　間違いない。やはり聞こえる。

　帰って来たのだ。

　わかった途端、冷たい汗がじわりと全身からにじみ出す。今は夏なので、夕方近くなった今も周囲には熱気がたちこめていた。にもかかわらず、全身に悪お寒かんが生じる。

　しかも、想像していたのと違っていた。いつもよりひどい。

　──もしかしたら、何かあったのではないか。

「兄さん、大丈夫ですか？　顔色が」

　ミアが心配そうに声をかけてきた。




　ウウ……ウ……ウ……

　ウオ……オ……！




　こうしている間にも、声は次第に大きくなってきていた。地鳴りのような、低く響く声。

　あふれんばかりの殺気をあからさまにはらんだ、聞く者を戦慄させずにはおかない音だ。

　やはり、何かがあったに違いない。たまらなく胸騒ぎがする。

　こんな声を発するあれを、本当に街の中に入れていいのか。

　やがて──

「殿がお戻りになられたぞ！」

　誰かが叫ぶのが聞こえてきた。

　大通りにいた人々の間からどっと歓声が上がり、その歓声に包まれるように──そいつが、大通りを進んでやって来た。

「龍骸甲ＤＧ……」

　リセルの口からつぶやきが漏れた。




　　　　２




　街の人々の歓声を浴びながら、馬に乗った騎士数名に先導され、隊列が行進して来る。

　皆の関心は、先頭を進む騎馬ではなく、その後に続くあるものたちに集まっていた。

　ずしり、ずしりと、石畳を踏みしめる音も、歓声に混ざって聞こえてくる。

　例の声のほうも次第に大きくなってきた。




　ウ……ウウ……！

　ウオオオ……！




　はじめは遠目に小さくだったものが、やがて大きく、はっきり見えるようになる。

　それはどこまでも異形なるものだった。

　人のように二本の足で歩く、だが決して人にあらざるもの。

　大きさは馬に乗った騎士の丈をも軽く上回る。

　異形を形作っているのは白骨と鋼だった。棘とげのように突き出した肩けん甲こう骨こつや、いかにも堅けん牢ろうそうな肋ろつ骨こつ、丸太のような太さの腕や脚の骨は、無論、人のそれではない。かといってありきたりな獣のものでもない。先に見た骸馬のものとも違う。

　巨大な異形の骨が、ぶあつい鋼の装甲を纏まとい、大通りの石畳を二本の足で踏みしめながら行進していた。膝や肘などの関節、装甲の切れ目となっている部分から、骨を動かしている鋼糸や蔦つた草の束が垣かい間ま見みえる。それらは巨体の動きに合わせて、まるで生き物の腱けんや筋肉のように小刻みに震えていた。背中側の腰の付け根からは長い尻尾が伸びており、尖とがった先端部分を空に向けながら揺れている。

　何よりも目を引くのは頭部だった。そこにはうつろな眼がん窩かの窪くぼみもそのままの、鋭い牙を備えた流線型の頭蓋骨が、むき出しのまま載っていた。

　異形なるものの骸を用いて作られた、異形なる兵器。

『龍骸甲ドラグレイスギア──ＤＧ』。

　リセルたちの暮らすこの世界ブランザリアには、千年前、あまたの『邪龍』が降臨し、暴虐の限りを尽くしたという記録がある。辺境地帯に残されたその邪龍の骨──『龍骸ドラグレイス』を掘り出し、最新の機関を用いてかりそめの活力を与え、再び大地を踏みしめるに至らせたのが、龍骸甲の正体だ。

　破壊と死。ひたすらそれだけを求め、生み出された戦争兵器である龍骸甲は、こうして目にしただけで怖おぞ気けが立つほどにまがまがしい存在だった。




　ウウ……！

　ウオオ……！




　声を発しているのは、龍骸甲そのものだ。

　言葉はなしていない。だが、そこにこもっている感情の正体ははっきり伝わってくる。

　底なしの憎しみと、破壊衝動。

　それが地鳴りのようなうなり声となって響いてきており、耳を圧あつさんばかりになっていた。

　リセルは信じられない想おもいだった。

　こんなものがあるなんて。

　こんなものが堂々と人の前を歩いているなんて。

　しかも──ここにいる者たちは自分以外誰も、こいつを恐ろしいと思っていないのだ。

　リセルは龍骸甲がいきなりこの場で暴れ出しはしないかと気が気でなかった。だが大通りを埋めている民衆は、見渡す限りほとんどが龍骸甲に対し熱烈な喝采を浴びせるばかりだった。怖がったり、警戒している者はひとりもいない。

　それも無理もない話だった。領主のドレッド、ひいてはその主君アレクサンドル・セルベリオスの庇ひ護ご下にあるコーレルの人々にとって、龍骸甲は自分たちに勝利の栄光と、繁栄をもたらす守り神にも等しいからだ。

　そもそも彼らには、聞こえない。

　龍骸甲に声を発する機関はついていない。それなのになぜかその声を聞き取ることができるのは、リセルだけだった。

　はじめて耳にしたのは十一年前のことになる。以来まわりに散々尋ねてきたが、同じことをいう者はひとりもいなかった。

　せめて他にも龍骸甲の声を聞ける者がいれば、自分が抱く危機感を共有できるものを──

「くそっ」

　誰にも伝わらないことへの苛いら立だちを募らせ、思わず吐き捨てる。

　隣にいたミアがびくっと身をすくませた。

「ごめん、ミアに怒ったんじゃない」

「は、はい。わかってます。大丈夫です。また……聞こえてるんですよね？」

「まあな」

　ミアはリセルが心を毛羽立たせている原因をわかってくれていた。ただ、そんな彼女にも龍骸甲の声は聞こえないという。リセルの話を信じてくれている分、まだましといえたが。他は誰も、真に受けてさえくれなかった。




　ウウ……

　ウウウ……




　龍骸甲の発するうなり声は、リセルの耳には今日はいつにも増して猛たけ々だけしく、不穏に聞こえた。近くまでやって来たことで、そのわけにも察しがつく。

　進んで来る龍骸甲は二領だった。どちらも龍骸の部分はなんともなっていなかったものの、まわりを覆っている装甲がところどころひしゃげたり、装甲の棘とげが折れたりしていた。後ろを進む一領に至っては、心なしか片足を引きずって歩いているようにも見える。

　どうやら国衆とのやりとりは平穏に終わったというわけではなく、干かん戈かを交える事態にまで至ったようだ。それもかなりの激闘。

　そもそも戻って来た龍骸甲の数が足りない。出陣したのは三領だったはず。それが今は、二領しか見えなかった。遅れてやって来るのか。それとも──

　と、そのとき。前後に連なって進む二領の龍骸甲を背後からすっと追い越して、馬に乗ったドレッドが姿を現した。

「ミア！」

　ドレッドがリセルの隣にいたミアを見つけ、よく響く低い声で名前を呼んだ。

「わざわざ迎えに来てくれたか。さあこっちへ来て、父におまえの顔をよく見せてくれ！」

「え、でも……」

「恥ずかしがるな。さあ、さあ！」

　ドレッドは満面の笑みを浮かべていた。顔の下半分を髭ひげに覆われ、よく日焼けしていることもあって、見た目は熊のようだ。革かわ鎧よろいに覆われた大柄な身体からだつきも、いかにもそれっぽい。

[image: ]

「一緒に行こう」

　リセルが声をかけると、ミアはほっとしたように「はい」と答えた。

　リセルがミアに代わって人混みをかきわけ、ふたりしてドレッドのそばに近寄る。

　ドレッドがミアを待ち受けるため馬を止めた。他の騎士や龍骸甲もそれにならう。

「おお、ミア！　今日のおまえは一段と可か憐れんだな。相変わらず自慢の娘で何よりだ！」

　ドレッドの臆面もない物言いに、群衆の間からどっと笑いが起こった。

「無事のお戻りをお待ちしておりました、お父様」

「その言葉！　父を気遣ってくれるか。なんと優しい子だ！」

「お帰りなさいませ、殿。よく俺たちがここにいるのがわかりましたね」

「なんだ、リセルもいたのか」

　そっけなく返される。どうやら彼の目には愛まな娘むすめしか映っていなかったらしい。

「……ですよね」

　まあいい。ドレッドは昔からこうだ。

　リセルは龍骸甲へと関心を戻した。

　なぜ龍骸甲がこんなに荒ぶり、猛たけっているのか。

　なぜ二領とも装甲がひどく損傷しているのか。

　なぜ一領足りないのか。




　ウウウ……！

　グウウウ……！




　うなり声も鎮しずまるどころか、ますますひどくなっているように思えた。

「ゲイズの野郎、俺たちが行くなり、Ⅰ型を出してきやがってな」

　リセルが龍骸甲を気にし、ちらちら様子をうかがっていると、ドレッドが口を開いた。

　ゲイズというのは今回ドレッドが話し合いをしに行った国衆の名だ。

　龍骸甲同士の戦いがあったということか。だとすれば、これだけ損傷を受けるのも頷うなずける。

　Ⅰ型は龍骸甲の形式のひとつだった。今リセルの近くにいる二領はどちらもⅡ型と呼ばれており、Ⅰ型の後継機にあたる。格付けはどちらも一番下の『瑠璃級ラズール』。

　Ⅰ型、Ⅱ型とも煌こう都とにある専用の工房で作られており、かつてはⅠ型、今はⅡ型が、アレクサンドル・セルベリオスを頂点とするセルベリオス家の軍勢の主力兵器となっていた。

　Ⅱ型が開発された際、Ⅰ型の多くは機関を載せ替えることで、Ⅱ型に生まれ変わった。だが中にはⅠ型のまま、セルベリオス家と友好関係にある勢力に売却されたり、新たに従属した武将に下か賜しされたものも少なくない。しかし──

「ゲイズ家はどうやってⅠ型を……？」

　リセルの記憶が確かなら、ドレッドはゲイズ家に龍骸甲を与えていなかったはずだ。

「わからん。そいつを確かめる前に、当主が逃げちまった」

　ドレッドが渋い顔になった。ゲイズ家がいつ、どこからⅠ型を手に入れたのかは、重大な問題だった。事と次第によっては、今回だけで終わる話ではなくなる。

「無論、後を追わせてはいるがな。万一に備えてルスランもつけた。すぐにとっ捕まえてやる」

　味方の龍骸甲が一領足りないのは、ゲイズ家当主の追跡に向かわせているかららしい。

「まあ今回のことは、テリオたちにはいい経験になっただろう。龍骸甲同士本気でやり合う機会なんざ、そうあるもんじゃない」

　ドレッドが気を取り直したようにいい、背後を振り返った。

　自分のことを話題にされたとわかったのか、すかさず、前にいたほうのⅡ型の胸が開き、中から布製の闘とう着ぎに身を包んだ若い男が姿を見せる。

「皆の者、聞け！」

　男は上半身を乗り出し、まわりによく聞こえるよう声高らかに叫んだ。

「上様と殿に賜りし大恩を忘れ、弓を引かんとした逆賊ゲイズ家を、無事成敗した！」

　彼の名はテリオ・グレイ。リセルよりひとつ年上の十八歳で、リセルの同輩の騎士だ。

　龍骸甲を鎧よろい、戦う戦士のことを龍闘士と呼ぶ。今回の出陣はテリオにとって、龍闘士としての初うい陣じんでもあった。

「奴やつらはこしゃくにもⅠ型を繰り出してきたが、返り討ちにしてやった！　旧式のⅠ型が束になってかかってこようと、Ⅱ型の敵ではない！」

　うおおお、と周囲にいた群衆から、大きな歓声が上がる。湧き起こった賞賛の声を一身に浴び、テリオは満足そうな笑みを浮かべた。

「……ああいってますけど、実際は相当苦戦しましたよね？」

「まあな」

「ちなみに、相手は何領だったんですか？」

「一領だ」

　旧式のⅠ型一領に対し、こちらはⅡ型が三領。勝つのは当たり前だろう。あんな傷だらけになるほど手こずったのは、本来なら恥ととらえるべきではないのか。ましてや、肝心の当主を逃がしたとあっては、偉そうにできる筋合いなどどこにもない。

「……まあそれもテリオらしいか」

　彼はドレッドの姉の息子、すなわち甥おいにあたる。見た目は叔父とはあまり似ておらず、武ぶ張ばった雰囲気のドレッドに比べると顔立ち、ふるまいとも垢あか抜ぬけていた。だからこそああして都合のいいことだけを吹聴し、自分をよく見せることもできるのかもしれない。

「テリオが無事でよかった。ルスランとスルクも大丈夫ですよね」

　ミアが安心したように口にした。

　テリオは得意げにまわりに手を振り、笑いかけていた。皆の歓声がますます高まる。

　その様子を見ていたリセルは、気持ちが急速にさめていくのを感じた。

　自分がこれだけ龍骸甲の存在を危険に感じ、気を揉もんでいるというのに。

　誰もそのことをわかってくれず、ああやって脳天気にはしゃでいるのはなんなのか。

　きっとよほどの不幸が起きない限り、皆の龍骸甲に対する見方が改まることはないのだ。

　そう思った途端、この場にいるのがたまらなく嫌になった。

　内心の苛いら立だちに無理矢理ふたをして、Ⅱ型に背を向ける。

「あっ、リセル兄さん、どこへ行くんですか」

「先に城へ戻ってる」

　ミアに答え、歩き出そうとした、その矢先。




　グウウウ……！

　グオオ……！

（……ス）




「えっ？」

　踏み出しかけていたリセルの足がぴたりと止まった。

　今、Ⅱ型のうなり声に混じって、別の変な声が聞こえなかったか？

　背後を振り返ったが、テリオの様子は相変わらずだ。

「私はこれからも、龍闘士として殿のお力になり、皆を守る！　約束しよう！」




　ウウ……

　ウオオオ……！




　Ⅱ型のうなり声も先ほどからと同じ──




（……ロス）




「──！」

　リセルは息を吞のんだ。

　Ⅱ型とは別の声が確かに聞こえる。それも、人の声とおぼしき。

「どういうことだよ、これ」

「兄さん……？」

「リセル、どうかしたのか」

　リセルの様子にただならぬものを感じたのか、ミアだけでなくドレッドも声をかけてきた。




　ウウウ……！

　ウオオオオ……！

（……コロス）




「殺すだって!?」

　意味がわかった途端、リセルの全身の毛がざわ、と逆立った。




　　　　３




　ウウ……

（コロス）

　ウウウ……

（コロス）

　ウオオオオ……！

（コロス！）




　Ⅱ型のうなり声と一緒に、はっきりと、人の声が響いてくる。それも唱和するように。

　リセルはⅡ型を見つめた。声はそこから発せられているとしか思えなかったからだ。

　そして今更のように気付く。

　テリオの後ろにいるもう一領のほうが、先ほどからまったく動いていないことに。

　鎧よろっているのはこれもリセルと同輩のスルク・ロシュだが、彼の性格からすると、こういうときはテリオと一緒になってまわりの群衆をはやし立てているはずだった。それを一切やらずにいるのはなぜなのか。




　グウウ……ウウウ……

（コロス……コロス……）

　……ウウウッ！

（……殺ス！）




　ひときわ大きなうなり声と、鋭い声がリセルの耳に届いた刹那。

　それまでぼうっと突っ立っているだけのように見えたスルクのⅡ型が、おもむろに腰を落とし、じり、と両腕を持ち上げた。それは見ようによっては、まるですぐ前にいるテリオのⅡ型に、飛びかかろうとするかのような──

「テリオ、危ないっ！」

「あ？」

　リセルが発した叫び声にテリオがむっとした表情を浮かべたのと同じくして、スルクのⅡ型がテリオのⅡ型に襲いかかった。腰を落とした体勢から足を踏み出しがてら、大きな鉤かぎ爪のついた両手を左、右、と立て続けにテリオのⅡ型の背に打ち込む。

　鉤かぎ爪と背部の装甲がぶつかり合い、甲高い音を響かせた。テリオのⅡ型はまったくこらえられず、つんのめるように前へと全身を傾かしがせる。

　まわりで歓声を送っていた群衆がしん、と一瞬鎮しずまった後、けたたましい悲鳴を発した。

「なんだ!?」

「何が起きたんだ！」

　啞あ然ぜんとする者、恐きよう慌こうに陥る者。すかさず逃げ出す者に、ただその場に立ち尽くす者。それまで騒然としつつもなんとか保たれていた大通りの秩序が、瞬時に崩壊する。

「ミア、こっちへ！」

「あっ……に、兄さん!?」

　リセルは両手に抱えていた果実やらパンやらをすべて放り出すと、呆ぼう然ぜんとしているミアの腕を取り、急いでこの場から離れるべく走り出した。すぐに背後から、テリオのⅡ型が石畳に突っ伏す重い音が追いかけてくる。

「まさかテリオのやつ……」

　走りながらリセルは後ろを振り返った。テリオが倒れるⅡ型の下敷きになったかと思ったのだ。だがそこはさすがというべきか、彼はうまいこと横に飛び、すんでのところで逃げるのに成功していた。石畳の上をごろごろと転がっているのが目に入る。

　テリオはその体勢から素早く立ち上がり、攻撃してきたⅡ型に向かって怒鳴った。

「何をする、スルク！　気でも」

　しかしその声も、群衆の悲鳴にかき消されてしまう。

「うわあああっ！」

「たっ、助けてくれ！」

　近くにいた者たちがあわてて逃げ出そうとして、他の者たちとぶつかり合い、新たな混乱が生じる。馬車が立ち往生し、馬にまで興奮が伝わってそこかしこで竿さお立ちになる。

　大通りは今や、怒号と悲鳴の錯さく綜そうする狂乱の場と化していた。

「城にある龍骸甲を全部出せ！　誰が鎧よろっても構わん！」

　ドレッドが大声で指示を出すのが、離れていても聞こえてきた。

「ミア、大丈夫か？」

「は、はい……」

　ミアが空いたほうの手で胸を押さえながら答えた。彼女の息は既に上がっており、表情も苦しそうにゆがんでいる。これ以上無理をさせるのは厳しそうだった。

　どうすればいいかと迷いかけたところで、リセルは自分たちのすぐ近くに、先ほど見た骸馬に引かれた馬車がいるのに気付いた。

「おい、トール！」

「あ、リ、リセル！　これは……」

「話は後だ。ミアを城まで連れてってくれ」

　リセルはトールの返事も待たず、ミアを馬車まで連れて行き、乗り込ませた。

「誰かに止められそうになっても殿の命令だといって押し通れ。俺が責任を取る」

「兄さんはどうするんですか？」

「俺は戻る」

　リセルはドレッドたちのほうを見ながら答えた。逃げ惑う群衆の合間から、二領のⅡ型と、そのまわりで馬を駆りながらスルクに声をかけるドレッドの姿がちらちらと見える。




　グオオオ……！

　ウオオッ！　ウオオオッ！

（殺ス！　殺ス！）




　龍骸甲のうなり声と、それに同調するかのような別の声も、皆の悲鳴や怒号に消されることなく相変わらずリセルの耳に届いていた。

「……スルクの声だよな、これ」

「え？」

「なんでもない。それじゃトール、ミアをくれぐれも頼んだぞ！」

「兄さん！」

　ミアを振り切るようにリセルは身を翻ひるがえし、来たほうへ向かって引き返した。

「すまん、どいてくれ！　通してくれ！」

　逃げる人々の流れに逆らい、行く手を阻はばむ者を次々によけ、あるいは両手でかきわけるようにしながら走っていく。




　グオオオオッ！　オオッ！

　ギャウウ……ッ！

（殺ス！　殺ス！）




　リセルはⅡ型が暴れているすぐそばまで戻った。スルクのⅡ型が、地面に突っ伏したテリオのⅡ型に馬乗りになり、頭蓋骨の先端、尖とがった口のところを何度も何度も、執しつ拗ように相手の背に打ちつけているのが目に入る。スルクのⅡ型の頭蓋骨がテリオのⅡ型の背をうがつたび、ごすっ、どすっ、と鈍い音がし、下の石畳まで揺れる。

「……食ってるのか？」

　スルクのⅡ型の姿勢や動きは、リセルの目には獣が獲物を狩りで仕留め、肉をむさぼるさまにしか見えなかった。

「スルク、やめろ！」

「落ち着け、スルク！」

　テリオやドレッドがまわりで声を張り上げていたが、スルクのⅡ型は止まらない。

「ウオオオオオッ！」

　スルクのⅡ型が頭をもたげ、獣そのものの猛たけり狂くるった雄お叫たけびをとどろかせた。正確には、中のスルク自身が。

　先ほどから龍骸甲のうなりに混ざって聞こえてきた声の主は、リセルがにらんだ通り彼だった。ここまでになれば、さすがに他の者にもはっきり聞こえただろう。

　もちろんリセルにだけは、スルクの声だけでなく、二領のⅡ型が発する咆ほう哮こうも相変わらず一緒に響いている。




　ウオオオッ！　ウオオッ！

　ギャオオッ！

「ウオオオオオッ！」




「殿っ！」

「リセル!?　ミアはどうした！」

「馬車に乗せて城へ送らせました。それより、あまり近付いては危険です！　離れてください！」

「馬鹿野郎、こんなになっちまったのを、遠くから黙って見てられるか！」

「しかし！」

「貴様こそ引っ込んでろ、この臆病者が！」

　テリオが怒鳴りつけてきた。彼も気を高ぶらせていて、リセルの言葉に応じる様子がない。

　二領の新たなⅡ型がこの場に駆けつけたのは、さらにしばらく経たってからだった。

　スルクはその間ずっと、倒れたもう一領のⅡ型を攻撃し続けていた。テリオのⅡ型の全身を覆っていた装甲がどこもすっかりひしゃげ、ぼろぼろになり、ところどころ脱落してしまっている。龍骸はこの期に及んでもどこも折れたり欠けたりすることなく、元の形をほぼ保ったままだったが、後からつけられた部分は衝撃に耐えられず、すっかり駄目になってしまっていた。

「ウオオオオッ！」

　スルクがなおも吠ほえ、頭蓋骨による打撃を加え続ける中、新たにやって来た二領のⅡ型は左右から回り込むようにスルクのⅡ型に迫っていった。

「今だっ！」

　新たにやって来たうちの一領の合図で、二領が同時にスルクのⅡ型の腕を取り、抱え込んだ。そのままスルクのⅡ型を、テリオのⅡ型から無理矢理引きはがす。

「ウオオオオオッ！」

　スルクが激しく抵抗し、逃れようとⅡ型の全身をよじらせた。石畳を踏みならす足音と、装甲と装甲がこすれ合う耳みみ障ざわりな擦過音が湧き起こる。

「グアアアアアッ！」

「スルクを中から出さないと！」

「そんなことはわかってる！」

　解決策は誰にでも思いつく。問題はどうやってそれをやるかだ。龍骸甲の胸の装甲は人の手でもいざというとき外から開けられる作りになっているが、ああも激しく暴れられては、生身で近付くのはきわめて難しい。

　なら別の手立てを、となると龍骸甲の力で無理矢理こじ開けるしかないが、それには数が足りなかった。今来た二領はスルクのⅡ型を押さえ込むので精一杯。せめてあと一領──

「ウオオオオッ！」

　そのとき、またしてもスルクの雄お叫たけびが聞こえ、同時に彼のⅡ型の胸の装甲が内から勢いよく開いた。龍骸甲の内臓ともいえる内殻に身を預けていたスルク本人の姿があらわになる。纏まとっている闘とう着ぎは汗まみれで、布が肌にべったり張りついていた。両目は血走り、どこを見ているのかもわからない。口くちの端はから泡を吹き出し、ぎちぎちと歯ぎしりを繰り返し、うなり声と雄お叫たけびを交互に上げつつ、龍骸甲を制御する操そう桿かんを握っている左右の手を乱暴に動かしている。正気を失っているのは誰の目にも明らかだった。

「スルク！」

「おい、しっかりしろ！」

「ウガアアアアッ！」

　リセルとテリオが声をかけると、スルクがひときわ大きな叫び声を上げた。そのまま彼は身体からだを大きくひねり、ごぼ、と音を立てて内殻から外へ転げ落ちる。

　途端、暴れまわっていたスルクのⅡ型が、まるで糸が切れたようにがくん、と動きを止めた。

「スルク、大丈夫か！」

「ググ……」

　リセルが駆け寄ると、地面に突っ伏していたスルクがゆっくりと上半身を持ち上げた。彼の目の焦点はどこにも合っておらず、リセルの声に応じる様子もない。

　……いや、見た。スルクがようやく、正面にリセルがいるのに気付いたかのようにまなざしを向けてきて──にやりと笑った。

　リセルの全身にぞくりと悪お寒かんが走る。

「スルク……？」

「ククク……」

　笑いながら、スルクが立ち上がるなり地面を蹴って、リセルに飛びかかってきた。

「──！」

　リセルは咄とつ嗟さに横に動き、体を浴びせかけてきたスルクをかわした。が、そのせいでよろけ、石畳に尻餅をついてしまう。

「スルク！」

「ええい、貴様では無理だ！　出しゃばるな！」

　リセルと入れ替わるように、今度はテリオがスルクの正面に立った。

「スルク。もうやめるんだ」

　リセルに対する口調とは一転して、ゆっくりと、かんで含めるように優しく話しかける。

「落ち着け。もう敵はいない。戦いは終わった」

「ク……？」

　スルクがテリオに目を合わせた。途端、彼の肩の力が抜け、両腕がだらんと下に落ちる。

「よし、それでいい」

「テリオの言葉が通じた……のか？」

「当たり前だ。おれたちは同じ龍闘士同士、深い絆きずなで結ばれている仲間だぞ。さあスルク、一緒に帰ろう。おまえはよくやった。もう休め」

　テリオはスルクに近付き、彼を抱きしめた。回した手で背中をぽんぽんと叩たたく。

「おお……」

「さすがテリオ様」

　まわりで見ていた者たちから、感心した声が上がった──かと思いきや。

「いってえ！」

　テリオが突然叫び、スルクを両手で突き飛ばした。スルクは地面に仰向けに倒れる。

　テリオの左肩に、スルクの歯形がくっきり刻まれていた。

「何をしやがる、この野郎！」

　テリオがかまれた肩を手で押さえ、倒れたスルクを蹴りつける。一度ならず二度、三度と。

「このっ！　おまえごときが！　このっ！」

「やめろテリオ、やりすぎだ！」

「あいつ、俺をかみやがった！　この俺を！」

「わかったから、落ち着けって」

　リセルがテリオともみ合っていると、スルクが再び、ゆっくりと立ち上がった。

「スルク……？」

「こいつ……」

　スルクはリセルとテリオを見ながら、またしてもにやあ、と笑った。そのまま、自分の右手をゆっくりと、自分の顔の高さまで持ち上げると、開いていた口をさらに広げ──やにわに右手を口の中へと突っ込ませる。

「お、おいっ!?」

　皆が何事かと見つめる中、スルクは自分の指に力いっぱい歯を立てた。それも笑ったまま。

「グッフ……ググ……ムフッ」

　スルクが上下の歯をぎりぎりときしませると、かまれた指の肉がたちまち裂け、血があふれ出た。それが唾液と混じり合い、ごぼりと地面にこぼれる。

「こいつ……自分の指を食ってやがる」

　テリオが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「グッグッ……グブッ」

「おい、よせ！」

　リセルはスルクに飛びつき、右手を口から離そうと試みた。無理に引っ張ると指がちぎれるので、顔を外から押さえ、顎を動かせないようにする。

「グアウウッ！」

　スルクが激しく抵抗した。吠ほえた弾みで右手が口から離れたのはよかったが、今度は頭を激しく振り乱しながら、左手でリセルを何度も殴りつけてくる。

「つっ……！」

　リセルの側頭部に激しい痛みが走った。それでも自分の手は離さない。

　その後、まわりにいた兵士数名の力も借りて、なんとかスルクを拘束することができた。

　散々暴れたせいでスルクの右手の指の何本かは皮一枚だけでかろうじてぶら下がっているようなありさまになってしまった。事態が落ち着いた頃にはあたりはすっかり血まみれで、止血のためスルクの右手に巻かれた白い布もたちまちどす黒く染まってしまう。

「フヘッ、フククッ、フグッ……」

　それでもスルクは、笑い続けていた。手足に縄を打たれ、罪人のような扱いでこの場から連れ去られる段になっても、なお。

「あいつはもう終わりだな」

　テリオが冷たく吐き捨てる声が、リセルの耳に響いた。




　　　　４




「すべての龍骸甲を即刻廃棄すべきです！」

　リセルは立ち上がり、声を荒らげた。

　今彼がいるのはコーレル城内にある広間だった。スルクの一件を受け、ドレッド一行が城へ戻るなりすぐ評定が始まったのだ。

　上座にドレッドが座り、そこから下座に向かってファース家に仕える重臣たちや騎士が左右に分かれて着座している。

　リセルの発言に対し、賛同する声は誰からも上がらなかった。相づちを打つ者すらいない。苦虫をかみつぶしたような顔を浮かべ、ただ黙っているか、テリオのように露骨に蔑みのまなざしを向けてくるか、たいがいはそのどちらかだった。ドレッドは腕組みをしたまま両目を閉じ、まったく動かない。

「廃棄すると気軽にいうが、事は当家だけの問題ではないぞ」

　ドレッドのすぐ近くにいた筆頭家老のワイズ・トーエンが口を開いた。

「御家老様のいう通り。これからグリンカ家討滅の大戦に向かおうというときに、当家だけ龍骸甲なしですまされると思うか。上様にどう申し開きをする」

　中ほどにいた騎士のひとりが言葉を継いだ。

　グリンカ家というのは東部のモルド地方に地盤を持つ有力諸侯のひとつで、ドレッドの主家であるセルベリオス家と長年にわたり激闘を繰り広げてきた宿敵だった。かつてはグリンカ家のほうが優勢だったが、今ではセルベリオス家がグリンカ家を追いつめている。

　このたび、上様ことアレクサンドル直卒の下、グリンカ家討滅の最後の戦いが行われることになり、ドレッドにも手勢を率いて参陣せよとの命令が届いていた。予定だと今から数日後に、ドレッドは兵を率いてコーレルを出立することになっている。

「こちらの兵力は向こうを圧倒しています。龍骸甲を用いずとも勝利は疑いようがありません」

「馬鹿が」

　食い下がるリセルに向かってテリオが吐き捨てた。

「龍骸甲なしで力攻めをしろというのか。そんなことをしたらどれだけの兵が失われると思う」

「龍骸甲を濫用して、さっきのように制御が効かなくなるものが次々に出たらどうなる。そっちのほうが被害が大きくなるぞ」

「スルクがああなったのは、あいつの心が弱かったからだ。あいつははじめての戦場におびえ、おかしくなった。そもそも龍闘士の器ではなかったというだけだ」

「違う。スルクは食われたんだ」

「何に」

「自分の鎧よろっていた、Ⅱ型に」

　先ほどのスルクは、Ⅱ型と同調していた。そのせいで正気を失ってしまったのだ。今までリセルだけが聞こえていた龍骸甲の声を、スルクも聞いていたかもしれない。

　そう。テリオのⅡ型を食らおうとし、テリオ自身や、実際に自分の指をも食らっていたスルクは、同時に食われてもいた。自身の鎧よろっていたⅡ型に。

　あれが龍骸甲の、真しんに恐ろしいところなのだ。スルクのむごたらしいさまを目まの当あたりにして、リセルはそのことを改めて強く感じていた。

　鎧よろっている者もただではすまない。今まで無事だった者も、ずっとそうだとは限らない。

「スルクのようになってしまった者は、今までもいたのではありませんか？」

　リセルはトーエンに尋ねた。

「当家にはいなかった」

「では、他の家は」

「噂うわさには聞いている」

　やはり。同じようなことが別のところでも起きていたのだ。リセルの焦あせりはますます強まる。

「龍骸甲を用いてはいけません。あれは断じてこの世にあってはならないものです」

「黙れ。龍闘士でない貴様に、龍骸甲の何がわかる」

　テリオが目の前の卓を叩たたき、立ち上がった。

「龍骸甲のことは、我々龍闘士にしかわからぬ。関係ない者が口を挟むな」

「龍闘士でなくても、わかることはある」

「なれなかった貴様がいっても、負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえんな」

「俺はなれなかったんじゃない。ならなかったんだ」

「詭き弁べんを弄するな、臆病者」

「やめろ、ふたりとも」

　ドレッドがリセルとテリオをまとめてさえぎった。

「今回の出陣には、既に取り決めた通り龍骸甲も持っていく。既に陣触れも発し、近日中にはレギオル家やベルナード家を初めとした国衆勢もコーレルに集結する手はずになっている。今更編成を変えることはできん」

　ドレッドの一声で、すべては決まった。居並んだ部下たちが、一斉に頭を下げる。

　リセルもまわりにならいながら、ぐっと唇をかみしめた。

　ふっ、とテリオが鼻で笑う声が、聞こえてきた気がした。




　その日の夜。

　星が空にきらめき、半分になった月の柔らかな光が大地に降り注ぐ中。

　城内の一角に設もうけられた共用の屋外浴場の、岩で囲われた大きな浴槽に身を横たえるリセルの姿があった。

　この浴場はこの地に城を築く際湧き出た湯を活用すべく、ドレッドが作らせたものだ。城の者なら誰でも使って構わないとの達しにより、身分を問わず、騎士も兵士もその他も一緒に湯に浸つかり、日々の疲れを癒やせる憩いの場となっている。今はリセルひとりだった。

「……なんであんなもんがあるんだよ」

　両手で湯をすくい、ばしゃりと顔にかけながら、リセルはつぶやいた。

　あんなもんというのはもちろん龍骸甲のことだ。

「やっぱりああいうことがあると、怖いですね」

「だろ」

「リセル兄さんが、ずっと『龍骸甲は危険だ』っていっていた意味が、わかった気がします」

「そうだよな」

　とはいえ、リセルも誰かがあそこまで正気を失ってしまうさまを見たのははじめてだ。

「迂う闊かつだった。もっと早くわかっていなくちゃいけなかったのに」

「何がですか」

「スルクみたいになっちまった龍闘士が、既に何人もいるってことだよ」

　事態はリセルが思っていた以上に深刻だった。

　龍闘士の才能を持つ者を正しく見極め、しかるべき鍛錬を施した後に龍骸甲を鎧よろわせるのであれば、食われることはないのかもしれない──今日、あんなことがあるまでは、リセルもそんな風に漠然と考え、安心しようとしていた。しかしその考えは甘かった。

「このままじゃまずい。一刻も早く、なんとかしないと」

「どうすればいいんでしょう」

「そう、問題はそこだ……って、え？」

　リセルははっとなった。自分は今、誰と話をしている？　いや、声を聞けば誰なのかはすぐにわかるが。

　ゆっくり左に顔を向ける。すぐ近くで、浴槽の縁に腰かけ、両足を湯に浸していたのは──

「ミア!?」

「はい」

「なな、なんでここにいるんだよ!?」

　リセルはあわてて両手で前を隠し、彼女に背を向けた。

　ミアは湯浴み着を纏まとっており、浴場内に灯あかりもほとんどなかったが、それでも夜陰に慣れた目ならうっかりあちこち透けて見えかねなかった。いや、もしかしたら一瞬見えたような。

「こんなところにミアが来ちゃ駄目だろ！」

「そうなんですか？　でもこの浴場は混浴だったはずじゃ」

　確かに、ドレッドの考えで、そういうことにはなっている。

「ミアの入るところは別にあるだろ。なんでわざわざこっちに」

「兄さんが入浴されていると聞いたので、お背中を流そうかと思いまして」

「ミアはこの城のお姫様だぞ。そんな下働きの娘にやらせるようなことはしなくていいって！」

「兄さん、いつも誰かに背中を流してもらっていたんですか？」

「いや、してない。今のは言葉のあやだ」

　なぜ言い訳じみた物言いになっているのだろう。

「私、兄さんのお役に立ちたかったんです」

「気持ちだけで十分だ」

「少しだけ……一緒にいたらいけませんか？」

「あ……」

　ミアがしんみりした口調でいうのを聞いて、リセルははたと気付いた。

「……そうか、怖かったんだな」

　背を向けたままなので見えなかったが、こくりとミアが頷うなずいた気がした。

　無理もない。スルクのⅡ型が暴れ始めたとき、彼女もすぐ近くにいたのだ。自身はすぐ安全なところへ逃れられたが、それでもう大丈夫、とたやすく気持ちを切り替えられるものでもあるまい。あの場に残ったドレッドやテリオ、スルク、それに舞い戻ったリセルがどうなるかと、ずっと気を揉もんでもいただろう。どれほど心細かったことか。そう考えると、このままむげにするのも気が引けた。

「……わかった。じゃあ少しだけ。けど、湯冷めしないよう気をつけるんだぞ」

「ありがとうございます、兄さん」

　ミアが声を弾ませた。が、すぐに口調を改め、尋ねてくる。

「スルクはこの後、どうなるんでしょう」

「わからない」

　あの後、スルクは城の救護の間へ運び込まれ、手当てを受けた。運ばれている最中に気を失い、それから目を覚ましていない。再び起きたときに彼が正気を取り戻しているかどうか、そもそも起きる見込みがあるのかどうかすら、まったく見当がつかなかった。

「無事に元に戻って欲しいです」

「そうだな」

　仮にスルクが正気を取り戻したとしても、あんな目に遭ったのでは、再び龍骸甲を鎧よろえるかどうかは怪しい。騎士としてまともに働くことさえ難しいかもしれない。せめて人としてまともな暮らしができるほどに快復してくれればと思うが、はたしてどうなるか。

　リセルは別にスルクと親しかったわけではない。テリオ派だった彼を、今までは疎うとんじる気持ちのほうが強かった。だがそれでも、こんな目に遭ったことをよしとは思わなかった。

「龍骸甲を作られたのは、上様ですよね」

「ああ」

　龍骸甲は今から十八年前、アレクサンドルの手で発明された。アレクサンドルは屈強な兵士が束になってもかなわない龍骸甲の並外れた力をもって、長きにわたり戦乱が続いていたここブランザリア東方地域の統一を実現しようとしていた。彼が『英雄』とたたえられるのは龍骸甲を生み出したがゆえだ。龍骸甲を次々製造し、配備することによって、セルベリオス家は今やグリンカ家だけでなく、他の有力諸侯をも圧倒するようになった。

「上様は龍骸甲が危ないものだということを、ご存じないんでしょうか」

「知らないはずがない」

　アレクサンドルはすべて知っている。知った上で、龍骸甲の開発、製造を進めているのだ。

　煌こう都との工房で生み出された龍骸甲の総数は、今では数百領に及ぶとも聞く。骸馬のような、龍骸甲の製造技術を転用した別のものまで含めたら、どれほどになるのか想像もつかなかった。

「これじゃまるで、『大龍嘯しよう』の再来だな」

「大龍嘯しようって、あのおとぎ話の？」

「実際にあったことだぞ」

　千年前、ブランザリア全土が見舞われた、史上最悪の災厄。邪龍の大群がどこからともなく突然現れ、街を、城を、野を、山を、川を、湖を、海を、蹂じゆう躙りんし尽くした。それが大龍嘯しようだ。

　邪龍に完全に浸食された地域は黒い霧に覆われ、まともに人の住めぬ魔の辺境と化した。今リセルたちがいるブランザリア東方地域は、邪龍の侵攻が途中で止まったため、かろうじて事なきを得たところだ。東方世界とも呼ばれ、ある程度広大な領分を維持はしているものの、実際はブランザリアの一部に過ぎない。四囲には今も黒い霧が充満していて、他の地方とは完全に途絶している。

「千年前にせっかく残ったのに、自分たちからわざわざ邪龍を呼び込んでるようなもんだ」

　ただの骸なのだから心配はいらない、皆はそう考えているだろう。だがリセルにいわせれば、龍骸甲はただの骸などではない。血肉はなくとも、意志は残っている。この世界を滅ぼさんとする意志が。その龍骸甲の意志に同調し、食われると──スルクのようになってしまうのだ。

「せっかくだったら、聖龍も一緒に蘇よみがえるといいですよね」

「そこは本当におとぎ話だろうな」

　──大龍嘯しようを食い止めたのは、天から降臨した聖なる龍でした。

　東方世界に生きる者は、誰もが幼い頃にその話を年長者から聞かされ、育つ。邪龍を滅ぼした聖龍の伝説は、あまねく人口に膾かい炙しやしているといっていい。

　だがリセルは、その話を信じていなかった。そもそも聖龍が本当にいたのかどうかさえ疑わしい。現に聖龍の骸など、どこからも見つかっていないのだ。かつていたという正式な記録も。

「聖龍の伝説は、たまたまやんだ大龍嘯しように対するただのこじつけだよ」

「そうなんですか？　でも確か、煌こう都とにいらっしゃる聖女様は聖龍とかかわりがあるって……」

「あれは……どうなんだろうな」

　アレクサンドルは龍骸甲だけでなく、聖女という存在も生み出した。聖女の役目は、工房で製造された龍骸甲に祝福を与え、清めることとされているが、詳しいことはリセルも知らない。

　わかっているのは、聖女はひとりしかおらず、今の聖女は二代目にあたるということ。

　その二代目聖女を務めているのは──

「……どうしてあんな夢を見たんだ」

　昨夜のことを思い出す。邪龍に追われ、食われる夢は、これまでも何度も見てきた。しかし昨夜は、今までの夢とは違っていた。

　食われたのは自分自身でなく、自分が知っているひとりの少女だった。

　久しく会っていない、恐らくもう二度と会うことのない少女。

「なんで今頃……」

「兄さん……？」

「あ、いや」

　深く考え込みそうになったところを、ミアに声をかけられ我に返る。

「……さて、ミアはそろそろ出ないと」

「え、もうですか？」

「長いこと浸つかるのはよくないし、他に誰か来るかもしれないからな」

　ミアとふたりきりで浴場にいたと知られたら、どんな噂うわさを立てられるかわかったものではない。それに、もしこのことがドレッドの耳にでも入ろうものなら、今度はリセルの身が危うい。

「私、もう少しここで兄さんとお話がしたいです」

「いや、でも」

　粘るミアを、なんとか言い含めようとしたそのとき。

「リセル、いるんだろう」

「げっ」

　今この瞬間、最も聞きたくなかった人物の声が聞こえてきた。

　返事をするより前に、ドレッドが浴場に姿を現す。

　リセルはドレッドのほうに向き直り、立ち上がろうとしたものの、すぐにそれをやるととんでもないことになると気付き、思いとどまった。

「お父様」

「おう、ミアもいたのか」

　想像に反して、ドレッドがいきなり怒り出す様子はなかった。ミアのほうも平然としている。

「ミア、すまんが水を一杯持ってきてくれんか。あと、俺の部屋にあるあれも」

「お酒ですか？　お風ふ呂ろに入りながら飲むのは身体からだに悪いですよ」

「少しだけなら構わんだろ。頼む」

「仕方ないですね。本当に少しだけですよ？」

　ミアが湯から足を上げ、そのまますたすたと歩いて去って行く音が聞こえてきた。

「あいつ、最近ますますイアラに似てきたよなあ……幼い頃は病気がちでどうなるかと思ったが、よくあそこまで大きくなったもんだ」

　ドレッドが感慨深そうにつぶやいた。イアラとはⅡ型とは別の、ドレッドがアレクサンドルから直々に拝領した特別な龍骸甲のことだが、元々はドレッドの亡なき妻の名でもあった。今彼がいっているのはもちろんそちらの意味だろう。

　ミアがいなくなったのを見計らって、リセルはドレッドのほうを向き、立ち上がった。

「風ふ呂ろ場でいちいちかしこまらなくてもいい。そのままくつろいでろ」

「いえ、お背中をお流しします」

　リセルは浴槽を出、ドレッドに歩み寄った。

「そうか。たまにはそれもいいな。それじゃ頼むとするか」

　ドレッドはリセルに背を向け、地面に腰を下ろした。

　リセルはそばにあった手て桶おけで湯をすくい、ドレッドの背にかけた。彼の肉体はたるみひとつなく、鍛え上げられた筋肉が張りを保っているのがぼんやりした月の光の下でもよくわかった。さすが歴戦の騎士、龍闘士として、ずっと戦場を駆けめぐってきただけのことはある。

「ミアと仲良くやっているようだな」

「別に変なことはしてません」

「そうびくつくな。そうなったらなったで、責任を取らせるだけだから心配しなくていい」

　責任とはなんなのか。知るのが怖かったので、リセルは詳しく問わないことにした。

「……それより、混浴はやめにしたほうがいいと思いますが」

「つまらねえこといいやがって。おまえも上様のやり方に賛成なのかよ」

「間違いがあったら大変じゃないですか」

「結構じゃねえか。若いうちは間違いのひとつやふたつ、あったほうがいいんだって」

「浴場を使うのは、若者だけじゃないですよ」

「ごちゃごちゃうるせえ。俺は混浴のほうが好きなんだよ。俺の目が黒いうちはこのままだ」

　ミアがこちらの浴場を使ったという話は聞いたことがなかったが、ドレッドが時々こうしてやって来ているのはリセルも知っていた。そのねらいは、どうやら考えるまでもなさそうだ。

「どうしても変えたけりゃ、おまえがここの領主になって変えればいいだろ」

「な、何を……」

　ドレッドの背に湯をかけていたリセルの動きが、ぴたりと止まる。ドレッドが振り返り、

「おまえが望むなら、それもできる。おまえにはその血が流れているんだからな」

　リセルをじっと見つめ、告げた。
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「……さっきの龍骸甲をなくせって件にしてもそうだ。おまえが一番上に立てば、それもできるようになるかもしれん」

　ドレッドはなおも言葉を重ねてきた。

「一番上といいますと」

「わかってんだろ」

「……戯ざれ言ごとはおやめください」

「戯ざれ言ごとか。ふむ」

　ドレッドが前を向く。

　リセルは自分の持っていた手ぬぐいで、ドレッドの背をこすり始めた。

　それからしばらくは、ふたりとも何もいわなかった。手ぬぐいがドレッドの背をこする音だけがあたりに響く。

「……で、今度の出陣だけどな」

　ドレッドがまた口を開いた。

「上様はグリンカ討伐にあたって、主立った家臣とお子様方を勢ぞろいさせようとしている」

「そうみたいですね」

「長女のザフィーア様は元々グリンカ攻めの指揮をとられていたからいるのは当然だが、南でゼニス家と戦っていた次女のクラヴィア様と三女のマーギア様まで呼び寄せるのはただごとじゃない。四女のオルテンシア様も上様にご同行するそうだ。これがどういう意味かわかるか？」

「上様はこのたびの戦を機に、後継をどなたにするのか、明らかにされるおつもりなのでは」

　アレクサンドルには四人の子がいて、いずれも娘だった。彼はまだ四十三歳なので今後男子をもうけることも十分あり得るが、今後継を定めるとしたら、娘の誰かということになる。

「だよな。誰だってそう考える。おれたち家臣の前で、その話をするんだろう。でだ」

　ドレッドが再びリセルのほうに顔を向けてきた。

「おまえ、この話を聞いてどう思う？」

「上様がどなたを後継に定められようと、私には直接かかわりのないことです。私はあくまで、殿にお仕えする身ですから」

「それでいいのか」

「はい。私はリセル・ベイン。殿の、若くして死んだ友人の子で、一介の騎士に過ぎません」

「……そうか、わかった。変なことを訊きいてすまんな」

「いえ」

　ドレッドが体勢を戻したので、リセルはもう一度手て桶おけに湯をすくい、ドレッドの背にかけた。

「ミア、遅いですね」

「別に構わん。おまえとこうしてふたりで話をするのも久しぶりだしな」

　もしかしたらドレッドはわざとミアを遠ざけたのかもしれない。今の話をするためだろうか。

「おまえは他の子と違って、あまりおれに懐なついてないからなあ」

「そんなことは。私のような者を引き取ってくださって、殿には心から感謝しております」

　噓うそではない。リセルはドレッドに対して深い恩義を感じていた。自分のような者をよく今日まで養育し、騎士にまで取り立ててくれたものだと思う。

「感謝してるのと、懐なついてるかどうかは別だろう。おまえだけだ。おれを親おや父じと呼ばないのは」

　リセルはテリオやスルクらと共に幼い頃からドレッドの小姓を務め、そろって正式な騎士に取り立てられた。それを機に、テリオたちはドレッドの呼び方をそれまでの殿から親おや父じへと切り替え、身内だけのときは親しみをこめて気安く口にするようになった。ドレッドもそう呼ばれることを喜んでいたが──リセルだけは今も殿のままだった。

　自分もテリオたちと同じようにしたいという気持ちがないわけではない。ただ、そうする踏ん切りがつかなかった。そこまで甘えてはいけないという気持ちのほうがどうしても勝った。

「……いずれ、機会がありましたら」

「かたくなな奴やつだ。まあいい。おまえの気持ちを聞いて、俺の腹も決まった」

「腹といいますと」

「この城はいずれ、テリオに譲ろうと思う」

　ドレッドが今度はリセルのほうを見ることなく、さらりと告げた。

　城を譲られるということ。それはテリオがドレッドの地位を受け継ぐことに他ならない。

「グリンカを平らげれば、あと残っているめぼしい敵はゼニス家とボラード家、それにヴィダル家くらいだ。戦乱の世はもうすぐ終わる。戦ばかりに明け暮れたおれのような者が、偉そうにする時代じゃなくなるってことだ。後は若い奴やつに任せて、のんびりするさ」

　ドレッドにはミアしか子がいない。甥おいのテリオがファース家を継ぐのはおかしな話ではなかった。元々ドレッドはそのつもりでテリオを引き取ったのだといわれていたし、テリオ本人も明らかにその気だった。リセルもそうなるだろうと思っていたから、驚きはなかった。

「よろしいかと存じます」

「すまんな、リセル。本来ならこの城も、イアラも、すべておまえに譲……返すのが筋なのに」

「おやめください、殿。私はそのような立場ではないと、何度も」

「おれもどうするのがいいか、色々考えたんだがな。これが一番波風が立たないんだよ」

「私もそう思います」

　リセルは自分がドレッドの後を継ぎたい、または継げるなどと考えたことは一度もなかった。それは掛け値なしに本当だ。こうして今日まで生き延び、騎士になれただけでもありえないくらいで、それ以上は望むべくもない。

「ですから私のことは一切お気になさらず。殿のお心のままにどうぞ」

「すまんな」

　ドレッドはもう一度、リセルに詫わびてきた。

「テリオに後を任せることが決まったら、おれはコーレルを離れようと思う。おれがいたんじゃ、あいつもやりにくいだろうしな」

「どちらへ行かれるのですか」

「煌こう都とのそばにささやかな隠居地でももらうさ。今度上様にお会いしたときに、お願いするつもりだ。それくらいは聞いてくれるだろう。でな」

　ドレッドが身体からだをよじり、改めてリセルに向き直った。

「リセル、おれと一緒に来ないか」

「私が、ですか」

「テリオの下にいたんじゃ、おまえも気まずかろう」

「ありがたいお言葉ですが……本当にいいんですか」

「構わん。ミアもそのほうが喜ぶ。おれと一緒に来て、それであいつを娶めとれ」

「娶めとれ、ですか……って、えええ？」

　いきなりとんでもないことをいわれた気がする。

「私が？　ミアを？」

「おまえが、ミアを、だよ」

　一息おいて、焦あせりが怒ど濤とうのごとく押し寄せてくる。

「ち、ちち、ちょっとお待ちください！　いくらなんでもそれはっ」

「おれがいうのもなんだが、あれはいい娘だぞ」

「それはわかります。俺もそう思いますが！」

「最近顔だけじゃなく、身体からだつきもますますイアラに似てきてなあ。おっぱいも尻も順調に育ってる。おまえも知ってるだろ」

「当たり前のように同意を求めないでください！　あんた自分の娘をどんな目で見てるんだ！」

　怒鳴ったところで、ドレッドがにやにや笑いながら見ているのに気付き、はっとなった。

「……俺をからかったんですね」

「ミアを娶めとれというのは本気だぞ」

「テリオを婿にするんじゃないんですか」

「そっちは上様に頼んで、別に誰かを世話してもらうさ」

「なるほど……」

「よし、決まりだな。ミアが戻って来たらあいつにも話そう」

「いや、ちょっと待ってくださいって」

　なるほど、といったのはそういう意味ではない。収まりかけた気持ちが、再び動転する。

「なんで止めるんだよ。おれの娘に不満でもあるってのかこの野郎」

「だから落ち着いてください。話を進めるのが早すぎますよ。本人が嫌がるかもしれないのに」

「そこは心配ない。父親の俺にはわかる。あいつはおまえにぞっこんだ」

「それはどうだか……だいたい、隠居する殿についていくんじゃ、俺がもらえる禄ろくだってたかがしれてるでしょう。そんなところに嫁に来たら絶対苦労しますよ」

「大丈夫だ。あいつはああ見えて、家のことは全部できる。貧乏騎士の奥方になっても、立派にやっていけるさ。おれは気にしない」

「ミアが気にするとは思わないんですか」

「大丈夫だ」

　何を根拠に大丈夫だと言い切れるのか皆目見当がつかない。だがこのままここで問答を繰り返しても、ドレッドの考えが簡単に翻ひるがえることはなさそうだった。

「……まあ、ミアのことを抜きにしてもだ。おれについて来るのがおまえにとっても一番いいだろう」

　どうしたものかとリセルが思っていると、ドレッドのほうから話を変えてきた。

「よその家へ移るといっても簡単な話じゃない。どこへ行こうと、必ず身元を探られる。そうするうちに、おまえの過去にたどり着く者が出てこないとも限らん」

「……わかっています」

「おれのそばなら少なくともそうした心配はない。その若さで隠居暮らしにつきあうのは張り合いがないだろうが、我慢しろ。どのみち上様の天下一統はじきになしとげられ、騎士など皆暇になる」

「なぜそこまで、俺に目をかけてくださるんですか」

　リセルがドレッドの下にやって来たのはコーレルの街造りが始まったのと同じ、十一年前のことになる。当時、小姓としてリセルを手元に引き取ると決めたことは、ドレッドにとって命がけだったはずだ。その後の養育も、決して容易ではなかったろう。まわりに馴な染じもうとしない自分が厄介者になっている自覚は、リセルの中にもあった。

　それなのに、なぜ──？

「あれ、いってなかったか。おれはおまえの父御に恩があるんだよ」

　あれはもう二十年前になるか──ドレッドは遠くを見るような目になり、語り出した。

「おれは今でこそセルベリオス家第一の忠臣などといわれているが、若い頃はまったくそんなことはなくてな。上様に反旗を翻ひるがえしたこともあったのさ」

「それは知りませんでした」

「で、逆らったはいいが、散々に打ち負かされてな。もう死刑にされるしかないってところを、おまえの父御にとりなしてもらい、生き長らえたってわけだ。だからせめておれの目の黒いうちくらいは、おまえを守ってやらなけりゃいかんと思ってるんだよ」

「殿……」

「とはいえ、おれが生きてる間だけだけどな。死んだ後は自分でなんとかしろ。つか、ミアを嫁にするなら今度はおまえがあいつを守れ。わかったな」

　たちまち胸が詰まりそうになった。目の前がぼやけ、ドレッドの姿が揺らぐ。

「なんだなんだ。騎士のくせに人前で泣く奴やつがあるか。小姓からやり直させるぞ」

「泣いてなんか……いませんよ」

　ありがとうございます。ただその一言を口にしたいだけなのに、言葉が喉に引っかかってどうしてもうまく出てこない。

　だったら。せめて今の自分が伝えられる、最大限の謝意を。

「これからもよろしくお願いします……親おや父じ」

「リセル」

　ドレッドの目が驚きに大きく見開かれた。次いで彼の相好がくしゃりとゆがみ、両目から涙が滂ぼう沱たとして流れ出──なかった。

　ドレッドの双そう眸ぼうは一転つり上がり、たちまち憤ふん怒ぬの面持ちになる。

「なんだこの野郎、もう息子気取りかよ。ふざけんな」

　大きな拳がいきなり飛んできて、頭をぶん殴られた。ぱこん、と威勢のいい音がする。

「痛えっ、なんで殴るんですか！」

「おまえの勝ち誇った面を見てたらなんだかムカムカしてきた」

「勝ち誇った面なんてしてませんよっ」

「やっぱりやめだ。もったいねえ。おまえにミアはやらん。つか、誰にもやらん。ざまあみろ！」

「勝手に押しつけといて、なんだよその言い草！　だったらこっちもいらねえよ！」

　リセルも負けじと言い返す。いつのまにかすっかり乱暴な言葉遣いになっていた。

「なんだと！　おれの娘をいらないとはなんだ！」

「あんたがやらんっていったんだ！　そもそもこっちは一言も、くれなんて頼んでない！」

「殺す！　今すぐここでぶっ殺す！」

　ドレッドがリセルにつかみかかってきた。

　こうして突然始まったふたりの取っ組み合いの大喧げん嘩かは、騒ぎを聞いて浴場に駆けつけた兵士数名の力をもってしても容易に止められないほどとなった。

　ようやく収まったのは、ミアが戻って来て、ふたりの醜態を見て目に涙を浮かべてからだ。

　リセルとドレッドはお互い腰に布一枚を巻いたきりの情けない姿で、ミアに必死に謝った。




　──夜よ更ふけになって、城内がようやく落ち着きを取り戻した頃。

　ドレッドの下に一通の書状が届いた。




『目下、青の街道をそちらへ向かっている。リセル・ベインのみを伴い、ただちに伺し候こうせよ』




　書状の差出人はドレッドの主にして東方世界の覇者、アレクサンドル・セルベリオス。

　内容はドレッドとリセルに対する出頭命令だった。








第２章　蠢しゆん動どう
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　翌日、六月二十六日の夕方近く。

　リセルはドレッドとふたりきりで、青の街道を煌こう都と方面へ向け進んでいた。城の者たちには本当の目的を伏せ、久しぶりに遠駆をして来るとだけ告げコーレルを後にしている。リセルは普通の馬に乗っていたが、ドレッドが駆っているのは骸馬だった。

「上様ご一行は昨日のうちに、ロムンドを過ぎたようだ」

　腰にさげた筒を口元へ運び、中の水をあおりながら、ドレッドがつぶやいた。

　ロムンドは煌こう都とのある中央平原から、ダンタス地方へ入ってすぐのところに位置する小さな街だった。そこからコーレルまではさほど遠くない。急がずとも、二日あれば到着することができる。いつリセルたちの目の前に、金地に黒の龍──アレクサンドルの紋章をあしらった旗を掲げた軍勢が現れてもおかしくなかったが、今のところまだ見えていなかった。

「コーレルを発たつのがずいぶん遅くなっちまったが、仕方ねえよな。いきなりいわれたってこっちにも事情ってもんがあるんだ」

「……ええ、まあ」

　昨夜、床につこうとしたところでリセルはドレッドに呼び出され、届いたばかりだというアレクサンドルの書状を見せられた。本当ならそこですぐコーレルを発たつべきだったのだろうが、できなかった。数日後の出陣を控えてドレッドにはやらなければいけないことが山積みだった上、ミアが熱を出して伏せてしまったからだ。ドレッドとリセルが素すっ裸ぱだかで取っ組み合っているところを見てしまったのが、よほど衝撃だったのかもしれない。

　ドレッドが出陣の支度に関してあれこれトーエンに指図したり、ミアの様子が落ち着くのを待ったりしている間に時が過ぎ、コーレルを出たのは夜が明けて日が高くなってからだった。

　──アレクサンドルはなんの用で自分を呼び出すのか。

　書状を見せられてからというもの、リセルの頭の中をずっと占めていたのはそのことだった。

　グリンカ家討伐のためモルド地方へ向かうのなら、煌こう都とから北東へ伸びる赤の街道を進むのが最も早い。青の街道を通り、ダンタス地方とその隣のルビア地方を経た後に赤の街道に合流することもできなくはないが、それだとあまりに遠回りだ。

　にもかかわらずアレクサンドルがその経路を取ったというのは、彼がモルド行きとは別の目的を優先したからに他なるまい。

　その目的が自分だということも、疑いようがなかった。

　なぜ今頃。なんのために。

　頭の中に色々な考えが思い浮かんでは、切れ端のままたゆたい、消え、また浮かぶ。

「そんなしけた面してんじゃねえよ。上様だって、今になっておまえに死ねとはいわねえだろ」

「そうでしょうか」

　ドレッドが口にしたのは、リセルが一番あり得ると思っていたことだった。だが考えてみれば彼のいうとおりかもしれない。そもそもリセルに死を命じるだけなら、アレクサンドルが自らやって来る必要はないからだ。使者を遣わせばそれですむ。

　そう思う一方で、アレクサンドルだったら何を言い出してもおかしくない気もした。

　つまり、わからない。一体何がねらいなのか。

　もし本当に死ぬよう命じられたとして、そのとき自分がどう考え、どうふるまうのかも。

　そもそも自分は死ねといわれることを恐れているのか、それとも既にあきらめているのか、そんな自分の気持ちさえも。

「そうはさせねえよ」

　リセルの内心を見透かしたかのように、ドレッドが告げた。

「もし上様が難題をふっかけてきたら、はっきりいってやる。『こいつはおれの息子にするって決めたんです。ご命令には従えません』ってな」

「……ありがとうございます」

　ドレッドの気持ちは嬉うれしい。だが彼にそんなことを口にさせるわけにはいかなかった。アレクサンドルの出方によってはドレッドは本当に突っぱねようとするかもしれないが、それで彼の立場が悪くなってしまうことだけは、絶対に避けなければいけない。

　たとえ何をいわれても、自分はおとなしく従うしかないのだ──心の中でそう言い聞かせる。

　もうすぐ、己の運命が決する。

　どうしようもなく気が重くなっていくのを、いかんともしようがなかった。




　青の街道をなおも進み、日がすっかり落ちてあたりが夜の闇に包まれたころ。

　リセルは前方にいくつかの灯ひが固まっているのを認めた。

「あれは……」

「上様はあそこか。やっと着いたな」

「それにしては、灯ひの数が多くないように見えますが」

「上様のことだ。どうせいつものように、馬うま廻まわりだけを連れて来たんだろう」

　確かに、供を少人数に抑え、迅速に動くのは、アレクサンドルがよくやることだった。

「上様の馬うま廻まわりは、手て練だれの龍闘士ばかりだからな。万一数倍の敵勢に襲われたところで、あっさり返り討ちにするだろうさ」

　ドレッドはまったく心配していないようだった。

「ここまで来てあわてる必要もねえ。このまま行こう」

　わかりました、とリセルが答えようとした刹那。

　どくん、と突然心臓が激しく脈を打った。

「くっ……？」

「リセル？」

　馬上でかがみ込むように上体を前に倒す。たちまち全身から冷たい汗が噴きだしてきた。息が荒くなり、胸の鼓動が早鐘を打ったように早くなる。

　自分の身体からだが明らかに何かを感じ取っていた。なんらかの異変を。

　その異変は──前方から来ていた。

　この先で何かが起きている。そのことがわかって、全身が戦慄している。

「おい、どうした」

「様子が……」

　変です、と続けようとした瞬間、今度はとてつもない衝撃に全身が見舞われた。風などないにもかかわらず、まるでいきなり疾風が叩たたきつけてきたかのような。

「──！」

　がくん、と上体が思い切り後ろへのけぞる。弾みで馬から転げ落ちそうになるのを、咄とつ嗟さに手綱を強く握りかろうじてこらえた。

　頭が激しく揺さぶられ、気が遠くなりそうになる中、あるひとつの光景が頭の中に兆きざす。

　──邪龍。

　これまで何度も夢に出てきた忌いまわしきものの姿が、なぜか今、くっきりと浮かんだ。全身の毛がちりちりと逆立つ。身体からだはなおも異変を感じていた。前方から漂ってくる気配が明らかに、不穏どころではないあからさまな威勢をはらんでいる。

「……何かが起きているようです」

「やっぱり急ぐか」

　ドレッドが口ぶりを改めた。鐙あぶみを蹴り、骸馬の足を速めようとする。だが骸馬は乗り手の意に反し、その場でいきなり止まってしまった。リセルも馬の手綱を引き、横に並ぶ。

「おい、動けこら！　動けって！　何止まってんだよ！」

　ドレッドが足で苛いら立だたしげに骸馬の横腹を叩たたいた。だが骸馬のほうは、その場で足に根を生やしたように、まったく進もうとしない。ドレッドの足が骸をこする乾いた音だけが響く。

「ちっ、肝心なときに故障かよ。使えねえな」

「殿、こちらへ」

　リセルが促すと、ドレッドは素早く骸馬を降り、リセルの馬の後ろにまたがってきた。

「行ってくれ」

「はい」

　リセルは馬に指示を出し、再び進み始めた。

　アレクサンドルの陣に近付くにつれ、胸の鼓動がますます早くなった。これ以上先へ進んではならない。そう身体からだが戒めているのがはっきりわかる。一歩、また一歩と馬が地面をかくたび、あたりを包む気がどろりと濃厚な、重苦しいものに変じていく。

　龍骸甲の声は聞こえてこなかった。リセルが龍骸甲の声を聞くのは誰かが動かしているときに限られていたから、今は誰もそうしていないのか。だがそんなことがあり得るのだろうか。たとえ何もなかったとしても、龍骸甲を鎧よろって警護についている者がいそうなものだ。それはそれで、やはりおかしい。

　やがて──リセルとドレッドを乗せた馬は、アレクサンドルの陣へ到達した。

「これは……」

　ドレッドの声が尖とがる。リセルの目にも、陣で生じている変事の一端がはっきりうかがえた。

　誰かが地面に倒れていた。かがり火に照らされているところだけで何人もいるのがわかる。

「馬を止めろ、リセル」

　ドレッドが厳しい口調で告げた。リセルがいわれたとおりにすると、ドレッドはすぐに飛び降り、倒れている者の下へ駆け寄った。リセルもすぐ後に続く。

「……！」

「こいつは……！」

　倒れているのはいずれも馬うま廻まわりだった。皆、既に事切れている。亡なき骸がらのほとんどがむごたらしく損傷していた。胴がごっぽりえぐられている者や、首がもぎ取られている者、重くて大きなものに踏みつぶされた者もいる。亡なき骸がらから流れ出た血が地面にたまりを作り、むせかえりそうなにおいを発していた。血はまだ固まっていない。異変が起きてから、まだ間がないとわかる。

「こんなことができるのは、龍骸甲だけだ」

「ええ」

　死んでいる馬うま廻まわりたちは、いずれも龍骸甲にやられたようだった。それは間違いない。現に地面に、それとおぼしき足跡もあった。

「謀む反ほんか？」

　ドレッドが口にしたのと同じことを、リセルも考えた。だがそうだとしても、腑ふに落ちないことがあまりに多い。

　馬うま廻まわりたちが龍骸甲を鎧よろおうとしていないのはなぜなのか。彼らの龍骸甲は、立ったまま、あるいは地面に片膝をついた控えの体勢のまま周囲にあり、動いた様子がまったくなかった。謀む反ほんが起きたにしろ、奇襲を受けたにしろ、敵が龍骸甲を鎧よろっていたら、自分たちもそうするしかなかったはずだ。なのに誰もそれをせず、生身で立ち向かったように見えるのはなぜなのか。

　そうした中、かろうじて一領だけ、馬うま廻まわりが鎧よろった龍骸甲もあった。だがなぜかそれは胸の装甲を開けた状態で攻撃を受けており、内殻にいた馬うま廻まわりごと背まで貫く大穴をうがたれ、地面に倒れていた。馬うま廻まわりの両目が何かに驚きよう愕がくしたかのようにかっと見開かれ、そのまま息絶えている。敵の龍骸甲と対たい峙じするときに自ら装甲を開けたというのか。ありえない。

「上様、ご無事ですか！」

　ドレッドが大声で呼ばわったが、どこからも、誰の返事もなかった。かがり火の爆はぜるぱちぱちとした音しか聞こえてこない。

「くそ、どうなってやがる」

「殿、あちらを」

　リセルは天幕のひとつを指し示した。作りが他と違って豪ごう奢しやで、本陣だとすぐにわかる。

「行くぞ」

「はい」

　リセルとドレッドはそろって腰の剣を抜き、身構えながら、天幕へ向かって進んでいった。

　すぐ前まで来たところでふたりして左右に分かれ、中の気配をうかがう。誰の声も、動く音も聞こえてこない。

　リセルはドレッドと目配せし、頷うなずき合うと、ふたり同時に天幕の中へ躍り込んでいった。

「上様！」

　天幕の中に調度はほとんどなく、奥のほうに椅子と小さな卓があるくらいだった。どちらも大きな手で払いのけられたかのようにひっくり返り、端に寄せられている。

　アレクサンドル本人の姿はなかった。

　その代わり、別の者がひとり、天幕の中央に倒れ伏していた。格好からして女性のようだ。

　──あれは。

　リセルの心臓が再び激しく跳ねる。これまでの、異変を感じ取っていたのとは別の鼓動。

「おい、しっかりしろ！」

　声をかけ、あわてて駆け寄る。間違いないという確たる思いを胸に抱きながら、倒れている女性の肩に手を置き、そっと押して身体からだを仰向けにする。

　まだ若く、少女といっていい──想像した通りの顔がそこにあった。

「その方は……もしや」

　ドレッドの問いかけに、リセルは無言で頷うなずいた。

「息は」

「あります」

　死んではいない。薄物をはおった衣装の下で、胸がゆっくりとではあるが上下している。外傷も見当たらなかった。両目が閉じられている。気を失っているようだ。

「よし、ここはおまえに任せた。おれはあたりを見てくる」

　ドレッドは返事を待たず、急いで天幕を出て行った。

　リセルは倒れている少女の首の下に手を回し、上体を軽く持ち上げた。その体勢のまま、相手に声をかける。

「……オルテ」

　久しく口にすることのなかった名を、昨日の朝に続いて、今度は本人に向かって告げた。

　途端、ぴく、と少女が身体からだを震わせ──両目がゆっくりと開いていく。

　その目は束つかの間まあたりを泳いだ後、リセルに据えられた。

　はじめは誰だかわからなかったようだが、すぐ答えに思い至ったらしく、双そう眸ぼうがわずかだがさらに大きく見開かれる。

「兄……様……？」

　少女がリセルを見つめながら、かすれた声でつぶやいた。




　　　　２




　つややかに肩の下まで流れる長い髪。わずかに赤みがかった、見ていると吸い込まれそうな深みのある色合いの瞳。

　気品、知性、清らかさ、そのすべてをまんべんなく折り込み、形作られた顔立ち。白い肌はどこまでも透き通り、まるで熟練の職人の手により生み出された至高の芸術品のよう。

　それがリセルの知っている、幼い頃の彼女の姿だった。

　今は年と共に成長し、気高さと、意志の強さも加味されたように思える。

　それでも、基本は変わっていない。

　かつて知っていた少女が、大きくなって、リセルの目の前にいた。

　もう二度と会うことはあるまい、そう思っていた少女が。

　着ている服はそれほど豪勢ではなく、動きやすさを優先した控えめなものだったが、内からあふれ出る品位は隠しようもなかった。天幕の外から差し込むかがり火の光を結晶に変えてまぶしたかのように、全身がほのかにきらめいて見える。

「どうして……？」

　少女が再び口を開いた。彼女が疑問に思うのはもっともだったが、今は久きゆう闊かつを除しているときではない。

「何があった？」

　リセルが尋ねると、少女は顔を天幕の奥のほうへ向けた。同時に、右手をゆっくりと持ち上げ、指でそちらを指し示す。

　だがその手はすぐに力を失い、はたりと下に落ちた。また気を失ったようだ。

「オ……」

　リセルがもう一度彼女の名を呼ぼうとした、そのとき。

　突然強い風が吹きつけてきたかのように、天幕の布がばさりと大きくめくれ、飛んでいった。

　少女が指さした先には、漆黒の闇だけが広がっていた。誰もおらず、何もない。

　──いや、違った。

　ただの闇ではない。何かがその中にいた。

　何かの正体に気付いた途端、稲妻が落ちたかのような衝撃がリセルの全身を見舞う。

　闇の中にいたもの。それは。

　闇よりもなお暗い、全身を漆黒に包まれた──

「龍……？」

[image: ]

　天幕の外にいたのは、一頭の龍だった。

　今の時代、それもこんなところに、絶対にいるはずのないもの。いてはいけないもの。

　龍骸甲のような骸ではない、全身に肉を纏まとった、生きている龍そのもの。

　姿、大きさは夢で見たそのまま。

　邪龍はきっとこうだったろうとリセルが想像していたとおりの。

　自分が感じ取っていた異変の正体、陣で起きた惨劇の事由はこれだったのかと合点する。

　逃げなければ、と思ったが、身体からだが動かなかった。まるで黒龍の眼光に射すくめられたかのように、びくともしない。

　焦あせりと絶望がないまぜになり、気が遠くなりそうになる中、リセルはふと、黒龍の胸のあたりに人の姿を認めた。

　太い腕に抱えられ、誰かが黒龍の懐ふところにくるまれている。

　──あれは。

　その正体がわかった途端、再び全身に落雷のごとき衝撃が走った。

「そん……な……」

　剛ごう毅きでありながら繊細さをうかがわせるほっそりした色白の顔。見間違えようもない。

　アレクサンドル・セルベリオス。東方世界に嵐を巻き起こした『英雄』その人が、黒龍と共にいた。生きているのかどうかまではわからない。

「……う、上……！」

　リセルがためらいをこらえ、上様、と大声で呼びかけようとしたところで、アレクサンドルが閉じていた目をすっと開いた。鋭い眼光に貫かれ、たちまちリセルの全身がしびれる。

　この感じ。何も変わっていない。昔とまったく。

　アレクサンドルは薄い口を引き結んだまま、少女を支えているリセルを見下ろしていた。

　一体どういうことなのか。どうしてこんなことになっているのか。わからない。リセルの混乱は深まる一方だった。すべてが理解の埒らち外がい。

　アレクサンドルは黒龍に捕まっているのか。それとも従えているのか。

　困っているのか、泰然としているのか。何ひとつ、彼の顔つきからはうかがえなかった。

「……よかろう」

　アレクサンドルがリセルを見据えたまま、ぽつりとつぶやいた。やや甲高い声も昔の通りだ。

「そ、それは……どういう……」

　リセルは恐る恐る問いかけた。だがアレクサンドルはもう何もいわない。彼の口はすぐに閉じられてしまい、再び開くことはなかった。

　リセルが重ねて尋ねようとした矢先──ゆら、と黒龍が動いた。

　アレクサンドルの頭上で、閉じられていた大きな顎がゆっくりと開かれる。鋭い牙と、その奥でぬらりとうごめく舌、牙の間からぽとりとこぼれる唾液がリセルの目に入る。

「グルルル……」

　黒龍がうなり声を上げた。リセルがこれまでよく聞いていた龍骸甲のものとよく似た、それよりもさらに低くて重い声。

　アレクサンドルを抱えている黒龍の腕に力がこもった。巌いわおのような全身がぐぐ、と動く。

　まさか、とリセルが次に起こることを想像したその瞬間。

　黒龍の頭部が、アレクサンドルに向かってぶん、と振り下ろされた。

「──！」

　アレクサンドルの上から黒龍の頭部が覆おおい被かぶさり、大きく開いた顎と、両腕で押さえ込む体勢になった。アレクサンドルの姿がたちまちリセルから見えなくなる。次いで、黒龍の顎が小刻みに動き、ぐしゃ、ぼき、めき、と何かを咀そ嚼しやくする音が響いてきた。

　リセルは愕がく然ぜんとしながら、目の前で繰り広げられる光景を見ているばかりだった。

　食っているのか。

　アレクサンドルを。

　あのアレクサンドルを。

　あの黒龍が。

「うわああああーーーーっ!?」

　リセルの口から絶叫がほとばしった。

　黒龍が再び頭をもたげたとき、アレクサンドルの姿はもうなかった。食われた形跡すらどこにも見当たらない。アレクサンドルなどはじめからいなかったかのように、黒龍だけがその場にたたずんでいた。

　黒龍の大きな──黄色い光を宿したふたつの瞳が、今度はリセルに向けられる。一瞬、その目つきが誰かに似ているような気もしたが、誰なのかはわからなかった。

「上様を見つけたのか、リセル！」

　ドレッドが走ってこの場に戻って来た。すぐ黒龍に気付き、驚きよう愕がくする。

「なっ、なんだあいつは!?」

　めったなことでは動じないだろうと思われる彼も、さすがに声を震わせた。

「信じられん……どこからあんなのが湧きやがった？」

「わかりません。いつの間にかあそこに」

「上様はどこだ」

「それは……」

「まさか、あいつに？」

「……はい」

　食われた、とはっきり口に出すのはためらわれた。

「おのれ！　上様の敵！」

　ドレッドが吠ほえた。素早く周囲を見やり、すぐ近くにあった龍骸甲に目をつけると、そちらへ駆け寄っていく。胸の装甲が開いていたため内殻へ頭から飛び込むようにして鎧よろい、すぐさま立ち上がろうとする。

　だが──

「くそっ、なんで動かねえんだよ！」

　ドレッドの鎧よろった龍骸甲はまったくドレッドに応じず、地面に片膝をついた控えの体勢のままだった。リセルの耳に、声が聞こえてくることもない。ただの骸のまま、黙りこくっていた。

「ええい、このガラクタがっ！」

　ドレッドは龍骸甲に早々と見切りをつけた。急いで内殻から飛び出すと、今度は近くに落ちていた槍やりを手に取る。

「いけません、殿！」

「うおおおおっ！」

　リセルが止める間もあらばこそ、彼は雄お叫たけびを上げ、黒龍めがけて突っ込んでいった。

　黒龍がおもむろにその場で立ち上がった。ドレッドの攻撃を真正面から受け止める気か。一瞬そう考えたリセルだったが、すぐにそうではないと思い知らされる。

　黒龍が大きな身体からだに見合わない素早い動きで体を横にした。ぶん、と風を切る音を立てて、長い尻尾が鞭むちのようにドレッドめがけてふるわれる。

　ドレッドは咄とつ嗟さに槍やりの柄を握った両手を前に出し、防御の構えを取ったが、その体勢ごと、黒龍の尻尾が彼の身体からだをなぎ払った。

「ぐおっ!?」

　ドレッドの身体からだが、鈍い音を立てながら、風に舞う落ち葉のように軽々と吹き飛ばされた。弧を描いて空を舞い、地面に叩たたきつけられしばらく横滑りした後、ようやく止まる。

「殿っ!?」

「ぐ……う……」

　仰向けになったドレッドの口から、苦しそうなうめき声が漏れた。

「グルルル……」

　黒龍がまたもうなり声を上げた。ドレッドには目もくれず、リセルのほうに身体からだを向ける。

　リセルはようやく、少女を抱え、その場で立ち上がった。逃げられる見通しなどまったくなかったが、せめて彼女だけでも、となけなしの望みをかけ、走り出そうとする。

「グオオオオッ！」

　黒龍の咆ほう哮こうが大地を震わせた。その一声で、リセルは思わず身をすくめてしまい、再びその場に釘くぎづけにされる。

　吠ほえながら、黒龍が背中にたたんでいた大きな翼をばさりと音を立てて左右に広げた。鋭い爪の生えた足で地面を踏みしめ、腰を落として両足にぐっと力をこめる。

　一息おいて、黒龍が地面を蹴り、その場で飛び上がった。両翼が力強く空をかくたび、大きな身体からだが軽々と空へ浮き上がっていく。

「グオオオオオオッ！」

　みたびの咆ほう哮こうをこの場に残し、黒龍は飛び去った。闇に吞のまれ、姿がすぐに見えなくなる。

「つっ……」

　少女を抱えたまま、呆ぼう然ぜんと黒龍の飛んでいった空を見つめていたリセルをうつつに引き戻したのは、再び聞こえてきたドレッドのうめきだった。

　リセルははっと我に返り、彼のそばへ駆け寄る。

「大丈夫ですか、殿!?」

「いってえ……」

　ドレッドは手で胸を押さえながら、身体からだを起こした。

「あの化け物はどうした？」

「どこかへ飛んでいきました。もうここにはいません」

「そうか……くっ」

「殿!?」

「あわてるな。これくらいどうってことはねえ。それより……」

　ドレッドがリセルの抱えている少女に目をやった。

「う……」

　かすかに声が聞こえる。ちょうど少女のほうも、再び意識を取り戻すところだった。

　少女は一瞬苦しそうに眉をひそめた後、目を開いた。

「兄様……」

「うん」

　リセルは少女に向かって頷うなずいた。

「……夢ではなかったのですね」

「立てるか」

　リセルは腰をかがめ、少女の両足を地面に下ろした。少女は一瞬よろけかけたものの、すぐに自分の足で平衡を保ち、その場に立つ。

「父上は？」

　問いかけてきた少女に、リセルは首を横に振った。

「……そうですか」

　少女の声音から、内にこめられた感情はうかがえなかった。

「失礼いたします」

　ドレッドが地面に片膝をつき、少女に向かって頭を下げた。

「ドレッド・ファースでございます。恐れながら、オルテンシア殿下とお見受けいたしますが」

「はい」

　オルテンシア・セルベリオス。それが少女の名だった。アレクサンドルの四女にあたる。ミアもちらと口にしていたが、今では『聖女』としてその名を世間に広く知られていた。

「上様をお救いすることができませんでした。お詫わびのしようもございません」

「ファース殿のせいではありません」

　オルテンシアは小さくかぶりを振った。

「間に合わなかった。ただそれだけのことです」

「間に合わなかったって……？」

「……」

　リセルの問いかけに対する、オルテンシアの返事はなかった。

「殿下。ここにとどまっていては、いつまたあの化け物が戻ってこないとも限りません。私どもと一緒にコーレルまでお越しください」

　ドレッドの提案を聞いて、オルテンシアがリセルに顔を向けてきた。リセルはこくりと頷うなずく。

「……わかりました」

「ありがとうございます。リセル、馬車を」

「はっ」

　リセルはドレッドとオルテンシアをこの場に残し、無事な馬車を調達すべく駆け出した。さほど時を経ずして、目当てのものを見つける。

　陣の外れに、馬が二頭つながれたままの輜し重ちよう用の馬車が残っていた。馬はどちらも気を高ぶらせ、リセルが近付くとしきりに竿さお立ちを繰り返したが、幸い怪け我がはしていないようだ。

　リセルは馬をつないでいた綱を外し、馬車を動かした。ドレッドたちの下へすぐに戻る。

「持って来ました」

「よし。殿下、後ろに乗っていただけますか」

「はい」

　荷台にはさまざまなものが積まれたままになっていたが、オルテンシアは不平をこぼすことなく、いわれたとおりにした。ドレッドはリセルのいる御者台に乗り込んで来る。

「くっ……」

「殿、やはりお怪け我がを」

「コーレルまではもつ。出せ」

「……はっ」

　命じられ、馬に鞭むちを入れようとしたリセルだったが、不意にその手をぴたりと止めた。

「どうした」

「あそこに」

　リセルは一方を指し示した。誰かが槍やりを支えにして、ふらふらと立ち上がろうとしている。

「エリカ……！」

　後ろでオルテンシアが小声で叫ぶのが耳に入った。

「連れて行きます」

　リセルは御者台から飛び降り、立ち上がった者のそばへと走り寄った。すぐそばにあったかがり火が、相手の姿をくっきり照らし出す。

　エリカとオルテンシアが呼んだことからもわかるように、女性だった。まだ若い。リセルと同じ年くらいだろうか。頭に怪け我がをしているらしく、耳がかろうじて覆われる程度の短い髪の間から眉間にかけて血を流していた。顔立ちは凜りんとしていたが、目つきがどこかうつろだ。痛みをこらえているのか、苦しそうな表情をしている。服装はアレクサンドルの馬うま廻まわりとは別の、騎士の軽装だった。オルテンシアの護衛かもしれない。

「無礼……っ」

　エリカが支えにしていた槍やりを両手で構え、リセルに切っ先を向けてきた。

「姫様に……手を……出すな……っ」

「安心しろ。俺たちは味方だ」

「みか……た……？」

「そうだ。俺はリセル・ベイン。ドレッド・ファース様の配下だ」

「ドレッド……ファース……殿……が……助けに……？」

「ああ」

　ドレッドの名を出したことで安心したのか、リセルに向けられていたエリカの敵意が氷が解けるようにすっと消えていくのがわかった。

「よかっ……」

　最後まで言い終えることなく、糸の切れた人形のようにエリカの全身から力が失われた。持っていた槍やりがほとりと地面に落ちる。

「おっと」

　リセルはその場でくずおれそうになった彼女に手を伸ばした。右腕を自分の肩に回させ、倒れそうになるのを支えながら、ほとんど引きずるようにして馬車まで一緒に歩いて戻る。

　大丈夫か、と途中で何度か呼びかけたが、返事ともうめきともつかない声が聞こえてくるばかりだった。

「エリカ……ひどい怪け我がを……」

「コーレルに着いたらすぐ手当てさせる。こっちに寝かせておくから、様子を見ててくれ」

　オルテンシアが無言で頷うなずいた。リセルはエリカを荷台に乗せ、その場に横たえさせると、すぐ御者席に戻った。今度こそ馬に鞭むちを入れ、馬車を発進させる。

「とにかく飛ばせ。コーレルまで止まるな」

　ドレッドがすかさず命じてきた。

「殿下たちもおつらいだろうが、この際我慢してもらう。暇がねえんだ」

　つらいのはドレッドにしても同じだろう。馬車を早めるほど、地面から伝わる振動も大きくなる。顔つきや口ぶりからして、ただ座っているだけでも相当にこたえるはずだ。

　それでもドレッドは、早くしろとしかいわないだろう。

　それがわかっていたから、リセルもいわれた通りにした。

　──アレクサンドルが死んだ。

　陣を去ってしばらくしてから、ようやくそのとてつもない事実を、心が受け止め始めた。

　そのことが、一体どのような意味をもつのか。

　とんでもないことになったのはわかる。だが、どれほどかと問われると見当もつかない。

　今後セルベリオス家は、世界は、どうなってしまうのか──

　目の前に広がる闇が、まるで東方世界の未来そのものを示しているような、そんな気がした。
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　リセルたちがコーレルに戻ったのは深更、日付が二十七日に変わった後だった。

　道すがら、ドレッドはリセルと並んで御者席にいたが、ほとんど口をつぐんだままだった。しゃべるのがつらくてそうしていたのか、沈思していたためなのかはわからない。

　リセルもリセルで、夜の闇の中、馬車の手綱を握ることに専心していたため、ふたりの間で話をすることはほぼなかった。

「……リセル」

　街の東大門をくぐり、リセルがようやくひとごこちつけたところで、ドレッドが口を開いた。

「オルテンシア様の素性は皆には伏せておけ」

「わかってます」

　リセルもそうするつもりだった。本人とエリカにも、言い含めておいたほうがいいだろう。できれば皆に見られる前にそうしておきたい。

　そう思ったリセルだったが──そのもくろみは果たせなかった。

　城へ入るなり、大勢の者たちに囲まれてしまったからだ。

　平時なら今は警護の兵以外は皆眠っている頃合いのはずだが、今日は違っていた。

「殿がお戻りになられたぞ！」

　誰かが叫んだのを合図に、城内からわらわらと、大勢の者たちが転がるように飛び出して来た。テリオやトーエン、ミアの姿も見える。

　リセルは城に入ってすぐのところにある広場で馬車を止めた。

「お父様！　リセル兄さん！」

　ミアは寝衣に上着をはおった格好で走って来た。寝衣はリセルが城を出る前に着ていたのと同じだった。ずっと床に伏せたままだったのかもしれない。表情もかなりやつれている。走ったりして平気なのかとリセルは心配になったが、本人はそれどころではないのだろう。

「おお、ミア！　今帰ったぞ！」

　ドレッドは御者台から降りると、ミアに明るい声で告げた。

「何が……あったんですか……？」

「すまんすまん、日が落ちる前に戻るつもりだったんだが、つい羽目を外しちまってな」

「羽目って……」

「そんな心配そうな顔をすんな。おれだってたまには……ごふっ」

　ドレッドがいきなりむせた。手で押さえた口からごぼりと血があふれ、下にこぼれる。

「お父様!?」

　ドレッドは立っているのもきついらしく、ずず、と腰を落とし地面に片膝をついた。この様子だと黒龍に叩たたかれた際に内臓を痛めたようだ。

「お父様……しっかりしてください……お父様……っ」

　ミアがドレッドの傍かたわらにかがみ、彼の背をさすった。彼女の声も、全身も、震えている。

「リセル、貴様ああっ！」

　テリオが激高し、御者台から離れたリセルの胸ぐらをつかんできた。

「貴様がついていながら、どういうことだ！　親おや父じに何をしたっ！」

「よせ、テリオ」

　ドレッドが手で口を押さえたまま制止する。声が痛々しくかすれていた。

「リセルは何も悪くねえ。そうつっかかるな」

「し、しかし！」

「おい、出陣の支度はどうなってる」

　ドレッドがミアの後ろにいたトーエンに尋ねた。

「滞りなく進めております」

「予定変更だ。各砦とりでの守備役以外の全軍を、すみやかにコーレルに集結させろ。今城にあるⅡ型もすぐ出せるようにしておけ」

　ドレッドのこの言葉に、まわりにいた者たちが一斉にどよめいた。

「ぜ、全軍？」

「殿、それはどういう……」

「イクア砦とりでで落ち合うことになっている者たちはどうされますか」

　ほとんどの者があわてふためく中、筆頭家老のトーエンはさすが落ち着きを保っていた。

「そいつらもだ。相手はグリンカではなくなるかもしれん」

　またしてもまわりがざわめく。

「グリンカ家が相手でないのなら、どこと？」

「我々は誰と戦うのですか!?」

「詳しい話は後だ。とにかく急げ。あと、国衆の動きにも目を配っとけ。わかったな」

　そこまでいうと、ドレッドはがくりと頭を垂れた。

「お父様、お父様っ！」

　ミアがすがりつき、耳元で何度も名を呼ぶ。が、ドレッドのいらえはもうない。気絶したようだ。とっくにそうなっていてもおかしくなかったものを、コーレルに帰り着くまではと、必死に気を張っていたのだろう。

「急いで殿を部屋までお連れしろ。医師と薬師を呼べ」

　トーエンの指示で、すぐに兵が駆け寄り、ドレッドを抱えていった。ミアもそれに付き従い、一緒に城内へ戻っていく。

「ええい、何がどうなってる！」

　ドレッドが連れていかれるなり、テリオがリセルに詰め寄ってきた。

「貴様は事情を知っているんだろう。説明しろ！」

「……わかった」

　こうなっては隠しておけない。正直に話したところで信じてもらえるかどうかは疑わしいが──そう思いつつ、リセルは口を開いた。

「上様がお亡なくなりになられた」

　リセルの発言に、はじめは誰も、何も言わなかった。ややあって、

「ふざけるなあっ！」

　真っ先に我に返ったのはテリオだった。拳を握りしめ、リセルが身構えるよりも早く、殴りつけてくる。ごき、と骨と骨のぶつかる鈍い音がして、リセルの顔が真横を向いた。わずかに遅れて、頰に鋭い痛みを感じる。

「戯ざれ言ごとを口にしている場合か！　それもこんなときに！」

「戯ざれ言ごとでこんなことがいえるか！」

　リセルはなおもつかみかかってこようとしたテリオの胸を、手で押し返した。

「本当なのか、それは」

　トーエンが尋ねてくる。こちらは相変わらず動じた様子はない。

「はい」

　リセルは一昨日の夜から今日にかけて自分とドレッドの身に起こったことを話した。

　アレクサンドルからドレッドに書状が届き、リセルを連れて伺し候こうするよう命じられたこと。

　アレクサンドル一行が少数の供だけを連れ、ダンタス地方に来ていたこと。

　リセルとドレッドがアレクサンドルの陣に到着したときは、既に敵の襲撃を受けた後で、生き残っている者がほとんどいなかったこと。

　アレクサンドルの陣を襲撃した敵の正体は謎の黒龍で、アレクサンドル自身もその黒龍の手にかかったこと。

　ドレッドがアレクサンドルの敵を討つべく黒龍に戦いを挑んだが、跳ね返されたこと──

　リセルが話している間、まわりで聞いていた者たちからは「馬鹿な」「ありえない」などといった声が頻繁にあがった。皆、信じられないという顔をしている。案の定だった。リセル自身、こうして振り返ってもあれが本当に我が身に起きたこととは思えず、悪い夢を見ていただけという気になってしまいそうなほどだった。

「でたらめにもほどがある。貴様、気がふれたか」

　テリオが吐き捨てた。

「何が黒龍だ。そんなものが今の世にいてたまるか」

「俺だって、見たときはそう思ったよ」

「そもそも、上様がダンタスへお越しになられていたというところからして腑ふに落ちん。本当にそうなら、前もって触れがあるはずだ」

「急ぎの用でもあったんだろ」

「はっ」

　テリオが鼻で笑う。リセルの話を何ひとつ信用していないようだった。嫌われているのは承知していたがここまでか、とさすがにうんざりする。

「そこまで疑うなら、上様の書状を見ればいい。ミアに頼んで持って来てもらえ」

「ミア様を呼び捨てにするな！」

「やめんか、テリオ」

　トーエンがテリオをたしなめたところで、城内に骸馬が一頭駆け込んできた。乗っていた騎士が、トーエンの姿を認めるなりあわてて飛び降り、そばに走り寄る。

「御家老様に申し上げます！」

「どうした」

「煌こう都とで異変が起きました。上様の行方がわからなくなったと、大騒ぎになっています」

「何……」

　トーエンが目を細めた。まわりにいた者たちも息を吞のむ。

「上様はまわりの者に何も告げずに、ダンタスへお越しになられたのか」

「……そういえば」

　リセルはふと思い出した。

「上様はご自身の旗を陣営に掲げていませんでした。それと、同行させていた龍骸甲もただのⅡ型でした」

　本来なら、馬うま廻まわりの用いる龍骸甲は、Ⅱ型よりはるかに性能が良いいとされる『翠玉級ベリア』の格付けを持つもつもので固められているはずだ。

「身元を隠して、お忍びでいらっしゃったということか」

「そうだと思います」

　前触れもなくいきなりやって来たことや、一行の数が少なかったこともそれなら頷うなずける。

「ふむ……」

　トーエンが胸の前で腕を組み、目を閉じて、なにやら思案するそぶりを見せた。ややあって目を開けると、集まっている者たちを見渡し、告げる。

「……とにかく、今は殿に命じられたことをやるしかあるまい。皆、詳しいことがわかるまで、今聞いた話は口外するな。思うところは色々あるだろうが、殿のご判断を信じろ。これよりすぐに支度を開始する」

　トーエンが解散を告げた。皆が動き出そうとする中、テリオだけがなおも食い下がる。

「リセル、もうひとつだけ聞かせろ。あそこにいるのは何者だ」

　テリオが馬車の荷台を指し示した。そこにはオルテンシアの姿があった。彼女は一切口は挟まなかったものの、当たり前のような顔をして荷台の縁のところにおり、リセルたちの話をずっと聞いていた。ここまで誰にもとがめられずにいたのは、あまりに堂々としていたせいか。

「……あれは上様の侍女だよ。名前はシアだ」

　リセルはふと頭の中で思いついたことを口にした。頼むから口裏を合わせてくれよ、とオルテンシアに心の中で訴えかける。

「……」

　リセルのねらいを察したのか、オルテンシアは異議を唱えることなく、黙ったままだった。

「もうひとり、エリカってのもいるが、そっちは怪け我がをして荷台の中で横になってる。生き残ったのは彼女たちだけだ」

「ならばふたりにも話を聞かねばならんな」

「そんなのは後だ。今は殿のご命令をこなすのが先だと、御家老様もおっしゃっただろう。御家老様、ふたりをひとまず私の部屋に案内してもよろしいですか。エリカの治療をしたいので」

　リセルはたたみかけるようにトーエンに尋ねた。

「待て。なぜおまえの部屋へ連れて行く」

「救護の間は、人の出入りが多い。そんなところにふたりを置いといたら、皆にあれこれ訊きかれてあっという間に話が広まるぞ」

「だからといって、女を自分の部屋に連れ込むなどということが許されるか」

「俺はしばらく別のところで寝起きするさ」

「しかし……」

　テリオはなおも納得していない様子だったものの、

「いいだろう。ふたりの扱いはひとまずおまえに任せる」

　トーエンがそういったことで、ようやく引き下がった。

「よし、話は以上だ。支度にかかれ」

　トーエンが改めてこの場の解散と、戦支度を命じる。

「……図に乗るなよ、リセル」

　皆があわただしく散り始める中、テリオがリセルをにらみつけてきた。目つき、口ぶりとも、あからさまな疑いと憎しみに満ちている。

「俺は貴様のことを一切信用していない。貴様が何か隠し立てをしているのはわかっている。必ず暴いてやるからな」

「そうつっかかるなよ。俺はおまえに目の敵にされるような器じゃない。ただの臆病者だってことは、よく知ってるだろ？」

　リセルは肩をすくめたが、それでテリオをごまかせたとも思えなかった。
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　夜のうちに始まった戦支度は、朝になってからもほとんど中断することなく続いた。

　リセルもあれやこれやさまざまなことに忙殺され、ほとんど眠る暇もなかったが、午後になってようやくいったん作業の手を止め、自分の部屋へと戻った。オルテンシアたちと話をしておきたいと思ったためだ。

「シア、俺だ」

　おとないを告げると、すぐオルテンシアが顔を出した。開いた扉から室内へと入る。元々ひとり部屋のところに、今はオルテンシアとエリカのふたりが寝起きできるよう長椅子も運び込んでいたため、さすがに窮屈なのはいなめなかった。

「ちょうどエリカが目を覚ましたところです」

　エリカは寝台に寝かされていた。頭には包帯が巻かれている。

「誰かに何か訊きかれたりしなかったか」

「特には」

「そうか、ならよかった」

　リセルは寝ながらこちらを見ているエリカと目を合わせた。

「おまえは……」

　リセルを見るなり、エリカの目がすっと細められた。明らかに警戒されている。

「そんなに身構えなくてもいいだろ。俺が昨夜話したこと、覚えてるか？」

「なんとなく……ここはコーレルか？」

「ああ。城の中だ」

「そうか……」

　エリカは何やら考え込むそぶりを見せたが、すぐにはっと我に返り、あわてて起き上がった。

「いきなり動くのはよくないぞ」

「姫様の前で、寝てなどいられるか！」

　エリカは上体を起こすと、オルテンシアに深々と頭を下げた。

「姫様、申し訳ありませんっ……。まったくお力になることができなかったばかりか、このような足手まといに……」

「謝る必要はありません」

　オルテンシアはエリカの包帯の巻かれた頭に手を伸ばした。

「傷は深くないと、手当てをした方が話していました。痕が残らないといいのですが」

「とりあえず、大事なさそうでよかったな」

　リセルがオルテンシアに声をかけると、エリカがじろりとにらみつけてきた。

「おい。姫様に対してなんという口のききかただ。不敬にもほどがあるだろう」

「あー……そのことだけどな。とりあえず、その呼びかたはしばらくやめてくれるか」

　いくらリセルがオルテンシアの素性を隠そうとしても、エリカが姫様と呼び続けていたのでは皆に怪しまれてしまう。

「ここいるのはシア。上様の侍女だ」

「そういうことに決まったようです」

「身元を隠すということですか。しかし……」

　エリカはすぐに事情を察したようだが、どこか釈然としない様子だった。

「シア様ではあまり伏せていることにはならないような……失礼ですが、考えたのは」

「俺だ」

「安易」

　なんとなく自分でも思っていたことを、ずばりと指摘された。

「まあ、ミアってのもいるから……似たような名前だなって思うくらいで、誰も気にしないだろ。しばらくは大丈夫だ」

　そうであってくれ、という願望をこめながら口にする。

「というわけで、発言には気をつけてくれ。誰がどこで聞いているかわからないからな」

　部屋は二階にあり、壁や天井も石でできているので、今かわしているこの会話が外に漏れることはないと思われたが、念のため声をひそめ、告げる。

「悪いが、俺のしゃべり方もこのままだ。敬語にしたらかえって怪しまれるからな」

「兄様のことは、リセル兄様とお呼びすればよろしいですか」

　オルテンシアが尋ねてきた。

「兄様はやめてくれ。リセルだけでいい」

「ではリセル兄様と」

「だから」

「兄様は兄様ですから」

　どうやらそこは譲れないらしい。ミアと一緒だ。

「……わかったよ。それくらいならなんとかなるだろ」

　誰かに何かいわれたら、昔の知り合いだといっておけばいいだろうが、それにしても──

「示し合わせたわけでもないだろうに……ミアもシアもどうして同じところにこだわるんだ？」

「あの、どういうことでしょうか？」

　エリカが首を傾かしげる。

「なぜひ……シア様はこの男とそのように親しげに？　まるで旧知の仲のような……」

「この方は、わたしの義理の兄です」

　オルテンシアがさらりと口にした。

「義理……？」

「どうでもいいだろ、そんなこと」

「義理……義理……あっ！」

　必死に記憶を探っているようだったエリカが、突然目を大きく見開いた。

「もしやおまえ、あの、狂……！」

「やめろ」

　リセルが出した声は自分でも驚くほど低かった。

「それ以上いうな」

　エリカはリセルの口ぶりに束つかの間ま気け圧おされたようにも見えたが、すぐににらみ返してきた。寝台から飛び出すと、リセルとオルテンシアの間に割って入り、オルテンシアを背にかばう。

「姫様に近付くな！」

「だからその呼び方はやめろっていってるだろ」

「心配はいりません、エリカ。兄様はわたしたちをあの場から救い出し、ここまで連れて来てくださったのですから」

「そうかもしれませんが……もしこの男が本当にあの……だとしたら」

「エリカ」

　オルテンシアの語気が、ごくわずかだが厳しくなる。

「……申し訳ありません」

　エリカは詫わびを口にしたが、まったく納得していないようだった。オルテンシアを背にかばうのもやめないまま、リセルのことを改めてにらみつけてくる。

　リセルはそんなエリカを相手にしないことにし、オルテンシアに話しかけた。

「教えてくれ、シア。あの黒龍はなんなんだ？」

「それは……」

「聞きたいことは他にもある。なぜ上様とあんなところにいた？　どこへ行こうとしていた？」

　リセルが知りたかったのは、主にその三点だ。いずれドレッドに詳しく話してもらうことになるだろうが、できればその前にある程度事情をつかんでおきたかった。

「……」

　矢継ぎ早に尋ねたが、オルテンシアは黙ったままだった。眉根を寄せ、口を引き結んでいる。

「おまえに話す気はないということだろう。あきらめろ」

「だったらおまえが答えてくれても構わないぞ」

「私は……」

　エリカがくやしそうに唇をかんだ。

「私にも何がなんだかわからないんだ。あの黒龍がいきなり現れて……大騒ぎになって」

「龍骸甲を鎧よろおうとする者がほとんどいなかったのはどうしてだ？」

「皆、鎧よろいはした。だが、動かなかった」

「そういえば……殿の骸馬もいきなり止まってたな」

　リセルは昨夜、アレクサンドルの陣に到着する前にあったことを思い出した。あれと同じことが、馬うま廻まわりたちの龍骸甲にも起きたのだろうか。整備は怠っていなかっただろうに、なぜ？　しかもまとめて。リセルの頭の中に、さらに疑問が渦巻く。

「私はシア様をお守りしようとしたが、黒龍に近付いた途端、尾で……」

「殿がやられたのと一緒か」

　ドレッドは今も目を覚ましていない。想像以上に深手を負っているようだ。黒龍から同じ攻撃を受けたエリカが軽い傷ですんだのは、まだしもましなほうというべきなのかもしれない。

「……」

　オルテンシアはなおも黙っている。

　ただ、その様子はエリカがいうような、リセルには話す気がない、という風には見えなかった。それよりむしろ──

「どう説明したらいいか、困ってる感じだな」

「……そうですね」

「だったらこっちから質問をするから、それに答えてもらうってのはどうだ？」

「わかりました」

「よし。じゃあまず……あそこにいたのは、本当に上様か？」

「はい」

「煌こう都とを出て、お忍びで来られた？」

「ええ」

「なぜそんなことを？」

「急を要する事情があったので」

「その事情とは？」

「それは……」

　オルテンシアが黙る。答えづらい域に入ったらしい。

「だったらこれならどうだ。上様はどこへ行こうとしていた？」

「ここです」

「ここって、コーレルか？」

「正しくは、このあたりのどこか、ですが」

　引っかかる言い方だが、このままさらに突っ込んでも、また黙り込まれるだけの気がした。

「……質問を変えよう。今度はあの黒龍のことだ」

　リセルが口にした途端、オルテンシアの全身がわずかにぴく、と震えたようにも見えた。

「やっぱりあれは、辺境から来たのか？」

　考えられるとしたら、それしかなかった。決して晴れることのない、黒の霧に覆われた地。大龍嘯しようによって生じたかの人外魔境には、今なお邪龍が生き延びているという噂うわさがつきない。

「違います」

　わかりません、といわれるかと思いきや、意外にもオルテンシアはきっぱり否定した。

「じゃあどこから現れたんだ？　まさか、はじめから連れ歩いてたなんていわないよな？」

　リセルとしては、オルテンシアの気持ちを多少なりともほぐせればと、軽い戯ざれ言ごとのつもりでいったのだが。

「ある意味では、そうかもしれません」

「なんだって」

「本当のことをお話ししても、信じてもらえるかわかりませんが……」

「これだけ信じられないことが次々起きてるんだ。何をいわれても驚かない。教えてくれ」

「あの黒龍の正体は……」

　彼女はリセルの目をひたと見つめ、告げた。

「……ハーデスです」

「──！」
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　意外な名を聞き、リセルは絶句した。何をいわれてももう驚かないと思ったのはとんだ間違いだった。甘かった。

　ハーデス。その名は英雄アレクサンドルと共に、東方世界にあまねく知れ渡っていた。

　ハーデスはアレクサンドルが十八年前、はじめて製造した龍骸甲だ。用いられている龍骸から装甲、武装に至るまですべてを黒一色に染め上げられ、この世にただ一領しかない『金剛級デイアマンシス』の格付けを誇り、最強といわれる。アレクサンドル自身が龍闘士として鎧よろい、戦場を馳はせ、数々の勝利をもたらした存在だ。

　今や世間でハーデスといえば、アレクサンドルそのものと見なされていた。ハーデスを抜きにしてアレクサンドルを、アレクサンドルを抜きにしてハーデスを語ることはできない、とも。

「ハーデスが……あの黒龍だって……？」

「そんな……」

　エリカもはじめて知ったらしく、顔色を失っている。

「あの黒龍はハーデスが血肉を得て、ああなったものなのです」

「そんなことが起こり得るのか……？　だいたいあの龍、でかかったぞ」

　はっきりどれくらい、とはいえないが、間違いなく龍骸甲よりひとまわり以上はあった。

　オルテンシアの話を信じないわけではなかったが、あまりのことに、理解がすぐにはついていかなかった。

「わたしはなんとか、押さえ込もうとしたのですが……」

　彼女の両肩、それと声が、小刻みに震え始める。

「残念ながらわたしの力では……かないませんでした。母上だったらあるいは……」

　今はなきオルテンシアの母ユーリアは、初代の聖女でもあった。オルテンシアのいう『力』とは、聖女の持つ能力ということだろうか。

　誰も、すぐには言葉を継げなかった。室内が静まり返る中、外の喧けん噪そうが聞こえてくる。

「……兆きざしは、前々からありました」

　ややあって、オルテンシアが再び口を開いた。

「煌こう都とを出る数日前、上様がわたしにおっしゃられたのです」

「何を？」

「『このままではハーデスに食われる』と」

「……俺と一緒じゃないか」

「え？」

「まあ俺の場合は、しょっちゅうそういう夢を見てたってだけだけどな」

　オルテンシアがリセルをじっと見つめてきた。表情にほとんど変わりはなかったものの、なぜかリセルには、彼女が心なしか驚いているようにも見えた。

「どうかしたか？」

「……いえ」

　リセルの問いかけに、オルテンシアが小さくかぶりを振る。

「わたしは上様をお助けしたくて……急ぎコーレルへ行くことを申し出たのです」

「それで一部の馬うま廻まわりだけを連れて、煌こう都とを出たのか」

　なるほど、と合点するところもあったが──逆に新たな疑問も湧いてくる。

「そんなにハーデスを危ないと思ってたなら、煌こう都とに置いてくればよかったんじゃないのか」

「煌こう都とを出るときは、ハーデスはなかった」

　オルテンシアに代わってエリカが答えた。

「向こうから、後を追ってきたのです。黒龍となって」

　またしても度肝を抜かれる事実を突きつけられる。

「向こうから……？」

「姿形は以前と大きく違っていましたが、すぐにわかりました。ああ、これはハーデスだと」

「そう……なのか……」

　どうしてそうきっぱり言い切れるのかリセルにはわからなかったが、オルテンシアの中では何か根拠があるのだろうか。

「コーレルへ来れば上様をお救いできると考えたのはどうしてだ？」

「……」

　リセルの問いかけに、オルテンシアはすぐに答えなかった。リセルは今度は黙って待つ。

「……兄様。どこかこのあたりに、変わったところはありませんか？」

「は？」

　こちらの問いに答えてくれるのかと思いきや、逆にオルテンシアのほうからいきなり尋ねられ、リセルは戸惑った。なぜ今そんなことを訊きくのか。

「変わったところ……？」

「たとえば、大昔に作られた遺跡とか」

「名所見物にでも行く気か？　だったら今の時期はやめとけ。この辺だって夏は暑い」

「ひ……シア様がそんな浮ついたお気持ちでいられるわけがないだろう。常識で考えろ」

「ま、そりゃそうだろうな」

　リセルは肩をすくめた。頭の中で考えていたのは、なぜオルテンシアがいきなり変なことをいいだしたのかの理由だ。話をそらすためか。だがその割には、彼女は真剣なまなざしをこちらに向けたままだった。そらしたいなら、普通はそっぽを向くだろう。

　もしやオルテンシアの問いは、先にリセルと尋ねたことと関係があるのか。

「遺跡といわれてもなあ……」

「はっきりそうだとわかっていなくても、そうかもしれないといわれているところでも構いません。ご存じなら教えていただけないでしょうか」

「コーレル周辺では聞いたことはないな」

　仮に範囲をダンタス地方全体に広げたとしても、あいにくすぐに思い当たる場所はなかった。

「では、他にはない珍しい景色のところ、または古い言い伝えの残っている場所などは？」

「そっちも特に……城の北門を出て少し行ったところに逆さツララ石ってのがあるが、あれだって別に……」

「詳しく教えていただけますか？」

「シアが興味を持つようなもんじゃない。あんなの、尖とがったただの石だぞ」

「それでも構いません」

　重ねてこわれたため、リセルはその逆さツララ石についてオルテンシアに話すことにした。

　コーレル城の北門を出ると、細い街道が山間に向かって伸びており、そこを進んでいくと小高い丘が見えてくること。

　丘の頂上に尖とがった岩が地面から突き出しているところがあって、その形状から逆さツララ石と呼ばれていること。

「たかがそれだけだよ。な？　面白くもなんともないだろ」

「いえ、ありがとうございます。その場所へ行ってみようと思います」

「本気か？」

「はい」

　オルテンシアの口ぶりに迷いはなかった。

「父上はあんなことになってしまいましたが、あきらめるわけにはいきません」

　やはりオルテンシアが知りたかったことは、「なぜコーレルへ来ればアレクサンドルを助けられるのか」というリセルの問いかけとかかわりがあるようだ。

　そこまではわかったが、なぜ逆さツララ石にこだわるのかはまったく見当がつかなかった。

　あきらめるわけにはいかない、というのが何を意味するのかも。

「まあ、そんなに遠くはないが……今すぐ案内するのさすがには無理だぞ。しばらくはここでおとなしくしててくれ」

「……わかりました」

　口調が若干不服そうにも聞こえたが、オルテンシアはリセルの言葉を受け入れた。

「聞き入れてくれて助かる。なにせこんな折だから行き届かないことも多いだろうが、不満や注文があればいってくれ。なるべくなんとかするから」

「こんな折、とは？」

　エリカが尋ねてきた。

「戦支度で忙しいんだよ」

　リセルはずっと気を失っていて目を覚ましたばかりのエリカに、今自分たちがどのような状況にあるのかをかいつまんで説明した。

「相手はグリンカ家ではなくなる……ドレッド・ファース殿はなぜそのようなことを？」

「まず考えられるのは、あの黒龍が今度はコーレルを襲うかもしれないから、それに備えるってことだろうな」

　黒龍がどこへ飛び去ったのか、今のところ手がかりはまったくない。今後どこかの街や城に来襲しないという保証もない。いざというときのことを考えるのは当然だろう。

「ああ、なるほど」

「けど、恐らくそれだけじゃない」

「どういうことだ？」

「いや、それはまあ……」

「もったいつけるな。早くいえ」

「……殿が本当に警戒しているのは、上様の後継の座をめぐって戦いが起こることだと俺はにらんでる」

　リセルもここまで、戦支度をしながら、ドレッドの発言の意図についてずっと考えていた。そしてたどり着いた答えがそれだった。

「上様の後継……」

「四人の姫君の誰が、上様の後を継ぐのかってことさ」

「それは……」

「すんなり決まればいいが、そうでなかったら御家争いまっしぐらだな」

　もう伏せる必要はない。リセルは思っていたことをはっきり口にした。

　当主がはっきり後継を定めないまま急に死んでしまった家で、残された子たちが跡目をめぐって分裂し、争う──そうした御お家いえ騒そう動どうの例は、枚挙にいとまがない。

　アレクサンドル亡なき後のセルベリオス家でも、同じことが起こるかもしれない。

　ドレッドはそれを最も懸け念ねんしているのではないか。

　しかもセルベリオス家の場合、ただの御お家いえ騒そう動どうではすまない。

　間違いなく、東方世界全土を巻き込む大戦争になる。

　ドレッドがオルテンシアの素性を伏せるようリセルに命じた、本当のねらい。それは、オルテンシアをかくまっていることを他の三人の娘──長女ザフィーア、次女クラヴィア、三女マーギアに知られないようにするためかもしれない。リセルはそうも思っていた。

　今後の流れによっては、オルテンシアを手元に置いていることが非常に大きな意味を持つようになるからだ。今のまま後継争いが起きたら、ファース家は間違いなく巻き込まれてしまう。

　この後どう動くにしても、まずは他の娘たちや、宿老たちの出方を見てから。それがドレッドの腹づもりなのではないかというのが、リセルの見立てだった。

「恐らく、難しいと思います」

　オルテンシアがぽつりと口にした。

「上様の後継は、簡単には決まらないだろうってことか。何か心当たりがあるのか？」

　オルテンシアの口ぶりがやけに確信めいているのが、リセルには気になった。

「今年のはじめに、上様とお子様方が集まる機会があったのですが」

「毎年やってるやつだな」

　新年を迎えた日に、アレクサンドルは家族だけの小さな一席をもうけることを常としていた。

「その席で、上様がおっしゃられたのです」

「何を？」

「工房とハーデスを、わ……末の娘に譲るつもりだと」

「なんだって……」

「上様はあくまで、末の娘にこれからも聖女の務めをはたさせるため、そうおっしゃられたのだと思いますが」

「聖女の務めっていってもな……」

　本人を前にしていえるはずもなかったが、リセルは聖女の力を信じていない。あくまでアレクサンドルが作り上げた建前としての存在だと思っていた。本当に聖女に力があるなら、その祝福を受け、清められたとされる龍骸甲が、あんな声を出したり、暴走したりはしないだろう。

　だがこの際、聖女の力の真偽についてはどうでもよかった。問題なのは──

「そのいいかただと、他の三人は、上様がオルテンシア様を後継に定められたと受け取ったんじゃないのか」

　今日のセルベリオス家の隆盛が、龍骸甲の発明によってもたらされたものであることは論をまたない。

　その龍骸甲を製造する、セルベリオス家中ただひとつの工房。そこを受け継ぐことの値打ちは、いうまでもなく計り知れない。

　さらに──あのハーデスをも共に譲られるとなれば、アレクサンドルの真意はどうあれ、世間は間違いなく、オルテンシアが後継に決まったと受け止めるだろう。

　オルテンシアの三人の姉たちも、また。

「直接お話をうかがったわけではありませんが……恐らく」

「上様がそうおっしゃられたことは、公になっているのか？」

「いえ、それはまだ」

　あるいはドレッドがいっていたように、アレクサンドルは今度のグリンカ家討伐に際して、娘たちや宿老たちがそろっているところで正式に話をするつもりだったのかもしれない。

　しかしそうなる前に、こんなことになってしまった。

　アレクサンドルが死んだと知って、ザフィーア、クラヴィア、マーギアはどう動くのか。

　アレクサンドル配下の宿老たちや、軍門に降った各地の国衆たち、未いまだに抵抗を続けているグリンカ家のような諸侯らも。

　このまま何事もなくすむとは、とても思えなかった。

「……とりあえずこんなところか。俺はそろそろ支度に戻る。ふたりともゆっくり休んでくれ。ここにいれば安全だから」

　リセルはそう言い残すと、逃げるように部屋を出た。

　全身にとてつもない重石おもしがのしかかってきたような息苦しさを覚える。

　今の話を聞いて、アレクサンドルが死んだことの深刻さが、いよいよ身にしみてきた。

　オルテンシアがコーレルにいることの、危うさも。

　後継争いに巻き込まれるどころではない。下手をすれば、嵐の中心になってしまう。未いまだかつて誰も経験したことがないほど大きな嵐の。

　猛烈に、嫌な気がした。

　それを払いのけようと、頭を激しく振ってから、その場を後にした。




　──リセルが抱いた不安は、すぐにはっきりした形となって立ち現れることとなる。

　東方世界全土を舞台とする大乱の火の手が最初に上がったのは、ダンタス地方だった。

　コーレルの街に敵の軍勢が押し寄せたのは、アレクサンドルの死からたった数日後の、天てん紀き一〇年六月三十日だった。




　　　　６




　街の東大門が破られ、敵勢の侵入を許したとの報告がもたらされるなり、リセルは城を飛び出した。

　門を目指し、馬で大通りを駆けていく。かなり城に近いところまで、既に戦場と化していた。

「もうこここまで来てるのか！」

　目の前で住人たちが悲鳴を上げ、必死に逃げ惑っている。

「たっ、助けてくれ！　誰か！」

「家が！　おれの家が燃えちまう！」

「ああ、リセル！　助けておくれ！」

　大通りに崩れてきた瓦が礫れきをよけるためいったん馬を止めたところで、数日前会った果実売りの女が声をかけてきた。普段の快活さはすっかり消きえ失うせ、うろたえきっている。

「城へ逃げ込むんだ！　急げ！」

「リセル、トールが！」

　少し離れたところにいた別の男が、大声で叫んだ。

「トールがどうした！」

「あいつ、骸馬を取りに戻っちまって……あっちは敵兵が大勢いるのに！」

「俺が連れ戻す。おまえたちも早く城へ！」

　リセルは再び馬を走らせる。さらに東大門のほうへ向かっていくにつれ、混乱はますますひどくなっていった。




　ウオオ……！

　ウオオオ……！




　耳をふさぎたくてもふさげない、怖おぞ気けを震いそうになる例の声もはっきり聞こえてくる。

　やがて──先日スルクが暴れたときとは比較にならない、酸鼻きわまる光景が眼前に現れた。

　そこかしこで人が倒れ、動かなくなっていた。石畳のあちこちが血で染まり、ところによって血だまりを作っている。倒れている者の中には明らかに見知った顔も混じっていた。既にいくつかの建物から火が出ており、焦げたにおいが鼻をつく。

　リセルの進んでいく先に、傍若無人に馬を走らせ、住人たちを蹴散らさんとしている敵騎士数名が姿を現した。掲げられている紋章の意匠は、白の地に黒で描かれた二匹の絡からみ合あう蛇。

　その紋章を見た途端、リセルの全身が怒りで沸き立った。

「レギオル……！」

　コーレルに攻め寄せてきたのは、味方だったはずのレギオル家の軍勢だった。

　レギオル家はダンタス地方に古くから根を張る勢力のひとつだった。かつてアレクサンドルがこの地に攻め込んだ際、早々に降伏したため生き長らえ、その後はドレッド旗下の国衆として十年以上にわたりファース家を補佐してきた間柄だ。

　そのレギオルが、このようなふるまいに出るとは。

　警戒していなかったわけではない。現にドレッドは、倒れる前に国衆の動向に目を配れと言い残していた。リセルもまた、アレクサンドルが消え、セルベリオス家が揺らぐような事態になれば、これまで恭順の意を示していた外と様ざま勢力が反旗を翻ひるがえすかもしれないと考えてはいた。

　だがここまで動きが早いとは、思ってもみなかった。

　馬を駆りながらあたりを見渡していたリセルの目に、見慣れた馬車が映った。つながれている骸馬はすぐ近くで建物が燃え上がっているにもかかわらず平然としており、動いていない。

　その骸馬の足下に誰かがが倒れていた。逃げようとしたところを後ろから斬りつけられでもしたのか、着ている服の背が破れ、ざっくりと大きな傷が開いて血が流れ出している。息絶えていることは一目でわかった。トールではないが知った顔。ミアに花を渡していた親子の、父親のほうだった。越して来たばかりでこんな目に遭うとは考えもしなかっただろう。

　──娘はどうなった？

　リセルがそう思うのと同時に、骸馬の下から当の娘がふらふらと迷い出てきた。父親の死を受け止めきれないのか、呆ぼう然ぜんとした顔を力なく左右に向けている。

　と、今度はそこへ、リセルがいるのと反対側から馬に乗った敵騎士が迫ってきた。手にした槍やりの切っ先を娘に向けている。

「……！」

　娘もすぐ気付いたようだったが、恐怖で身体からだがすくんでしまったのか、逃げようとしない。

「よせっ」

　リセルは鐙あぶみを蹴り、馬の速度を上げた。剣を抜き、敵騎士と娘の間に割って入ると、突き出された槍やりの穂先を剣でそらす。

「貴様ら、なぜこんな真ま似ねを！　殿と上様のご恩にそむく気かっ」

「恩など受けておらぬっ」

　敵騎士がこちらも槍やりを剣に持ち替え、怒鳴り返してきた。

「この地は元々我らのもの。そこを盗んだ貴様らに、恩などあるわけがなかろう！」

　騎士がリセルに向かって猛然と刃を振るってきた。リセルはこれを、自分の剣で受け止める。刀身と刀身が音を立てて激しくぶつかり、衝撃が手から腕をつたって全身に伝わってくる。

　そのまま互いに片方の手で馬を操りながら、数合にわたって打ち合った。敵騎士の技量は確かで、まったく隙を見せない。

　こうした敵が、どれだけ入り込んでいるというのか。

　見張りの兵によれば、敵は大半が馬に乗った騎士で、数は五十から百の間だという。

　レギオル家は狡こう猾かつだった。

　実は今回、真っ先に反逆の意を示したのは、別の国衆であるベルナード家だった。リセルがオルテンシア、エリカと話をした六月二十七日に、早くも兵を挙げている。

　ドレッドは未いまだ目を覚ましていなかったため、トーエンの指示で、コーレルに集結させるはずだった戦力の大半が、急きょベルナード家に向けられることになった。

　レギオル家もこの討伐軍に加わることになり、当主ガスタ・レギオル率いる軍勢が、ベルナード家が暴れていたダンタス地方東部に向かっているとの報告も寄せられていた。

　その道中で、一部の部隊がガスタの指揮下を離れ、いきなりコーレルに進んで来たのだ。

　彼らは途中にあった関所を、ドレッドからコーレル警護の手助けをするよう命じられたといいのけ、まんまと通り抜けてしまった。関所から念のためとコーレルに報告が届き、トーエンがそんな話はあり得ぬ、と答えたことで相手の企てが明るみになったのだが──

　偽りが露見したとわかった途端彼らは豹ひよう変へんし、後を追ってきたファース家の軍勢に攻撃をかけてきた。そして、足の遅い歩兵を足止めとしてその場に残し、ほぼ騎兵だけでまっしぐらにここへ攻め寄せたのだ。

　今のコーレルは主立った騎士や龍闘士らが軒並み出払ってしまったせいで、守りはかなり薄くなっていた。それでも、戦経験豊かなドレッドが精魂を傾けて築いた城が、たかだか百程度でしかない敵の侵略を本来だったら簡単に許すはずがない。

　だが実際はこの通りだった。門は早々に破られ、街は敵勢のほしいままにされつつある。

　そうなったわけは、はっきりしていた。それは──

　リセルがなおも敵騎士と斬り結ぼうとしたところで、すぐそばにあった建物が突然崩れ、瓦が礫れきをかきわけるようにしながら敵の龍骸甲が姿を現した。




　ウウウ……！

　ウオオオ……！

　グオオオ……！




　リセルだけに聞こえる龍骸甲のうなり声が、ひときわ大きくなる。

「こいつら……！」

　この龍骸甲こそ、敵が少ない兵力で街の攻略を有利に進めているわけそのものだった。

　全部で三領。すべてⅠ型だった。一領は装甲が緑色に塗られ、他の二領と区別されている。

　──なぜ今なんだ。

　レギオル家がおとなしくこちらのいうことを聞くふりをしながら、裏で虎こ視し眈たん々たんと反逆の機会をねらっていたのは、剣を交えた騎士の言葉からもわかった。問題はなぜ今動いたのかだ。彼らがアレクサンドルの一件や、ドレッドが負傷した事実をつかみ、立ち上がったということはないか。

　いずれにせよ、真相を突き止めるためにはまずコーレルに攻め込んだ敵勢をすべて鎮圧しなければならず、特に問題なのが目の前の龍骸甲だった。




　グウウ……！

　グオオ……！

　グオオオ……！




　龍骸甲はたとえでなく、真の意味で一騎当千ともいわれる。熟練の龍闘士が鎧よろえばそれ以上。その龍骸甲が陣頭に立ち、切り込むことで、これまでセルベリオスの軍勢は、数々の勝利を重ねてきた。ときには数で数倍に達する敵を、ときには難攻不落とされた城を、次々に打ち破り、天下一統を進めてきた。

　その龍骸甲が敵にまわる──ずっと恐れていたことが、ついに起きてしまった。

　人の力ではどうにもならない。龍骸甲に対することができるのは、龍骸甲しかない。

「早く来い……！　何やってんだよ」

　リセルが焦あせりを募らせながら敵の龍骸甲三領の動きを目で追っていると、近くにあった瓦が礫れきの山の中から、捜していたトールが姿を現した。灰と埃ほこりにまみれて全身汚れていたが、幸い大きな怪け我がはしていないようだ。

「リ、リセル……？」

「その子を連れて早く城へ逃げろ！　骸馬でいけるか？」

　リセルはそばにいた娘をトールに示した。

「な、なんとか……」

　トールが娘に駆け寄り、抱え上げる。そのまま走って行くふたりをリセルが目で追っていると、城のほうから味方のⅡ型が二領、走って来るのが見えた。

「やっと来たか！」




　ウウウウウ……！

　グウウウウ……！




　Ⅱ領とも、いつも以上にうなり声が高ぶっている。

「これ以上、貴様たちの好きにはさせぬ。覚悟しろっ！」

　敵の龍骸甲の前に立ちはだかったところで、テリオの声が一領の内から響いた。

「うおおおっ！」

　テリオが吠ほえ、真ん中にいた緑色のⅠ型に向かって踏み込んでいった。鉤かぎ爪のついたⅡ型の右腕を大きく振りかぶり、相手に叩たたきつけようとする。

　緑色のⅠ型は無駄のない動きでこれをよけた。テリオのⅡ型の鉤かぎ爪が空を切る音が響く。

「このっ！」

　すかさずもう一領のⅡ型が、両手で緑色のⅠ型の腕を取ろうと詰め寄った。聞こえてきた声からすると、こちらはやはりリセルの同輩の騎士であるルスラン・ケイが鎧よろっているようだ。

　相手はこの動きも読んでいて、両足で地面を蹴って後ろへ跳び、あっさりかわしてしまう。

　緑色のⅠ型が両手の鉤かぎ爪を持ち上げ、先端をこすり合わせた。




　ギャギャギャ……！

　グウウ……！




　鉤かぎ爪がこすれあうひきつれた音が、うなり声に混ざって聞こえてきた。その仕草とあいまって、リセルには相手がテリオたちを嘲笑しているとしか思えない。

「貴様っ、愚弄するかっ！」

　龍骸甲の声は聞こえずとも、テリオも同じことを感じたようだ。激高しながら、再び緑色のⅠ型につかみかかっていく。しかし今度も同じだった。緑色のⅠ型は素早く何度も体をひねり、テリオのⅡ型の連続する攻撃を一切かすらせない。

　この間にルスランのⅡ型も横から迫ったが、こちらも駄目だった。緑色のⅠ型はまたしても大きく飛び退しさり、間合いからするりと逃れてしまう。ルスランのⅡ型がそのまま体勢を崩し、テリオのⅡ型と激しくぶつかる。

「邪魔をするなルスランっ」

「す、すまん」

「何やってんだ……！」

　テリオもルスランも、緑色のⅠ型一領にすっかりもてあそばれてしまっていた。同じ瑠璃級ラズールであっても、性能はⅠ型に比べ新型のⅡ型のほうが上とされている。にもかかわらず、この体ていたらくはどうしたことか。こうして実際にテリオ、ルスランの戦いぶりを目まの当あたりにすると、彼らがⅡ型をうまく扱いかねているのがはっきりわかった。

　こうしている間も、残りのⅠ型二領と、敵の騎士たちの跳ちよう梁りようは続いていた。あたりの建物が次々崩されていき、瓦が礫れきがまき散らされる音に、逃げ遅れたとおぼしき住民の悲鳴が混ざる。火の手も強まる一方だった。隠おん密みつ活動をもっぱらとし、戦の際は放火や流言などで敵をかき乱す疾手はやても入り込んでいるかもしれない。

　このまま手をこまねいていたら、どこまで損害が広がるかわからなかった。せめて龍骸甲だけでも押さえたいところだったが、肝心のテリオ、ルスランは緑色のⅠ型一領の相手で手一杯になっていて、もう二領のほうはどうにもできそうにない。

「瓦が礫れきの下敷きになっている者がいないか捜せ！　自分たちが巻き込まれないよう注意しろ！」

　リセルはまわりにいた兵に指示を出した。

　──どうにかできないのか。

　頭の中で必死に考えをめぐらせる。城にはまだ龍骸甲があるはずだ。しかし龍闘士がいない。テリオ、ルスラン以外の者は折悪あしくベルナード家討伐に出てしまっていた。せめてスルクが無事なら。ドレッドが意識を取り戻していたなら。

　そこへ兵がひとり駆け寄ってきた。

「ベイン様、御家老様がすぐ城へ戻れとおおせです！」

「御家老様が？」

　この場の戦いの行方が気になったが、トーエンの命令とあれば従うしかない。

　リセルはすぐさま城に向かって馬首をめぐらせ、鐙あぶみを蹴った。




　トーエンは城の大手を入ってすぐのところにある広場まで出てきていた。逃げ込んだ街の者たちも大勢いる上、頻繁な兵の出入りもあって、あたりはごった返している。

「お呼びでしょうか」

　リセルは馬を下り、トーエンのそばに走り寄った。ドレッドが倒れてからここ数日の彼の働きは、獅し子し奮ふん迅じんといってよかった。ろくに眠ってもいないはずだ。それでも、疲れた様子をまったく見せていないのはさすがだった。甲かつ冑ちゆうを纏まとい、張りつめた気を全身から発しているさまは、かつてドレッドと幾度も戦場に出たという手て練だれの戦いくさ人びとの姿そのものだ。

「鎧よろえ」

　トーエンが単刀直入に告げた。彼が右手で指し示した先には、片膝をついた体勢で一領のⅡ型が鎮座している。胸の装甲も開いていて、いつでも出られるようになっていた。

　リセルの全身がたちまち総毛立った。

　まさか自分に、龍闘士の代わりを務めろというのか。

「お待ちください、御家老様。私は」

「おまえならできる」

　何を根拠にトーエンがそんなことをいうのか、リセルにはわからなかった。自分は騎士になる際同時に龍闘士になる道を選ばず、試しに龍骸甲を鎧よろうことさえしなかったのに、なぜ。

「今残っている者の中で、他に任せられそうな者はおらぬ」

　リセルが疑問を口にする前に、トーエンが答えた。

　確かに今のこのありさまで、使える龍骸甲があるのに使わずにいるのは愚かなことだった。正式に認められた龍闘士か、そうでないかなどどうでもいい。鎧よろえる者が鎧よろい、今すぐテリオたちの加勢に向かうべきだ。そこまではわかる。しかし──

　なぜそれが、自分でなければいけないのか。

　リセルはⅡ型に目をやった。あれを自分が鎧よろい、戦いに出る。そう考えただけで全身が震え、息が苦しくなる。




『待っていた……このときを！　ずっと！』




　頭の中に浮かびかけた光景を、あわてて隅へと押しやる。駄目だ。その先を思い出したら、間違いなく動けなくなる。

　せめて試すだけ試してはどうか。もしかしたら──

　そう心の中で自らに問いかけてみたものの、身体からだのほうが、Ⅱ型に近付くことを拒んだ。全身が鉛でも流し込まれたかのように重くなる。

　そうやってリセルが逡しゆん巡じゆんしているところへ、城の中からやにわにエリカが駆けつけて来た。少し遅れて、オルテンシアも姿を現す。

「何をやってる！　このままでは街が壊滅するぞ。なぜさっさとこいつで出ない!?」

　エリカがⅡ型を指し示した。誰かに話を聞いたのか、戦いの成り行きをわかっているようだ。

「龍闘士がいない」

「おまえが鎧よろうんじゃないのか？」

「俺は……龍闘士じゃない」

　この期に及んでこうしかいえない自分が嫌になる。しかし、まごうことなき事実だった。

　エリカは口を引き結び、ひたむきなまなざしをリセルに向けてきた。その目を、リセルは黙ったまま受け止める。オルテンシアもじっとこちらを見つめているのが、目の端に映る。

「怯きよう懦だっ！」

　エリカが軽蔑の面持ちになり、吐き捨てた。

「だったらこいつをよこせ。私が鎧よろう！」

「おまえが？」

「そうだ。他にいないならそうするしかないだろう。よろしいですか？　ひ……シア様」

「御家老様のご判断にお任せします」

　エリカの問いかけに、オルテンシアが落ち着いた口調で答えた。

「構わん。誰か、闘とう着ぎを」

　トーエンが近くにいた兵に声をかけた。闘とう着ぎとは龍闘士が龍骸甲を鎧よろう際に着用する専用の衣装のことだ。全身を激しく動かすのに支障が出ないよう、薄布を両肩、または片方の肩で止め、両腕、両脚はむき出しのまま腰を帯で締めるだけの簡素な造りをしたものが多い。

「結構です」

　いうなり、エリカはその場で着ていた服を脱ぎだした。

「おまえ、何を」

「時が惜しい。いちいち着替えてなどいられるか！」

　エリカの服が地面に落ちた。肌着だけはまだかろうじて身につけていたものの、ほとんど一糸纏わぬ姿といっていい。そのような格好になってもまったくためらう様子を見せず、彼女はⅡ型の内殻へと飛び込んだ。そのまま素早く正面に向き直り、Ⅱ型の背骨に自分の身体からだを預けていく。

「大丈夫なのか」

「心配は無用。おまえはおまえのやれることをやれ」

　エリカが左右の手で操そう棹かんをつかんだ途端、Ⅱ型が眠りから目覚めたように全身を震わせた。
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　ウオオオ……！




　リセルの耳にⅡ型の雄お叫たけびが聞こえてきたのと、エリカが胸の装甲を閉め、Ⅱ型を立ち上がらせたのはほぼ同時だった。

「待ってください、エリカ」

　そこへオルテンシアが近付いて来た。両手を胸の前で組み、目を閉じてわずかに頭を下げる。

「……龍闘士の意に沿い、おのが力をふるえ」

　小声でそうつぶやくと、オルテンシアは頭を上げ、右手をさっと上に払う仕草をした。




　グウウ……




　たちまち、目の前のⅡ型から聞こえてくるうなり声が小さくなる。

「これは……」

　リセルは目を見張った。他の者には違いは感じられないだろうが、リセルには何が起きたのかがはっきりわかった。

　Ⅱ型が鎮しずまったのだ。どうしようもなかった悍かん馬ばが、やっと乗り手を受け入れたかのように。

　──今オルテンシアがやったのが、聖女の祝福なのか？

「聖女様のまねごとでしかありませんが、多少なりと効き目があれば」

　オルテンシアが落ち着いた口調で答えた。まわりにいる者に聞かせるためだろうが、無論実際はまねどころではない。

「ありがとうございます、シア様。これで百人力です！」

「道を開けろ！」

　トーエンが兵に命じる。

「俺も一緒に行きます。シアは俺の部屋に戻れ！　ここにいたら危ない！」

　馬に向かって走りながら、リセルはオルテンシアに声をかけた。




　　　　７




　石畳を踏みしめる足音が軽やかに響く。

　大通りをひた走るエリカのⅡ型の動きはなめらかだった。瓦が礫れきが道をふさぎかけているところも速度を落とさずすり抜け、東大門へと急ぐ。

　エリカは龍骸甲の扱いに馴なれていた。彼女が龍闘士として確かな経験を積んでいるのは間違いない。テリオ、ルスランとの違いは明白だった。龍骸甲は一領ごとに独自のくせがあり、同じ型であってもいきなり別のものを動かすのは難しいと聞くが、この様子だと心配する必要はなさそうだ。

　エリカがここまでできるのは、オルテンシアに授けられた祝福の影響も大きいだろう。聖女にはなんの力もないとこれまでリセルは思っていたが、考え違いだった。少なくともオルテンシアは、龍骸甲になんらかの働きかけをおこなうことができる。それは確かだ。




　ウウウ……




　エリカのⅡ型のうなり声も間断なく聞こえてきたが、そこまで荒あらぶっている感じはしなかった。きたる戦いに備え、力をためているようにも思える。

　リセル自身、普段だったら龍骸甲のそばに近付くだけで嫌な気持ちになるのに、エリカの鎧よろうⅡ型に対してはそれが薄まっているように感じられた。これも祝福の効き目の一環だろうか。

　エリカのⅡ型に随伴しながら、リセルは再び街の東大門付近へと戻った。

「あいつら……！」

　形勢はますます悪くなっていた。ルスランのⅡ型が、敵のⅠ型二領に捕まっている。




　……グウウッ！

　ギャギャギャッ！




　ルスランのⅡ型は両腕を取られ、左右に引っ張られるような体勢で拘束されていた。うめき声を上げ、必死にもがいているが、とても抜け出せそうに見えない。

　そんなルスランのⅡ型の正面に、緑色のⅠ型がいた。相変わらず、両手の鉤かぎ爪をルスランのⅡ型に向かってもたげては、先端をこすり合わせて耳みみ障ざわりな音を立てている。動けないルスランを嘲笑しているかのようだ。

「テリオはどこへ……って、あそこか！」

　少し離れたところに、テリオのⅡ型もいた。大通りの並びにあった建物のひとつに尻餅をつくように倒れ込んでいる。崩れた瓦が礫れきに半ば埋もれ、中のテリオは気でも失っているのか、動く様子がない。




　ウオオオオッ！




　エリカのⅡ型が大きく吠ほえた。敵を間近にしても一切立ち止まることなく、緑色のⅠ型へとひた走りに迫る。

　緑色のⅠ型が気付いて、こちらを振り向いた。




　ギャッ？

　ウオオオオッ！




　二度目の雄お叫たけびと共に、緑色のⅠ型めがけ、エリカのⅡ型がまっしぐらに突っ込んでいった。

　さすがにどこかで立ち止まり、敵と適切な間合いを取って向かい合うだろうとリセルは思っていたのだが──その読みは完全に外れた。

「成敗っ！」

　裂れつ帛ぱくの叫びを内殻から響かせながら、エリカは足を止めず、両腕を振り上げることもなく、上体を思い切り落とした前のめりの体勢になって、緑色のⅠ型に頭から体当たりした。

　装甲と装甲がぶち当たる甲高い音が響き、そこに双方の龍骸甲の発する声が交じる。




　グオオオッ！

　ギャオオオッ！




「なんてことを！」

　リセルは驚きよう愕がくした。まさかここまで思い切った動きをするとは。これほど勢いよくぶつかったら、エリカの受ける衝撃も相当のはずだ。しかし彼女は、一切ためらいを見せなかった。

　緑色のⅠ型を鎧よろっている敵のほうは、リセル以上に驚いたに違いない。エリカの思わぬ動きに完全に虚を衝つかれたらしく、まともに体当たりを食らい、後ろへ吹っ飛んだ。そのまま他のⅠ型の片方にぶつかり、派手な音を立てながら二領そろって地面に片膝をつく。




　グアオッ！




　相手に生じた隙にルスランが乗じ、つかまれた両腕を振り払って拘束から逃れた。

　リセルは半ば呆あきれながら、エリカのⅡ型をまじまじと見た。

「あいつは猪いのししか」

　エリカがこんな戦いをするとは思いも寄らなかった。だが上首尾だったのも確かだ。テリオとルスランがどうにもできなかった敵に、ようやく一いつ矢しを報いることに成功したのだから。




　ギギギ……




　緑色のⅠ型が立ち上がる。




　ギャオオッ！




　そのまま、両手の鉤かぎ爪を振り上げ、エリカのⅡ型に殴りかかってきた。エリカは素早く後ろに下がり、攻撃をよけながら間合いを取る。




　ギャウオッ！




　あからさまに苛いら立だった声を上げながら、緑色のⅠ型がさらに踏み込む。エリカがまたよけ、間合いを広げる。

　先ほどのテリオ、ルスランが相手のときと、立場が逆になっていた。

「あのⅠ型……」

　リセルは緑色のⅠ型の動きがおかしくなっているのに気付いた。左右の肩が、腕が、ひきつけを起こしたかのように何度も小刻みに震え、足取りも何やらおぼつかなくなっている。

「体当たりを食らった影響か？」

「逃げるなっ」

　緑色のⅠ型の中から、相手の龍闘士の苛いら立だった声が響いた。

　エリカが弾むような足取りで、間合いをさらに広げた。その上で、相手に向かってⅡ型の片手を突き出し、鉤かぎ爪をちょいちょいと動かす。

　完全に相手をあおる、動きと声だった。

　そのあおりに、相手も乗った。




　ギャオオッ！




　緑色のⅠ型が、エリカに向かって全力で駆け出す。その勢いは、やられた体当たりをやり返そうとしているようにも見えた。

　エリカは今度は動かなかった。

　相手を真正面から受け止める気か──そう考えたリセルの想像は、またも外れた。

　両者がぶつかりそうになったところで、エリカがⅡ型の腰をその場ですっと下に落とした。そこへ緑色のⅠ型がつかみかかってきたため、下に潜り込む体勢になる。そこから間髪入れず、跳ねるように再び立ち上がる。

　緑色のⅠ型の両足が地面から浮き、走ってきた自らの勢いのまま、空中を舞った。大きく一回転しながらⅡ型の頭上を越え、背を打ちつける形で地面に激しくぶつかる。




　ギャウウッ！




　龍骸と装甲ががひしゃげる音、それに悲鳴に似た声が響き渡った。

　エリカがすかさず倒れた相手のそばに素早く近寄り、鉤かぎ爪の先を喉元、ちょうど中の龍闘士の頭がある位置に突きつけた。同時に左足でずし、と胴を踏みつけ、動きを封じる。

「ここまでだっ！　命が惜しくばおとなしくしろ！　逆らえば容赦はしないっ！」

　彼女の気迫に押されたのか、緑色のⅠ型がぴたりと動きを止めた。浮かせかけていた両腕、両足を地面に下ろす。全身の力が抜けるのが見ていたリセルにもわかった。

　続けて、エリカはⅡ型の腰をひねり背後に顔を向けた。

「おまえたちもだ！　仲間を死なせたくなければ降伏しろ！」

　途端、残る二領のⅠ型が弾はじかれたように身を翻ひるがえし、東大門のほうに向かって脱だつ兎とのごとく駆け出した。やられた仲間を見捨て、自分たちだけ逃げようというのか。

「あ、こら！」

「待て！」

　ルスランがあわてて後を追おうと動き出したが、そのころには二領のⅠ型は早くも東大門のすぐそばまでたどり着いていた。

　間に合わない──リセルがそう思った、刹那。

「あれは!?」

　破られた東大門をくぐって、新たに一領の龍骸甲が街の中に入って来た。全身の装甲を真っ赤に染め上げた、Ⅰ型、Ⅱ型とはまったく違う型だ。




　グググ……




　聞こえてくるうなり声も、Ⅰ型、Ⅱ型とは異なっていた。低く、迫力に満ちている。

「まさか……！」

　リセルは目を見張った。こんなところになぜあんなものが。わけがわからず、頭が混乱する。

　新たに現れた真っ赤な龍骸甲は、向かって来る二領のⅠ型の行く手をさえぎるように東大門の前に立った。

　それでも二領のⅠ型は一切足をゆるめない。二領そろって真っ赤な龍骸甲に向かっていく。

　二領のⅠ型の足音が荒々しく響く中、互いの間合いがたちまち詰まり──まさに衝突しようとした寸前。

　真っ赤な龍骸甲がすっと半身の構えを取った。そこに二領のⅠ型が突っ込む。装甲と龍骸がぶつかり合い、激しい音が生じる。二領に同時に体当たりを食らったらひとたまりもない。リセルは真っ赤な龍骸甲が無残に吹っ飛ばされるさまを想像したが──そうはならなかった。

　驚くべきことに、真っ赤な龍骸甲はその場から一歩も下がらなかった。突っ込んで来た二領のⅠ型の突進を完全に受け止め、びくともしない。二領のⅠ型はなおも両足を激しく動かしていたが、いたずらに石畳をこするばかりだった。

　──こんなことが起こり得るのか。

　リセルは愕がく然ぜんとした。が、驚きはこれだけにとどまらなかった。

　真っ赤な龍骸甲はⅠ型を受け止めたまま両手の鉤かぎ爪をもたげると、左右それぞれの手でⅠ型の頭蓋骨をわしづかみにした。そのまま、二領まとめて一気に持ち上げる。




　ググ……

　グガ……




　二領のⅠ型が手足をばたつかせ、鉤かぎ爪から逃れようと抗あらがった。苦く悶もんのうめきも聞こえてくる。だが逃れられない。

　真っ赤な龍骸甲は二領のⅠ型を持ち上げたまま背後を振り返り、東大門へ歩み寄ると、石垣に二領の頭部を叩たたきつけた。耳みみ障ざわりな破砕音を響かせながら石垣が崩れ、Ⅰ型の後頭部が石垣にめり込む。

　さらに。真っ赤な龍骸甲はとどめとばかりに、二領のⅠ型の腹に立て続けに鉤かぎ爪の一撃を打ち込んだ。

「ぐ……はっ！」

　装甲と龍骸がえぐられる音に混じって、中の龍闘士の断末魔の声が、リセルの耳にかすかに聞こえてきた。真っ赤な龍骸甲が両手を離すと、二領のⅠ型は石垣に頭部を突っ込ませたままずるずると力なくその場にくずおれた。うなり声はもう聞こえない。

　真っ赤な龍骸甲は、二領のⅠ型を一瞬でまとめて倒したのだ。それも、相手の攻撃を受け止めた上で。龍骸甲の性能、鎧よろっている龍闘士の技量、いずれも卓越していることは誰の目にも明らかだった。

「す、すごい……」

　エリカが感嘆する声がⅡ型の中から漏れてくる。

　リセルはこちらへ向かって悠然と歩いて来る真っ赤な龍骸甲を改めて見つめた。胸から肩にかけての装甲の連なりが大きく波打つようになっていて、まるで立ち上る炎のようにも見える。Ⅰ型、Ⅱ型と比べると若干細身だが、その分上背があり、装甲に覆われている部分も多いこともあって、非力な感じはまったくしない。その堂々たる姿は、Ⅰ型、Ⅱ型のような瑠璃級ラズールとは格が違うことをはっきり示していた。頭蓋骨の上部に蜘く蛛もの形をした金属の前立がついている。

「ガビアス……なのか？」

「ガ、ガビアス!?　あれが!?」

　ルスランが驚く声も聞こえてきた。ガビアス。リセルも実際目にするのは初めてだが、真っ赤な装甲を纏まとった翠玉級ベリア龍骸甲として、東方世界全域にその存在は広く知れ渡っていた。ガビアスだけで構成される精鋭部隊『紅蓮フラムベルワージユ』、及びその紅蓮を率いるアレクサンドルの次女クラヴィアの武名と共に。

「どうして紅蓮がここに……？」

　エリカが疑問を口にした。リセルも同じことを思った。ありえない。動きようのない事実を目まの当あたりにしていながら、頭の中のどこかでそのことを受け入れられないもうひとりの自分がいた。それくらい、ガビアスと紅蓮の出現は想像だにしていなかったことだった。

「獲物を横取りする形になり、失礼した。向こうからつっかかってきたものでな」

　ガビアスの中から男の声が響いた。

「クラヴィア・セルベリオス殿下の命を受け、参上した。ファース殿に取り次ぎを願いたい」

　クラヴィアの名を出したということは、やはり紅蓮の一員に間違いあるまい。はっきりそうだとわかってもリセルの中に安あん堵どの想おもいは湧かず、むしろ疑心が募る一方だった。

　なぜ紅蓮がコーレルへやって来たのか。

　クラヴィアの口上とはなんなのか。

「……ルスラン、俺は先に城へ戻って、御家老様にこのことをご報告する。おまえはテリオと一緒に、使者殿を案内してくれ」

「わかった」




　グウウ……




　テリオは今になってようやく意識を取り戻したようで、彼のⅡ型がうめき声を上げるのが耳に入った。いずれ起き上がるだろう。

「エリカ、一緒に行こう」

「あ、ああ」

　リセルはエリカを促し、共に城への帰途についた。レギオル家の反乱はようやく収まりつつあり、武器を捨てた敵騎士が何人も大通りを引き立てられていくのが目に入る。

　だがリセルにしてみれば、もはやそれどころではなかった。頭の中はクラヴィアと紅蓮のことで占められており、胸に兆きざした不安が水に垂らした墨のようにたちまち広がっていくのを、どうにも抑えられなかった。




　　　　８




　城の広場には降伏したとおぼしきレギオル家の騎士や兵たちが軍装を解かれて集められており、混雑がますますひどくなっていた。

　リセルはトーエンの姿を見つけ、Ⅱ型を鎧よろったままのエリカと一緒にそちらへ進んでいった。近くまで至ったところで馬を止め、地面に降りる。

「エリカ、ここは俺に任せて、シアのところへ行っててくれ。俺の部屋にいるはずだ」

「わかっている。だが……」

　なぜかエリカの返事は歯切れが悪かった。

「どうした？　早く出て来いよ」

　エリカには一刻も早くオルテンシアの下へ戻って欲しかった。クラヴィアが使者をよこした理由は不明だったが、どうなってもすぐ動けるよう、備えておいたほうがいい。

　しかし──どういうわけかエリカは、鎧よろっていたⅡ型の中からなかなか姿を現さなかった。

「おい、何やってんだ」

　リセルも焦あせりを募らせ、つい口調を尖とがらせてしまう。

　そこへ当のオルテンシアが、ミアと連れ立ってやって来た。

「リセル兄さん！」

「ミア、走ったりして平気なのか」

「これくらい……なんともないです」

　そういいつつも、ミアは息を切らせていた。顔色もよくない。元々体調が優れなかったのに加え、ここ数日はドレッドにつきっきりで面倒を見ていたせいで疲れもたまっているだろう。

「それより兄さん、お怪け我がは」

「俺は大丈夫だ。そばにいただけだしな。それより……」

　リセルは並んでいるミアとオルテンシアに目を向けた。

「……いつの間に仲良くなった？」

「あ、シアさんとですか。ええと……先ほど私の部屋にお越しになって」

「そうだったのか？」

　今のオルテンシアは表向きはただの侍女だ。そんな彼女がいきなりミアの部屋を訪れることができたというのは、いくら戦いの最中で混乱していたとはいえ、問題ではないのか。途中で誰かに見とがめられなかったのだろうか。

「どうして俺の部屋にまっすぐ戻らなかった？」

「……」

　オルテンシアはリセルに何も答えず、エリカのⅡ型の正面に立った。ミアもその横につく。

「大事はありませんか、エリカ」

「はい。おかげさまで。シア様もご無事でよかったです」

「あの……リセル兄さん」

　ミアがリセルのほうを振り返った。顔をしかめ、若干困っているようにも見える。

「どうしたんだ、ミア？」

「ここから少し離れたほうが……」

「離れる？　どうして？」

「それは……その……」

　よく見るとミアは手に服を持っていた。エリカの着替えを用意してくれたらしい。そういうことか、とリセルはようやく合点し、いわれたとおりにする。

　ミアが服を頭上に掲げると、エリカがⅡ型の片膝を地面につけ、装甲を少し開けた。

「助かります、ミア様」

　エリカが手だけを外に出し、服を受け取った。

　ミアがまたしてもリセルのほうを見る。

「兄さん……そんなにじろじろ……」

「ああ、ごめんごめん」

　リセルはⅡ型から顔をそむけた。中にいるエリカの姿までは見えなかったし、そもそもまわりに他にも大勢様子をうかがっている者がいる中、自分だけたしなめられることに釈然としないものを感じたが、仕方がない。

　リセルはオルテンシアたちから離れ、トーエンに近付いていった。

「敵の龍骸甲をすべて鎮圧しました」

　自分でやったわけでもないのに、と内心忸じく怩じたるものを感じつつ、告げる。龍闘士でないただの騎士。龍骸甲全盛の今の時代、そんな者に何ができるというのか。ミアにもいったとおり、自分はただ見ていただけだ。

「他の者からも報告は受けている。見慣れぬ龍骸甲が来たという話だが」

「そのことですが……」

　リセルが事情を説明すると、トーエンが首をひねった。

「紅蓮がなぜコーレルに……？」

　どうやらトーエンにも心当たりはないらしい。

　そこへ、着替えを終えたエリカがⅡ型から離れ、やって来た。オルテンシアとミアも一緒だ。

「龍骸甲をお貸しいただき、ありがとうございました」

「礼をいうのはこちらのほうだ。おかげで助かった」

　トーエンがエリカにねぎらいの言葉をかけた。

「もしかして、あんな格好だからすぐ外に出て来なかったのか？」

「当たり前だろう。わからなかったのか」

「なるほど。俺はてっきり……」

「てっきり、なんだ」

「いや、いい」

「おまえ、私のことを、どこでもすぐに服を脱ぐ頭のおかしい女だと思っただろう！」

「思ってないって」

「いいや、思ったはずだ！」

「兄さん……それはひどいです」

　ミアにまで怒られてしまった。

「……」

　オルテンシアは何もいわず、表情もいつもと変わりなかったが、こちらを見る目がより冷たく、心なしか眉をひそめている気がしなくもない。

　先ほどはああするしかなかった。エリカの判断は適切だったとリセルも思うし、エリカ自身も、あのようにふるまったことを別に恥じていないだろうと考えていた。てっきり、といいかけたのはそういうことだ。

　だが実際はそうでもなかったらしい。

　余計な口を挟むのではなかった、とリセルが後悔していると、突然わっとまわりにいた者たちがどよめいた。スタイフのガビアスが、ルスランとテリオに先導され、入城して来たためだ。

「皆、安心してくれ！　逆徒どものⅠ型は始末した！」

　まるで自らの手柄のように、テリオが高らかに宣言する。事情を知らない者がたちまち歓喜し、テリオの名を連呼し始める。テリオもⅡ型の手を挙げ、それにこたえた。

「……あいつの面の皮の厚さは本物だな」

　リセルが呆あきれながら見守る中、テリオたちは広場を進み、すぐ近くまで来て足を止めた。

「御家老様、お喜びください。援軍です！」

　Ⅱ型から出たテリオが、トーエンの前に立ち、告げる。

「クラヴィア殿下が紅蓮を引き連れ、来援してくださいました！　既に街の外に布陣しています。それ以外におよそ一万の軍勢も、青の街道を当地へ向かっているそうです！」

　テリオのその言葉を聞いて、うおおお、と再びどよめきが生じた。

「さすがクラヴィア様、こんなに早く救けに来ていただけるとは！」

「これでもう安心だ！」

　クラヴィア・セルベリオス──アレクサンドルの次女である彼女は、父親の勇武の才を四人の娘の中で最も強く受け継いでいるとされる。アレクサンドル同様自ら龍骸甲を鎧よろい、これまで数々の功を重ねてきた当代屈指の龍闘士のひとりだ。

　そんなクラヴィアの武名をさらに高める一役を担になっているのが目の前にもいる紅蓮であり、ガビアスだった。クラヴィアの命令一下、真っ赤な軍勢が奔流と化し、しゃにむに敵勢に突っ込んでいく戦いぶりは、セルベリオス家の軍勢の中でもつとに勇猛と名高い。

　クラヴィアが助けてくれるとなれば、国衆の反乱を収めるなど造作もないだろう。

　だがリセルは、皆のようには喜べなかった。

　何かが引っかかる。胸の内で警鐘が打ち鳴らされるのをはっきり感じる。

「ちょっと待ってくれ。話が変じゃないか？」

「どこが変だ。いちいち水を差すようなことをいうな！」

　テリオが怒鳴りつけてきた。リセルは構わず、頭に浮かんだ疑問を口に出した。

「どうしてクラヴィア様が、いきなりダンタスへやって来たんだ？」

　クラヴィアは三女マーギアと共に、南方のカラキア地方を本領とするゼニス家を攻めていたはずだ。グリンカ家討伐に向かうアレクサンドルに呼ばれ、たまたま煌こう都とあたりまで戻って来ていたのかもしれないが、一万の軍勢まで引き連れてというのは明らかに異様だし、そもそも動きが早すぎる。

　レギオル家がそむいたのは今日の話だから、それを知って動いたということはありえない。

　ベルナード家が兵を挙げたのは三日前の二十七日だから、もしクラヴィアが煌こう都とにいたのなら、翌二十八日あたりに知らせを受け取り、軍を進める決断したというのはぎりぎり考えられなくもない。だが実際そんなことができるものだろうか。煌こう都とは今、アレクサンドルの行方がわからなくなって、大騒ぎしている最中ではなかったか。

　クラヴィアは本当に、自分たちを救援するためにここへやって来たのだろうか？

　本当のねらいが、別にありはしないか？　もしかすると、それは──

　リセルがなおも考えをめぐらせようとした矢先。

　早馬が一頭、あわただしく城内に駆け込んできた。乗っていた兵が、下りる間も惜しいとばかり馬上で声を張り上げる。

「申し上げます！　紫龍の紋章を掲げたザフィーア殿下の軍勢およそ二万が、ルビア地方のシェイマスを過ぎ、イクア砦とりでへ向かっているとのことです！」

「何……」

　テリオが目をむいた。クラヴィアの来援を喜んでいた他の者たちも、一斉に笑みを凍りつかせ、愕がく然ぜんとした面持ちになる。

　やはりおかしい。

　何か、とんでもないことが起きている。

　クラヴィアの軍勢一万に、ザフィーアの軍勢二万。どちらも彼女たちが直じかに率いる軍勢のほぼすべてと見て間違いないだろう。ふたりとも、これまで戦っていたゼニス家やグリンカ家を放り出し、全軍をダンタスに差し向けてきたというのか。たかが国衆のレギオル家やベルナード家に対するためだけに、彼女たちがそこまでするとは思えない。道理もない。

　だとしたら一体なんのために？　なぜこんな早く？

　リセルの全身からじわりと冷たい汗が吹き出る。悪い夢を見ているような気分だった。

「兄さん……」

　リセルを見つめてくるミアの顔も、不安に満ちている。

「……」

　オルテンシアだけは、ひとり表情をまったく変えていなかった。

「さて。そろそろよろしいか」

　ガビアスの胸の装甲が開き、中にいた龍闘士がようやく姿を現した。顎にひげをたくわえた、精せい悍かんな顔つきの男だ。

「クラヴィア・セルベリオス殿下が配下、紅蓮四番隊隊長イブゲニ・スタイフだ。コーレルを苦境から救わんとする殿下に従い、参じた」

　男はトーエンの前に立ち、名乗った。

「ファース家筆頭家老ワイズ・トーエン。わざわざ遠方よりご足労いただき、痛み入る」

「ファース殿に我が主の口上を伝えに来たが、今は床に伏せられているそうだな」

「いかにも。私が代わりに承ろう」

「了解した」

　スタイフは背筋をぐっと伸ばし、胸を張った。そこで一息置き、全員の目を十分に引きつけたところで、続く言葉を口にする。

「我が主はこうおおせられた。『ふたりで謀はかり、恐れ多くも上様を弑しいし奉たてまつった大逆人オルテンシア・セルベリオス、並びにドレッド・ファースに正義の裁きを下さん』と」
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　──ふたりで謀はかり、恐れ多くも上様を弑しいし奉たてまつった大逆人オルテンシア・セルベリオス、並びにドレッド・ファースに正義の裁きを下さん。

　スタイフがそう告げるなり、広場全体がほんの束つかの間ましん、と静まり返った。が、次の瞬間、まるで天地がひっくり返ったかのように騒然となる。

「どっ、どど、どういうことですか！」

「上様が亡なくなられたというのはまことですか!?」

「どうして殿が上様を弑しい逆ぎやくしたなどといわれなければならないのですか!?」

「オルテンシア殿下の名がいきなり出てきたのはなぜですか!?」

「クラヴィア殿下は何か勘違いなさっているのでは!?」

　トーエンのまわりを囲んでいた騎士だけでなく、離れたところにいた兵や、逃げ込んできた民までもが次々に疑問を投げかける。こうなってはもう、アレクサンドルが死んだ事実を伏せておくことはできない。スタイフの放った言葉が、この場にいるほぼすべての者たちを、未いまだかつてなかったほどの驚きよう愕がくのるつぼへと叩たたき込こんだ。

　リセルは全身をじりじりと焼かれるような焦あせりと苛いら立だちを覚えた。

　なぜクラヴィアはアレクサンドルが死んだ件だけでなく、オルテンシアがここにいることまで知っているのか。

　ここまで軍勢を進めているとなると、やはり相当早くに知らせを得、動いたとしか思えない。

　同じことはクラヴィアだけでなく、ザフィーアにもいえる。

　彼女たちは何を考えているのか。何がねらいなのか。

「……」

　オルテンシアは口を固く引き結び、皆のやりとりを黙って見つめていた。顔つきは常と変わらず、内心はうかがえない。

　リセルは数日前、オルテンシアに聞かされた話を改めて思い出した。彼女が生前のアレクサンドルから、ハーデスを譲るといわれたこと。それをザフィーアやクラヴィアが、オルテンシアがアレクサンドルの正式な後継に定められたととらえたかもしれないこと。

　そんなところに降って湧いた、今回の変事。

　クラヴィアやザフィーアが、本当にオルテンシアとドレッドが共謀していると考えているかどうかはわからない。

　だがそういう建前の下、彼女たちがこの機にオルテンシアを排除しようと企てているというのは、十分あり得ることのように思えた。

　目の前の敵を置いて、つごう三万の軍勢でダンタス地方に押し寄せて来たというのは、つまりそういうことではないのか。

「リセル・ベイン！　おまえっ！」

　エリカが囲まれていた人の輪を飛び出し、血相を変えてリセルに詰め寄ってきた。両手で胸ぐらをつかみ、ぐい、と息がかかりそうなほど近くまで顔を寄せる。

「おまえ、よくも」

　エリカの両目には激しい炎がともっていた。続く言葉を口にせずとも、彼女がいわんとしていることはすぐわかった。

　おまえが姫様を売ったのだろう。

　最初からこうするつもりだったのか。

「違う」

　リセルはかぶりを振った。本当に何も知らない。だがエリカに信用してくれと訴えても、それも難しいだろう。オルテンシアとエリカの正体を知っているのは、ドレッドとリセルだけのはずなのだから。そのふたりのうち、ドレッドがあれからずっと意識を失っているとなると、疑わしいのはリセルのみ──エリカがそう考える気持ちもわからなくもなかった。

「エリカ、やめなさい」

　オルテンシアが淡々とした口調で告げた。

「ここでリセル兄様をなじっても仕方がありません」

「え？　リセル……兄様って……」

　ミアが驚き、息を吞のむ。

「くっ……！」

　エリカがリセルの胸ぐらをつかんでいた手を離した。なおも憤ふん懣まんやるかたないといった様子で、憎々しげににらみつけてくる。

「皆、騒ぐな」

　トーエンが遠くまで聞こえる声で告げた。いつの間にか、リセルたちやトーエンたちを兵や民が取り囲み、新たな人の輪が作られていた。

「口上にはまだ続きがある」

　スタイフが言葉を継いだ。

「……首謀者両人に告ぐ。コーレルの民を守りたくば、ただちに我が下に来降せよ」

　明らかな脅しだった。クラヴィアはオルテンシアとドレッドに降参と服従を促し、逆らうならコーレルがどうなるかわからないと告げているのだ。

「ふざけるなああっ！」

「いいがかりもはなはだしい。いくらクラヴィア殿下といえ、あまりに無体！」

「向こうが攻めてくるというなら、一戦交えるのみ！」

　いったんは鎮しずまりかけていた場が、たちまち再沸騰する。トーエンのすぐ近くにいる騎士たちは、ほぼ例外なく皆が怒っていた。一方、外側の輪を形作っている兵や民たちの多くは、怒りよりも不安そうな顔を浮かべている。

「まずいな……」

　リセルは眉をひそめた。今のコーレルは要の東大門が破られ、既に守りが失われているも同然だ。クラヴィアと紅蓮に攻められたら、ひとたまりもない。

「リセル兄さん……」

　ミアがリセルの服の袖をつかんだ。彼女が子供のころ、心細いときによくやっていた仕草だ。

「……」

　大丈夫だ、とリセルは声をかけてやりたかったが、できなかった。リセル自身にも、先の見通しがまったく立たない。

「おい、聞いてくれ！」

　テリオが声を張り上げた。

「殿が上様謀殺の片棒を担かつぐなどありえない。皆もそのことは理解しているはずだ！」

「あ、ああ……」

「それは……そうだが……」

「クラヴィア殿下は誤解されているに過ぎない。そのことを、堂々と申し開きすればいい。きっとわかってくださるはずだ」

「そんなにうまくいくか？」

　疑問を口にしたのは、テリオのそばにいたルスランだった。

「……いくわけがない」

　リセルは小声で吐き捨てた。テリオの見通しは甘すぎる。話せばわかるなどと、今はそんな悠長なことをいっていられる状況ではない。そもそもそんな相手でもない。

　リセルと同じ意見はまわりにいた他の騎士からも上がったが、テリオは動じた様子もなく、不敵な表情を浮かべていた。

「無論、土産は持参した上での話だ。そうすれば信じてもらえるだろう」

「土産とは？」

「オルテンシア殿下の身柄を、引き渡す」

　ルスランの問いかけに、テリオはオルテンシアのほうに顔を向けながら答えた。この場にいたすべての者の目も、一斉に彼女にそそがれる。

「オ、オルテンシア殿下だと？」

「あの方がそうだというのか……？」

「なぜ殿下がコーレルに……」

　ひそめきが瞬またたく間まにさざめきとなり、広場全体に広がっていく。

「オ、オルテンシア殿下って……？　シアさんが？　え？　え？」

　ミアがまごつき、テリオとオルテンシアの顔を何度も見比べた。

　リセルはオルテンシアをテリオの目からかばい、前に足を踏み出した。エリカも同じようにしたため、ふたりして並び立つ形になる。

「他には考えられぬ。間違いありませんね、殿下」

「ちが……」

「待て」

　エリカが言い返そうとするのを、リセルは制した。

　いったんこうなってしまったら、オルテンシアに皆の疑いが向くのはもう避けられない。かといって、オルテンシア本人やエリカに申し開きをさせるのも彼女たちには荷が重いだろう。

　──ここは自分がなんとかしなければ。

　どうすればいいかと頭の中で必死に考えながら、リセルは改めて口を開く。

「誤解してるぞ、テリオ。シアは上様の侍女で、オルテンシア殿下じゃない。そういっただろ」

「信じられんな」

　テリオはリセルの言葉を鼻で笑った。

「お認めいただけないのであればシア殿とあえて呼ばせていただくが、そのたたずまい、どう見てもただの侍女ではあるまい」

「……」

　オルテンシアは何もいわない。

「庶民でないことは一目でわかるし、騎士の家柄にしても、相当なところでなければそこまでの風格は備わるまい。殿下でないというなら、どちらのご出自か。ぜひうかがいたいものだ」

「シアは煌こう都とのさる商家の令嬢だよ」

　オルテンシアに代わってリセルが答えた。

「ほう。商家」

「いってもわからないだろうから詳細は省くが、かなりの大おお店だなだ。そういうところで育てば、これくらいの威厳はおのずと身につくものさ」

「どうして貴様はそんなにシア殿の身の上に詳しいのだ」

「元々知り合いだからな」

「そ、そうだったんですか……？」

　背後から、ミアの驚く声が聞こえてきた。

　煌こう都との商家うんぬんの話は、あらかじめ考えておいたことだった。知り合いだと明かしたのは、すべてを噓うそで固めるより、一部は真実のかけらを織り交ぜたほうがいいと思ったからだ。

　もくろみ通り──のはずなのだが、リセルはなぜか胸騒ぎを覚えた。考えた通りのことをいっているのに、なぜか流れが悪いほうへ向かっているような胸騒ぎを。テリオの顔つきや口ぶりがますます自信めいてきたように感じられるのは、気のせいだろうか。

「なるほど。煌こう都との大おお店だなの令嬢と貴様は顔なじみだったのか」

　そのテリオが、にやりと笑った。

「その顔なじみと貴様はたまたま再会し、ここへ連れ帰ったというのだな」

「そうだよ」

「貴様はどうやって、シア殿と知り合ったのだ」

「死んだ俺の父が、シアの親と仲がよかったのさ」

「貴様の父親は、グリム・ベインといったか」

「よく覚えてるな」

　自分でも忘れかけていた名前をいきなり持ち出され、内心驚く。グリム・ベインとはドレッドが十一年前、リセルを引き取る際にこしらえた、実際はいない人物の名だった。まさかテリオが、ここでそれをいってくるとは。

　一体彼は、この話をどこへ誘おうとしているのか。リセルの胸騒ぎがますます大きくなる。

「グリム・ベインは確か親おや父じの知り合いだと聞いたが」

「それがどうした」

「俺が調べたところでは、親おや父じの知り合いにそんな者など、どこにもいなかったぞ」

　テリオが再び口くちの端はを吊つり上あげ、笑った。罠わなにかかった獲物にとどめを刺そうとしているかのような、酷薄な笑み。

「わざわざ調べたのか」

「ああ。人を何人も雇い、あらためさせたから間違いない」

「いつの間にそんなことを。おまえ、よほど俺のことが好きだったんだな」

「ふん」

　わざとちゃかした物言いをしてみたものの、テリオは乗ってこなかった。

「前々から、おまえのことは怪しいと思っていた。これまでどれほどかまをかけても、決して親おや父じに引き取られる前の話をしようとしなかったしな」

「六歳までのことなんて、誰だってそんなに覚えてない」

「親おや父じにもそれとなく訊きいたが、いつもはぐらかされていた」

「相当しつこいな。やっぱりおまえ、本当は俺のこと大好きだろ」

「貴様の企てなど、こちらはとうに見通している！」

　テリオがリセルに向かって、指をびしっと突きつけてきた。

「貴様は身分を偽り、親おや父じやミア様に取り入って、ファース家を我が物にしようとしていたのだろう！　皆、こいつを信用するな。こいつのいうことは、すべて虚言だ！」

「な、なんだって」

「リセル、おまえ……」

　たちまち、あたりがざわめき始める。

「……そういうことかよ」

　とんでもないいいがかりだったが、ようやく納得もできた。

　テリオのねらいは、オルテンシアの正体を暴あばくことだけではなかった。リセルの追い落としも、同時にはかっているのだ。今までずっとリセルに対して不満を抱いていて、機会をうかがっていたのだろう。それがようやく訪れた。彼の不遜な物言いの正体は、それだ。

「テリオ……も、もうやめてください」

　ミアがくぐもった声で告げた。見なくても、泣きそうな顔をしているとわかる。

「兄さんとあなたは、幼い頃から一緒に育ってきた仲間じゃないですか……それなのに……」

「おお、ミア様。あなたがその男を兄さんと呼ぶのを聞くたび、私は心を痛めておりました。心優しいミア様はその男の噓うそを真に受けてしまっている。このままでは危うい、取り返しがつかなくなる前に、私がお救いしなければと！」

　テリオの口ぶりが芝居がかったものになる。

「私はリセル・ベインに対し、一度も気を許したことはありません。以前から見抜いておりました。こいつはいつか、ファース家にとんでもない災いをもたらしかねないと。残念ながらその読みは当たってしまいました。こいつは、いや、こいつらは」

　テリオは息をひとつついた後、リセルとオルテンシアにびしっと指を突きつけた。

「こいつらはずっと裏で通じていて、今回の事に及んだのだ！　上様に謀む反ほんし、弑しい逆ぎやくしたのみならず、それに気付いた親おや父じまでも手にかけようとしたのに違いない！」

「違う！　姫様は謀む反ほんなど起こしていない！」

「馬鹿、やめろ」

　リセルが止めようとしたときは既に遅く、エリカの口から悲痛な叫びがほとばしっていた。

「ほほう、姫様か」

「うっ」

　はっとなるエリカ。それを見たテリオが、勝ち誇った笑みを浮かべる。

「どうやらシア殿がオルテンシア殿下だということは、認めたらしい」

「ち、違う！　これはっ」

「こいつらを捕らえろ！」

　テリオが動くのに合わせて、まわりにいた兵たちも一斉に駆け寄ってきた。

「さあミア様、こちらへ！」

「リ、リセル兄さん！」

　テリオがミアの手を強引に取り、引っ張っていく。

　リセル、オルテンシア、エリカのまわりを、槍やりを構えた兵が取り囲んだ。スタイフは黙ったまま、この様子を見つめている。

「これでおまえも終わりだな」

　テリオが勝ち誇った顔をしながらリセルに告げた。

「さて、シア殿。いえ、オルテンシア殿下。本当のことをお話しいただけますか」

「……わかりました」

　ずっと黙っていたオルテンシアが、ようやく口を開く。

「オルテ、よせ」

　リセルが止めるのも聞かず、彼女は自分の正体を明らかにした。

「わたしがオルテンシア・セルベリオスです」

　静かだが、よく響く声でそう告げた。




　　　　２




「や、やはり」

　オルテンシアのたたずまいに気け圧おされたか、テリオが声をかすれさせた。槍やりを向けていた兵たちも穂先をおろしかけたが、「おい」とルスランにとがめられ、あわててまた戻す。

「……では改めて、殿下に質問させていただきます。無礼のほどはお許しくださいますよう」

　テリオが姿勢をただした。

「クラヴィア殿下の書状に書かれていることは本当ですか」

「……」

「上様を弑しいし奉たてまつり、我が殿を企てに巻き込まれたのですか」

「……」

　オルテンシアはテリオの問いかけに一切答えようとしなかった。

「上様は黒龍に襲われたって、説明しただろ。もう忘れたのか」

「貴様には訊きいていない！」

　リセルの言葉に、たちまち激高するテリオ。

「貴様のいうことなど一切信じられぬ。よくも黒龍が出たなどと大法螺ぼらを吹き、我らをだまそうとしてくれた。上様を実際手にかけたのも、貴様ではないのか！」

　テリオの言葉を聞いて、まわりにいた者たちがまた騒ぎ出す。

「な、なんだって……」

「リセルが上様を……？」

「申し開きはしかるべき場でいたします。わたしを姉上の下へ連れて行ってください」

「姫様！」

　エリカが悲鳴を上げた。

「ただし、行くのはわたしだけです。こちらのふたりは放免していただけますか」

「おい!?」

「ひ、姫様、何を！」

　リセルとエリカが驚いたのにかぶせるように、

「エリカはわたしの護衛を務めていただけですし、こちらの方はそもそもわたしとなんのかかわりもありません」

　オルテンシアはリセルを指し示した。

「こちらの方とはたまたまお会いして、事情をお話しし、力を貸していただいただけです」

「オルテ……」

「それでよろしいですか、御家老殿」

　オルテンシアはテリオの後ろにいたコーエンに声をかけた。

「かしこまりました。槍やりを下げよ」

　トーエンの命令を受け、リセルたちを囲んでいた兵たちが一斉に槍やりをおろす。

「リセル兄さん！」

　ミアがテリオの手を振り払い、リセルに駆け寄ってきた。そのまま身体からだをぶつけるようにすがりつき、顔をリセルの胸に押し当ててくる。

「兄さん……兄さん……」

「リセル、殿下のそばから離れろ」

　トーエンが命じてきた。

　リセルはオルテンシアを見た。オルテンシアもリセルのほうに顔を向けたが、何もいわず、ただ頷うなずくだけだった。

「私は離れませんっ」

　エリカが声を張り上げた。

「エリカ、それではあなたまで」

「私の役目は、どこまでも姫様に従い、お守りすることです。何があろうと決して離れません！」

「……わかりました」

　エリカの気持ちは動かないと悟ったのか、オルテンシアもそれ以上は何もいわなかった。

「……オルテ」

　リセルはオルテンシアに声をかけた。もう身分を偽り、シアと呼ぶ必要もない。

「本当に行くのか」

「はい」

「行けば無事では済まないぞ」

　クラヴィアは妹だから、肉親だからといって、オルテンシアに情けをかけることはあるまい。工房とハーデスをオルテンシアに譲るという、アレクサンドルの意志を聞かされた後となればなおさらだ。

　ここでおとなしく投降しても、ただ身柄を押さえられるだけですむとは思えなかった。

　いきなり死刑にされるかもしれない。あるいは──楽に殺されるならそのほうがまだましという目に遭うことさえあり得る。

「これ以上コーレルの方々にご迷惑をおかけすることはできません」

「……」

　そう。答えは簡単だ。

　コーレルとファース家を守りたいと思うなら、オルテンシアをここで見捨ててしまえばいい。

　クラヴィアはドレッドの出頭も求めてきたが、そこはテリオのいうとおり、オルテンシアひとりでもなんとかなるだろう。ドレッドが動けないのは偽りのない事実だし、そもそもクラヴィアが本当に欲ほつしているのはオルテンシアだけのはずだ。

　オルテンシアの身柄を差し出し、ひたすらクラヴィアや、後からやって来るザフィーアに恭順の姿勢を見せる。そうすれば、コーレルが滅ぼされることだけは避けられるかもしれない。

「……」

　オルテンシアにじっと見つめられていることに気付き、リセルは思わず顔をそむけた。

　今思ったことは、無論口には出していない。そうしたほうがいいと、決めたわけでもない。だが、それでも。

　リセルの心中にそうした考えがよぎったのを、オルテンシアは見逃さなかったようだ。彼女のまなざしから、なんとなくそんな感じを受けた。

「リセル兄様。短い間ですが、お世話になりました」

　オルテンシアがリセルへの謝意を口にした。

「またお会いすることができて、よかったです。あれからずっと気になっていたので」

「……俺もだよ」

　ずっと、考えないようにしていた。思い出さないよう心にふたをしていた。

　だが、忘れることはなかった。

　邪龍に追われる夢を見、寝台で跳ね起きるたび。他の者には聞こえない龍骸甲の声を聞き、おののくたび。リセルは自分がなぜそうなってしまったのか、考えたものだった。

　詳しい理由はわからない。だが、何がきっかけになったのかははっきりしている。

　すべては幼い頃自分の身に起きた、いや、自分が引き起こしたあるできごとのせいだ。

　そのできごとに、オルテンシアもかかわっていた。自分が、彼女を巻き込んだ。

　そのことが十一年にわたって、リセルの心の底で澱おりとなってたまっていた。

　つい最近も、オルテンシアのことを夢に見たばかりだ。それをいったところで、彼女は信じてくれないだろうが──

「やはりそうでしたか」

「え？　や、やはり？」

　オルテンシアの言葉はリセルにとっては意外だった。そむけた顔を、思わず元に戻す。

「オルテ、それはどういう……」

「ええい、いつまで話しているつもりだ！」

　なおも問いかけようとしたところで、テリオが口を挟んできた。

「なんなんだ今のやりとりは。やはり貴様、殿下と面識があったのではないのか」

「兄さん……」

　ミアも心配そうに声をかけてきたが、彼女に返事をする余裕はリセルにはなかった。

「……行くな」

　リセルはオルテンシアの目をじっと見つめ返しつつ、答えた。自分の中で納得するよりも先に言葉が出ていた。

「行ったら駄目だ。殺される」

「リセル・ベインのいうとおりです、姫様！」

　エリカもすかさず同調する。

「今は他に手立てがありません」

　オルテンシアの決意もまったく揺らぐ様子がない。

「大したものだ。感服する」

　スタイフが口を挟んできた。

「我が主がおっしゃられていた。『妹の見た目にだまされるな。あれは鋼のごとき胆力の持ち主、鋼の聖女だ』と。まさにその通りだな」

「……」

　オルテンシアは何も言わない。

「リセルと護衛の女騎士も一緒に連れて行け！　いや、これ以上逆らうならいっそ……！」

「や、やめてくださいテリオ！」

　リセルにすがりついたままのミアの両手に力がこもる。

　と、ここでやにわに、外側の輪がざわついた。

「なんだ？」

　疑問を口にしたリセルだったが、理由はすぐにわかった。

「と、殿！」

「起きられて大丈夫なのですか!?」

　城の中から、ドレッドが広場に出て来るところだった。

「ったく、騒がしいんだよ。おちおち寝てもいられねえ」

　意識を取り戻したばかりなのか、ドレッドは寝衣に上着をはおっただけの格好だった。手に杖つえをつき、足取りはふらついている。未いまだ本調子にはほど遠いことが一目でわかった。

「お父様！」

　ミアがリセルから離れ、ドレッドのほうへと駆けていった。

「おお、ミア」

　ドレッドは両腕を広げ、近寄って来たミアを抱きしめた。

「ほとんど眠らずにおれの看病をしてくれたんだってな。本当におまえは優しい娘だ」

「そんなの……当たり前じゃないですか……」

「泣くなって。おれはこの通り、もう大丈夫だからよ」

　ドレッドが回した手で、ミアの肩をぽんぽんと叩たたく。

「殿！」

「お目覚めをお待ちしておりました！」

　ドレッドとミアのまわりを、騎士たちが取り囲んだ。リセルも行きたかったがあえてそうせず、オルテンシアの近くにとどまる。

「おれがひっくり返ってる間に、どうやらとんでもねえことになったようだな」

「実は……」

　トーエンがここまでの経緯を手短に説明した。

「……なるほどな。レギオルとベルナードがそむき、紅蓮が街のすぐ外まで来てる、と……」

　ドレッドがミアや騎士たちを引き連れ、オルテンシアの近くまで歩いてきた。

「殿下。御身をお守りしなければならないところ、このような仕儀になってしまい、まことに申し訳ございません」

「ファース殿のせいではありません。お身体からだは大丈夫ですか」

「お気遣い、痛み入ります」

　ドレッドはオルテンシアに深々と頭を下げた。しばらくそうした後、再び頭を上げると、今度はまわりに向かって告げる。

「おう、みんな。おれが眠ってる間、よく力を合わせて、街を守ってくれたな」

「と、殿お……！」

「よかった……！　殿さえいらっしゃれば、おれたちは……」

　皆の間に広まりかけた安あん堵どの気配。それが、続くドレッドの言葉で一気にさめた。

「おれの企てのせいでみんなにつらい思いをさせちまって、本当にすまなかった」

「──！」

　誰もが一斉に息を吞のむ。

　おれの企てのせいで。その言葉が意味するところを理解できなかった者は、この場にひとりもいないだろう。

　ドレッドが認めた。

　自分が、アレクサンドル謀殺の張本人だと。

　衝撃の発言に、誰も、すぐには何もいえなかった。

　ややあって、口を開いたのはトーエンだった。

「なるほど。こたびの件は、殿の企てでしたか」

「おまえにまで黙ってて悪かったな。先に誰かに話すと、必ず露見しちまうからよ」

「相変わらず、殿は噓うそが下手だ」

「ほっとけ。噓うそじゃねえって」

　ドレッドの顔に苦笑が浮かぶ。

「お父様……」

「ミア、愛してるぜ。おまえの嫁入り姿を見届けたかったが、どうやらかなわねえようだ」

　いいながら、ドレッドはミアから身体からだを離した。

「そういうわけだ、みんな。上様を亡なき者にして天下を取ろうとしたが、失敗しちまった」

「なぜそんなことをおっしゃるのですか、殿！」

　テリオが叫んだ。リセルを問いつめていたときの得意そうな様子はすっかり消きえ失うせ、今にも泣きそうな顔になっている。

「なぜそんな……見え透いた噓うそを……」

　ドレッドの言葉を鵜う吞のみにした者が、どれだけいるかわからない。少なくともトーエンやテリオがまったく信じていないことは口ぶりからうかがえた。リセルも彼らと同じだった。

　ドレッドの発言のねらいはすぐにわかった。

　彼は自分が今回の首謀者ということにして、すべての責任をひとりで負おうとしているのだ。

　そうすることで、他の誰にも咎とがが及ばないように。

「いけません、殿！」

「殿おひとりにすべてをかぶらせるなどもってのほか！」

「こうなったら、本当に起たちましょう！」

　まわりの騎士たちから次々言葉が上がった。そこかしこから嗚お咽えつも聞こえてくる。

「馬鹿野郎。あのクラヴィア殿下とザフィーア殿下だぞ。相手になるわけねえだろ。どっちか片方だけでも厳しいってのに、両方来られちゃどうにもならん」

　ドレッドは頭上を振り仰いだ。日がようやく西に傾き、空が赤く染まっている。

「これでいいんだよ。誰かが悪いってことにしねえと、示しがつかねえ。それに……おれはどのみち、こうするつもりだった」

「殿……」

　ドレッドはアレクサンドルが死んだことも、自分のせいだと思っているのだろう。そのことも、死をもってあがなおうとしているのだ。もしかしたら相当前から、覚悟を決めていたのかもしれない。それこそ、オルテンシアとエリカを連れ、リセルと共にコーレルに戻って来る道中、既に──

「リセル、こっちへ来い」

「はっ」

　ドレッドに呼ばれ、リセルは彼のそばまで歩いて行った。

「そういうわけだから、頼むぞ」

「何をですか」

「決まってんだろ。おれの首を、クラヴィア殿下のとこへ持ってってくれってことだよ」

「──！」

「な、何をおっしゃるんですか！」

「戯ざれ言ごとはおやめください、殿！」

　テリオとルスランが絶叫した。ドレッドは構わず、リセルをじっと見つめ、言葉を継ぐ。

「おまえがおれを討てば、すべてが丸く収まる。おれのいってることがわかるな」

「……」

　わかる。確かにドレッドのいうとおりにすれば、最小の犠牲で今回の件を終わりにすることができるかもしれない。だが、しかし──

「……できません」

　リセルはかぶりを振った。背中を冷たい汗がつたう。声も震えていた。

　できるはずがない。ドレッドひとりにすべての責任を負わせ、実際にはやってもいない主君殺しの汚名をかぶせて死なせるなど。

「いいからやれ。おまえじゃないと駄目なんだよ。他の奴やつじゃ、クラヴィア殿下に手を引かせることはできん」

「嫌です」

「おれの命令が聞けねえってのか。またぶん殴るぞ」

「嫌です」

「同じことばっかりいってんじゃねえ。おれの最後の頼みが聞けねえってのか、この親不孝者！」

「なんといわれようと、嫌なものは嫌です！」

　声を荒らげたドレッドに、リセルも負けじと怒鳴り返した。

「なんであんな奴やつが死んだ責任を、親おや父じが取らなくちゃいけないんだ！　ふざけるな！」

「リ、リセル、おまえなんてことを……」

「上様のことを、あんな奴やつだと……」

　まわりにいる騎士たちが、呆ぼう然ぜんとつぶやく。ドレッドが苦しそうに顔をゆがめた。

「おれだって、おまえにこんなことをさせるのは悪いと思ってる。だがもう他に手立てがねえんだよ。おまえにはそれがわからねえのか」

　……またか。

　他に手立てはない。オルテンシアも先ほどそう口にした。

　本当にないのか。

　オルテンシアがひとりで責任をかぶるか、ドレッドがひとりで咎とがを受けるか、そのどちらか以外の手立ては。

　本当に、そのふたつだけなのか。

　リセルの中に兆きざした疑問。それがたちまち心の中で暴風と化し、激しく吹き荒れる。

　息が苦しい。頭の中が真っ白になりそうになる。

　そうした中──ひとつの答えを見つけだす。

「……」

　リセルは腰に差していた剣を、ゆっくりと抜いた。

「やっと決心してくれたか」

　ドレッドが満足したように頷うなずいた。

「……！　リ、リセル兄さん、やめてください！」

　ミアが激しくかぶりを振り、ドレッドの前に立ちふさがった。

「ミア、リセルの邪魔をするな」

「でも……！」

「どけ！」

「──！」

　ドレッドに一喝され、ミアがすくみ上がった。そんな彼女を、ドレッドが横に押しやる。

　リセルは剣を構え、ドレッドに近付いて行った。

「いいぜ。このままひとおもいにやっちまってくれ」

「リセル、本気か!?」

「今ここで!?」

「兄さん……！」

「すまねえ、リセル。面倒を押しつけちまって」

　ドレッドが表情をやわらげ、ふっと笑った。そしておもむろに目を閉じる。

「上様……今おそばに参ります」

　リセルはそんなドレッドのすぐそばまで歩み寄ると──手にした剣の刀身を素早く自分のほうへ寝かせ、柄の先端を彼のみぞおちへ叩たたき込こんだ。

「ぐっ……」

　ドレッドが両目をくわっと見開き、信じられないものを見る目をリセルに向けた。

「リ、リセ……てめえ……」

　それ以上言葉は継げず悶もん絶ぜつし、どさ、と重い音を立て、地面にくずおれる。

「リ、リセルッ！」

「貴様あ、何をっ！」

「うるせええええっ！」

　リセルの口から、咆ほう哮こうがほとばしった。

　胸の奥底に幾重にも鍵をかけ、しまっておいたはずのものが、暴風によって突き崩される。生じた裂け目から漏れ出した激情が、みるみるうちにとてつもない激流となってあふれ出す。

「もう我慢するのはやめだ……俺は、俺のやりたいようにやる！」

　リセルはドレッドのすぐ横に呆ぼう然ぜんと立っていたミアに左腕を伸ばし、乱暴に抱きすくめた。

「……!?」

　すかさず、右手に持っていた剣を、彼女の喉元に突きつける。

「全員、動くな！」

　大声で一喝した後、周囲を睥へい睨げいしながら、リセルは続く言葉を口にした。

「この城はたった今から、俺のものだ」
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「な、何を……」

　テリオが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「聞こえなかったのか？　この城を俺のものにするっていったんだ」

　リセルはもう一度繰り返した。

「いや、むしろ……返してもらうといったほうがいいな」

「貴様あ！　ミア様からすぐに手を離せ！　やっていいことと悪いことがあるぞ！」

　無論、そういわれたところでリセルがミアの首に回した左腕をゆるめることはない。

「……」

　ミアはリセルに抗あらがおうとせず、されるがままになっていた。彼女の荒くなった息づかいが、回した腕越しに伝わってくる。

「俺は当然のことを口にしているだけだ。元はといえばこの城も、街も、すべて俺のものになるはずだったんだからな」

「ど、どういうことだ、ああっ!?」

「テリオ、おまえ、俺のことをこそこそ調べていた割に、肝心なことはわかってないんだな」

「な、なんだと……」

「いいぜ。そんなに知りたいなら、教えてやるよ」

　テリオを見据え、大きく息をひとつついてから、リセルは言葉を継いだ。

「俺の本当の名は、イングウェル・セルベリオスだ。聞き覚えがあるだろ」

「え……」

　ミアがかすれた声を上げた。

　ついに。

　ついに口に出してしまった。十一年間、ひた隠していた事実を。

　誰も、すぐには何も答えなかった。この場にいる者ほぼすべてが、そろって、呆あつ気けに取とられたような顔を浮かべている。これまでの喧けん噪そうが噓うそのように、広場がしん、と静まり返る。

　その中で、最初に口を開いたのはスタイフだった。

「……『狂乱の魔王子』だというのか」

「その呼び名はずっと気に入らなかったけどな」

　リセルが答えたのをきっかけに、皆の感情が一気に爆はぜた。

「ば、馬鹿なっ！」

「そんなこと、あるわけがないっ！」

「イングウェル様はとっくに死刑にされたはずだっ」

「いうに事欠いて、セルベリオス家の名をかたるとは！　不敬にもほどがある！」

　怒声が、悲鳴が、まわりで見ていた騎士や兵たちの間から次々に上がる。

「ふざけるなあっ！」

　テリオが顔を真っ赤にし、叫んだ。

「いきなりそのようなことをいわれて、はいそうですかと信じられるか！」

「事実なんだから仕方ないだろ。オルテや親おや父じとあんなやりとりをしてるのを聞いてたら、わかりそうなもんだけどな。おまえの頭じゃ無理か？」

　リセル──イングウェルにとってアレクサンドルは伯父であり、養父でもあった。父子の間柄だったのは半年ほどだが。実父の名はエルギア・セルベリオス。アレクサンドルの弟だ。

「親おや父じがどうして俺にクラヴィア姉のところへ行けっていったのかも、これでわかっただろ？　俺が敵討ちをしたことにすりゃ、クラヴィア姉もザフィーア姉も文句がいえなくなるからだよ」

　リセルがイングウェルの名でドレッドを討ち、養父の敵討ちをなしとげたとなれば、クラヴィアたちにコーレルを攻める大義名分はなくなる。オルテンシアを勝手に処断することも難しくなる。それこそが、ドレッドのねらいだったのだ。

「そ、そんな……おまえがあのイングウェル様だったなんて……」

　テリオがくやしそうに顔をゆがめた。

「やっと信じたようだな。こうなったらついでだ。おまえらが知りたくてたまらなかったことも、少しだったら教えてやるよ。色々あるだろ？」

　狂乱の魔王子イングウェル。

　東方世界に暮らす者の間で、その名は広く知られている。ただし、実際どういう人物だったのかわかっている者はほとんどいないだろう。イングウェルの名はとうに消されており、セルベリオス家の支配する土地では、おおっぴらに話をすることも許されなかったからだ。

　だが逆にそのことが、人々の間であまたの噂うわさを生み出す源泉ともなっていた。なぜ廃されたのか。流言が流言を呼び、得体の知れない風説がひとり歩きし──挙げ句定着した通称が狂乱の魔王子だった。

　リセルの言葉に、すぐには誰も応じなかった。一様に何か問いたそうな顔を浮かべたものの、声に出そうとはしない。

「上様との間に何があった？」

　問いかけてきたのはまたしてもスタイフだった。

「おまえたちが噂うわさしていた通りさ。俺は上様を、この手で殺そうとしたんだよ」

　リセルの答えを聞いて、まわりの者たちが一斉にざわつく。

「なぜ」

「実の父親を殺された復ふく讐しゆうだ」

　それもまた、広く人口に膾かい炙しやしていたことだった。エルギアは今から十二年前、アレクサンドルに謀む反ほんを起こそうとした咎とがで殺された。リセルが後から聞かされたところでは、アレクサンドルに内密の話があるといってふたりきりになるよう仕向け、突然襲かかったところを返り討ちにされたという。

「どうやって」

「龍骸甲を使ったのさ」

　エルギアが死に、アレクサンドルの養子になると決まったとき、リセルは心の中でひそかに実父の敵を取ろうと決めた。以来半年の間、アレクサンドルに近付く機会をうかがい続け──そしてようやく見つけた。

　その場所は煌こう都とにある、龍骸甲の工房だった。

　アレクサンドルは工房に時折やってきて、製造を終えたばかり、あるいは今まさに製造中の龍骸甲を自ら検分していた。そのことを知っていたのは、周囲のごくわずかな者だけだ。

　その際、工房の一番奥にある一角へは警護の兵すら連れていかず、自らの愛あい妾しようで、当時聖女を務めていたユーリアただひとりを伴うのが常だった。オルテンシアの母だ。

　そのことを知ったリセルは、オルテンシアに頼み込んだ。

　工房の奥を内緒で見せてほしい、と。

　親族とはいえ謀む反ほん人の子。誰もがリセルをそういう目で見、腫れ物にさわるように扱う中、オルテンシアだけはどういうわけか普通に接してくれた。だからリセルも、彼女には話がしやすかった。

「俺はオルテに先導させて、ある夜、ふたりして工房の奥へ入り込んだ。そこへねらい通り上様が、ユーリア様と一緒にやって来た」




『イング兄様、何を』

『待っていた……このときを！　ずっと！』

『だめ、兄様！』




　リセルはオルテンシアが声を荒らげ、制止しようとしたのを振り切り、近くにあった龍骸甲の内殻に飛び込んだ。そして──




『父の敵！　覚悟！』




「龍骸甲を鎧よろい、上様の前に出ていくまでは、うまくいったんだけどな。それ以上は何もできなかったよ」

　事態はあっさり、思惑と異なるほうへ転がってしまった。

　いざアレクサンドルと対たい峙じした瞬間──リセルは自らの内から噴き上がったすさまじいまでの憎ぞう悪おに圧倒された。

　食われたのだ。

　たちまち、内から爆はぜるように湧き出した憎ぞう悪おに吞のまれ、そのまま意識を失い──次に気付いたときはすべてが終わった後だった。

　リセルは龍骸甲から離れていた。地面に仰向けに倒れ、多数の兵に槍やり先さきを突きつけられていた。アレクサンドルが冷え切ったまなざしでリセルを見下ろし、その隣でユーリアが、こちらは心配そうな顔を浮かべていた。

　オルテンシアはリセルの傍かたわらに座り込み、リセルの手を握って──泣いていた。




『ごめんなさい』




　なぜか彼女に、そう謝られた。

　オルテンシアの涙を目にし、ごめんなさいという言葉を耳にした瞬間、リセルは激しい後悔に見舞われた。自分は取り返しのつかないことをしたのだと。だがすべては後の祭りだった。

「なるほど。ゆえに狂乱の魔王子か。たった六歳で、なんの鍛錬も積まず、いきなり龍骸甲を鎧よろうとは」

「あっさり食われたけどな。龍骸甲なんて二度と鎧よろうかとそのとき心に誓ったよ。だから俺は龍闘士にならなかったのさ」

「き、狂乱の魔王子が、煌こう都とで夜な夜な辻つじ斬りをしていたという噂うわさは本当か？」

「気に入らない侍女を数十人まとめて手打ちにしたというのは？」

　近くにいた者たちの間から、堰せきを切ったように質問が上がり始める。

「さあ？　その辺のことは昔すぎて忘れたな」

　リセルはミアを抱きすくめたまま肩をすくめた。

「これで終わり……といいたいところだが、もうひとつだけ教えてやる。俺がコーレルへ来ることになったのは、上様の意志だ。上様は俺を処刑したと見せかけ、こっそり親おや父じに預けたのさ。俺が成人したら、ダンタス地方を受け継がせるとの約定つきでな」

　実際はそんな話は一度も聞いていない。リセルが生き長らえたのは、ドレッドが助けてくれたからだ。

「噓うそだっ」

　テリオが唾を飛ばし、怒鳴った。

「おまえのいっていることはすべて偽りだ。親おや父じはそんなこと、一度もいっていなかったぞ！」

「おまえなんかに、こんな大切な話をするわけがないだろ。どうしても疑うなら、起こして聞いてみろ。俺がいったことが本当だってわかる」

「そんな……そんなはずは……親おや父じは俺に……」

　愕がく然ぜんとするテリオ。やはりドレッドから、将来のことに関して何かいわれていたのだろう。

　この様子だと、彼はまんまとこちらの言い分を真に受けてくれたようだ。よし、と内心で手応えを感じながら、リセルはさらに言葉を紡つむぐ。

「なのに親おや父じのやつ、今まで俺を家来扱いしやがって。心底うんざりしたぜ。ここにいた十一年は、クソでしかなかった」

　口にした途端、胸が痛んだ。ドレッドに、また、今自分が人質に取っているミアに対しても申し訳なさが募る。だがこれくらいいわなければ意味がない。

「ふざけるなっ！」

「あれだけご恩を受けた殿に、なんという言い草！」

「たとえおまえが本当にセルベリオスの血筋だろうと、今の言葉は決して許さんぞ！」

　案の定、まわりの騎士や兵たちから次々怒号が浴びせられる。

「そんな……兄さん……！」

　ミアがかすれた声でつぶやいた。

「見損なったぜ、リセル」

　ルスランが汚いものを見るように顔をゆがめ、吐き捨てる。

　そう。それでいい。

　俺はそういう最低の輩やからだと、思ってくれればいい。胸が痛むのは──気のせいだ、きっと。

「……これでわかっただろ。この城も、街も、本来俺のものなんだよ。だから返してもらう」

「そんな言い分を誰が聞くかっ！　もう勘弁ならん、今すぐここでおまえを殺してやる！」

　テリオが激高し、腰の剣に手をかけたところをトーエンに止められた。

「よせ、ミア様が危ない」

「しかし！」

　もう一息だ。リセルはさらにたたみかける。

「残念だったな、テリオ。おまえ、ミアを嫁にして、親おや父じの後を継ぐ気まんまんだったもんな。おまえが昔からミアにべた惚ぼれだったのも知ってるぜ」

　リセルはミアの耳元に自分の顔を寄せると、彼女にふっと息を吹きかけた。

「あっ……」

　ミアがびくん、と身体からだを震わせる。

「だがこいつも、俺のもんだ」

「リセルゥゥッ！」

　テリオがついに剣を抜いた。まわりで見ていた別の者たちの間にも、殺気が張りつめる。

「落ち着け。おまえたちがそんなことでは」

　トーエンが皆をなだめようと声をかけた、刹那。

「うわあああっ!?」

「ま、待てっ！」

　突然、兵の中から大声が上がった。皆の目が一斉にリセルから声のしたほうへ移る。

　エリカが先ほどまで自分が鎧よろっていたⅡ型に駆け込み、開いたままの内殻へ頭から飛び込むのがリセルにも見えた。彼女はそのまま息つく間もなく、Ⅱ型を再び立ち上がらせる。




　ウオオオオ……ッ！




　息を吹き返したかのように、Ⅱ型がうなり声を上げた。

「どけっ！」

　エリカはⅡ型の装甲を開けたまま、駆け出した。地響きを立て、兵たちを蹴散らすようにしながら彼女がまっしぐらに目指したのは──無論、オルテンシアのところだ。

「姫様、こちらへ！」

　オルテンシアのそばまでたどり着いたところで腰を落とし、Ⅱ型の両腕をさしのべる。

　オルテンシアの動きにも迷いはなかった。そばにいた兵が捕まえようと手を出してきたのを身をひねって巧みにすり抜けると、素早くⅡ型の腕に飛び乗り、肩のところにしがみつく。

　すかさずⅡ型が腰を上げ、城の門が閉まるよりも早く外へ飛び出していった。

「追えっ、逃がすなっ」

「ええい、何をぼさっとしている！　あいつを街の外へ出すなっ」

　トーエンとテリオが立て続けに叫ぶ。

　と、追い打ちをかけるように、広場の一角に集められていたレギオル家の捕虜までもが兵の囲いを破り、逃げ出した。

「おい、こらっ！」

「待て！　待たんか！」

　広場の混乱がますます深まる。レギオル家の面々は、誰ひとり脱落することなく、まんまとオルテンシアたちに続いて城から脱出することに成功した。

　残るはリセルだけだ。

「最初から、これがねらいだったのか？」

　スタイフが質問してきたのには答えず、リセルはミアの腕を取ると、自分も──オルテンシアたちとは逆に、城の中へ向かって駆け出した。
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　リセルが目指したのは側塔のひとつだった。追いすがってくる兵をなんとか振り切り、中へ飛び込むなり、一ヶ所しかない扉を急いで閉める。

「しまった、塔の中に！」

「急いでこじ開けろ！」

　激しい音と振動を伴い、扉が内へ押される。兵が何人も、体当たりで扉を破ろうとしてきたが、それよりほんのわずか早く閂かんぬきまでかけ終えることができた。

「ふう……」

　いったんこうしてしまえば、そう簡単に中へ入り込まれることはない。ここはドレッドが物見のためだけでなく、いざ敵に攻め込まれた際拠より所どころのひとつとして立てこもることも考え、作らせた建物だからだ。踏み込まれるまで、少しは時が稼げるだろう。

　広場で問答を重ねているうちに日が完全に落ち、夜になっていた。そのため塔の中は暗い。扉の脇の壁に松明たいまつがかけられていたものの、光の届く範囲は限られていた。すぐ近くにいるミアがどんな顔をしているのかさえよく見えない。

「……」

　リセルが反乱を起こしてからこっち、彼女は一言も口をきいていなかった。走って荒くなった息づかいだけが聞こえてくる。

「こっちだ」

　リセルは扉を閉めるためいったん離していたミアの手を改めてつかみ、もう一方の手に松明たいまつを持った。そのまま壁に据えつけられた螺ら旋せん状の階段を登り、塔の一番上を目指す。

　目的の場所までたどり着いたところで再び彼女の手を離し、ようやく一息ついた。

「誰もいないみたいだな。助かった」

「槌つちを持ってくるんだ、急げ！」

　下のほうから、扉に何かのぶつかる鈍い音や兵たちの声が、途絶えることなく聞こえてくる。

「……ごめん、ミア」

　リセルは頭を下げた。返事はない。もとよりリセルも、謝ったところで許してもらえるなどとは思っていなかった。

　自分は取り返しのつかないことをしてしまったのだ。十一年前のあのときのように。またしてもというべきか。

　言い訳する気はなかった。とことん軽蔑してくれればいい。もう二度と、会うこともなくなるのだから。

「これから……どうするんですか……？」

　ミアがようやく口を開いた。口調は固かったが、怒っている様子はあまり感じられない。どちらかというと心配されているように聞こえるのは気のせいだろうか。

「……さてと」

　リセルはミアの問いに答えず、彼女に背を向けた。壁に松明たいまつをかけ、窓のひとつに歩み寄り、そこを開ける。月明かりに照らされた町並みをほのかに見晴らすことができた。裏手に続く通りを、松明たいまつの光が群れになって動いているのが目に入る。兵の叫び声も聞こえてきた。

「北門を閉めろ！」

「絶対街の外へ出すな！」

　オルテンシアたちか、あるいはレギオル家の捕虜たちが逃げているのを、兵たちが追っているのだろう。はたしてどちらか。さすがに夜では、月が出ているとはいえそこまではわからなかった。街の外にいるはずのクラヴィアたちは、今のところ攻め込んで来てはいないようだ。

　じきに、北門のほうから何かが破砕される音と、兵たちの悲鳴が響いてきた。

「うわああっ!?」

「こ、こいつ！」

　恐らく、龍骸甲で門をぶち破ったのだろう。なんとなくエリカではないかという気がした。彼女ならそれくらいなんのためらいもなくやりそうだ。

「やっぱりあいつは猪いのししだな」

　一緒に逃げているオルテンシアに何事もなければいいが、と心配になる。

「……これからどうするんですか？」

「……」

　もう一度ミアが問いかけてきたが、リセルはやはり何も答えなかった。彼女に背を向けたまま窓から離れ、近くの壁を調べ始める。

「……本気じゃないですよね」

　本気とは、どこにかかっているのだろう。反乱を起こしたことか。それとも、ここコーレルでの十一年にわたる暮らしをばっさり切り捨てたことか。

「……本気だよ」

「噓うそですっ」

　ミアは声を荒らげ、リセルの言葉を言下に打ち消した。

「兄さんは……リセル兄さんは……噓うそつきです……！」

　今度は声がくぐもる。リセルは手を止め、ようやくミアを振り返った。松明たいまつの灯あかりに照らされながら、こちらをひたと見据える強いまなざしとぶつかる。

「そうだよ」

　リセルはミアの目を受け止めながら、言い含めるように言葉を返した。

「俺は噓うそつきだ。だから今までだって、本当のことは一言もいわなかった。偽りの経歴で、ミアのこともずっとだましていたのさ」

「それは……知ってました」

「え？」

「兄さんがきっと本当は、尊い血筋の方なんだろうってことは、なんとなく……さすがにあのイングウェル様だとは思いませんでしたけど……」

「どうして……」

「お父様の兄さんに対する接し方は、テリオたちとは、ほんの少しだけ違ってましたから」

　まったく気付かなかった。リセルはドレッドが、自分のことをテリオたちと一切分け隔てなく、同じように養育してくれたと信じ込んでいた。ドレッドもそう思っていたに違いない。同僚のテリオやルスラン、スルクも。

　ミアだけが、そうではないと見抜いていたというのか。

「でも……そんなの、私にとってはどうでもいいことでした」

　こちらを見つめるミアの目に、ひときわ力がこもる。

「私にとって、兄さんは……あくまでリセル兄さんでしたから」

「……どうしてそこまでこだわるんだ」

　ずっとそのことが疑問だった。なぜミアは自分のことだけを兄さんと呼ぶのか。なぜやめろといってもやめようとしなかったのか。

　これまで何度も本人に尋ねたが、答えはいつも同じだった。

『兄さんは兄さんですから』

　そこまでかたくなだったのは、なぜなのか。

「確か、はじめは間違えてそう呼んだんだよな」

「はい。兄さんがここへ来てすぐのときですね」

　あれは今から十一年前、リセルがドレッドに引き取られたばかりの頃。

　テリオたちと剣の稽古をしていた際に、リセルは熱を出して伏せっていたミアの様子を見てくるようドレッドに命じられ、彼女の部屋を訪れたのだった。

「俺が行ったらミアがちょうど目を覚まして、俺のことを寝ぼけて兄さんっていったんだ」

「……私、ずっときょうだいが欲しかったんです。特にお兄さんが。あのときもちょうどそういう夢を見ていて、起きたら兄さんが目の前にいて」

「それでうっかり口にしたのか」

　そこまではわかる。それくらいのことなら誰にでもあるだろう。いかにも子供らしい、ほほえましいできごとだ。問題はその後、なぜ兄さんと呼び続けたかだ。

「あのとき、ほんの一瞬でしたけど、兄さん、すごく悲しそうな顔をしたんです」

「俺が？」

「兄さんのその顔を見たとき、私……思ったんです。きっとこの人は、本当の妹さんともう会えなくなってしまったんだって。だから私が……妹になってあげようって」

「それで……ずっと……？」

「今まで黙ってたのは……こんなことをいったら、兄さんが怒るかもって思ったからです」

「そんなことは……」

　ない、とは言い切れなかった。ミアにそう打ち明けられて、はたして自分は平静を保っていられただろうか。自信はなかった。

「……本当の妹さんは、オルテンシア様だったんですね」

「それは……」

　オルテンシアにしたところで、実の妹ではない。あくまで義理、血筋でいえば従妹だ。それでも、妹といって思い当たるのは彼女だけだった。

　自分はオルテンシアと会えなくなったことを、そんなに悲しんでいたのだろうか。今となってはよくわからない。すまないと思っていたのは確かだし、どうして彼女が泣いていたのか、自分にごめんなさいといったのか、ずっと疑問を抱いていたのも間違いない。

　それは──本当は悲しんでいたからなのだろうか。

「オルテンシア様とまたお会いできて、よかったですね、兄さん」

「……」

「本物がいらっしゃるんですから……私はもう、兄さんって呼んだらいけないですね」

「ミア……」

　リセルはごめん、とまた詫わびの言葉を口にしようとして、やめた。

「……今までありがとう」

　代わりに、そう告げる。

　ずっと思い違いをしていた。

　これまで自分がミアの面倒を見てきたとばかり思っていたが、本当は逆だった。

　思い返せば、ミアにそう呼ばれるようになって。

　違う、やめろと口ではいっていたものの──リセル自身も、そう呼ばれることに甘んじてきたのではなかったか。

　気を遣われていたのも、面倒を見てもらっていたのも、自分のほうだったのだ。それにまったく気付かなかったとは、うぬぼれもはなはだしい。

「これからどうするんですか」

　ミアがみたび問いかけてきた。

「俺は……」

「噓うそは駄目ですよ」

　口を開きかけたところで、すかさず釘くぎを刺される。

「逃げるさ。謀む反ほんに失敗したみじめな奴やつとしてな」

　リセルは正直に答えた。下手をすればアレクサンドルを殺した犯人にされ、クラヴィアやザフィーアに追われる身になるかもしれないが、それでも構わなかった。自分がそうなることで、ドレッドやミア、コーレルに暮らす皆が助かるなら。そのためにも──

「あっさり捕まるつもりも、死ぬつもりもない。あがけるだけあがいてみる」

　この側塔へ逃げ込んだのもそのためだった。見通しがまったくないというわけではない。きわめて細い、今にも切れそうな糸も同然だったが、そこに賭けようと決めていた。

　リセルは再び、壁を調べ始めた。

「もう少しだ、力をこめろっ！」

「もう一度いくぞ！」

　下から激しく何かのぶつかる音と、兵たちの叫び声、扉がきしむ音が絶えず聞こえてくる。

「必ずここのどこかにあるはずなんだよ」

　焦あせりが募るのを、落ち着け、と声に出さずなだめながら、リセルはなおも壁を調べ続けた。

　そしてようやく、探していたものを見つける。

「ここか！」

　石積みの壁をまさぐるうちに、指先が他とわずかに感触の異なる一角に触れた。そこを両手で思い切って押すと、壁の一部が床をこすりながら回転し、後ろにあった隙間をさらけ出した。

「これって……」

「親おや父じがひそかに作った、脱出経路だ」

　リセルは松明たいまつを取ってきて、隙間を照らした。床はなく、ぽっかりと穴が広がっている。

「なるほど、縄をかけて、下に降りられるようになってるんだな」

　壁に金属の輪が打ち込まれているところがあった。下までいけば、城の外に出られるだろう。

「縄は……そこか」

　素早く周囲に目をやり、近くに目当てのものがあるのを確かめる。

「親おや父じが前に、この塔にはこういう秘密の仕掛けがあることを、俺に話してくれたんだ」

　追っ手に踏み込まれる前に見つけられるかどうかが勝負の最初の分かれ目だったが、まずはうまくいったと見てよさそうだ。

「この話をしていたときの親おや父じの顔を、今もよく覚えてるよ。得意げに、見つけられるものなら見つけてみろっていってたんだよな。ざまあみろ親おや父じ、見つけてやったぜ」

「兄さん、いつの間にか、お父様のことを親おや父じって呼ぶようになったんですね」

「あ、いや。これは」

「お父様、きっと喜びます」

「それはどうかな」

　あんな大喧げん嘩かになったくらいだから、リセルがそうすることをドレッドは認めないだろう。

「よし、あと一息だ！」

「ミア様！　ご無事ですか！」

　下から聞こえてくる音が、ひときわ大きくなった。扉が破壊されるまでもう間がない。

　リセルは縄を取ってきて、隙間の壁の金属の輪にかけた。

「ミア、俺は行く。今まで本当に世話になった」

「リセル兄さん……」

「こんなことをして、本当にごめん」

「謝らないでください」

　途端にミアの顔がくしゃ、とゆがむ。

「兄さんは……すべて覚悟の上で、こうしたんですよね？」

「……そうだよ」

「だったら……謝ることなんて……」

　ミアは涙を見せていなかったが、声にははっきりと、嗚お咽えつが混じっていた。

「……もう、お会いできないんでしょうか」

「さすがにここまでやっちまったら、難しいだろうな」

　輪にかけた縄を引っ張りながらリセルは答えた。仮にここから無事逃げおおせたとしても、今後ミアと会う機会が再び得られるとは思えない。言葉をかわすのもこれが最後だろう。

「こんなことをいえる立場じゃないが……幸せになってくれ、ミア。親おや父じもそれを望んでる」

「幸せ……」

「実は俺、親おや父じにおまえを嫁にしろっていわれたんだよな」

　リセルの言葉を聞いて、ミアが大きく息を吞のんだ。

「そ、それで？　リセル兄さんは、お父様になんて答えたんですか？」

「答えるも何も……その後大喧げん嘩かになっちまったからなあ」

「じ、じゃあ兄さん自身は……そのことをどう思っているんですか」

　ミアが続けざまに問いかけてきたところで、下から扉の破砕される音が聞こえてきた。

「上だ！」

　間をおかず兵士たちがなだれ込んできて、たちまち、彼らが階段を上がって来る足音が塔内に反響する。

「悪い。もう行かないと」

「教えてください」

　リセルは話を打ち切ろうとしたが、ミアの口ぶりのひたむきさに、動きを止められてしまう。

「ミア……」

「教えてください、兄さん」

「……そんな未来も、ありかもなって思ったよ」

　リセルはじっとミアの目を見つめ、答えた。

「きっと隠居した親おや父じと毎日喧けん嘩かばかりして、そのたびミアに泣かれたり、叱られたりするんだろうが……それも楽しいかなって」

「噓うそじゃないですよね」

「噓うそじゃない。もしそうだったら、ミアにはすぐわかるだろ？」

「はい。わかります」
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　ミアがこくりと頷うなずき、微ほほ笑えんだ。

「そうなったら私、兄さんの子をうんで育ててますね。兄さんによく似たとてもかわいい子を」

「ミアに似たほうがかわいいと思うぞ」

　階段を踏みしめる兵たちの足音が大きくなってきた。これ以上はもう無理だ。

「じゃあな、ミア」

　リセルはミアに手を上げ、挨拶すると、彼女に背を向けた。縄をつかみ、隙間にできた穴へと身を躍らせる。

「リセル兄さん！」

　頭の上から、ミアの声が降ってきた。続いて兵たちの叫び声も。

「ミア様、ご無事ですか!?」

「謀む反ほん人はどこだ!?」

　穴の一番下へは、すぐにたどり着いた。灯あかりは一切なく真っ暗だったが、適当に当たりをつけて押したところが当たりだったようで、またしても壁が一回転し、外へ通じる隙間ができる。

　リセルは隙間をすり抜け、城の外へ出た。これで第二の分かれ目も乗り越えられたようだ。

　第三は──




　夜の街道を、馬で駆ける。山間を進む細い裏道だったが、勝手をよく知っているので、月明かりしかなくてもためらうことはなかった。手綱を握り、鐙あぶみを蹴って、馬をひたすら先へ先へと進ませる。

　側塔から脱出した後、リセルは街で馬を一頭奪い、エリカのぶち破った北門を通って街から出ることに成功していた。レギオル家の捕虜が騒ぎを起こし、兵の多くがそちらの始末に追われていたため、うまいことすり抜けられたのだ。そうでなければ厳しかったに違いない。

　やがてリセルは、エリカの鎧よろうⅡ型に追いついた。こちらも街道をひた走っている。




　ウウ……




　Ⅱ型のうなり声も聞こえてきたが、それほど高ぶっている様子はない。

「オルテ、大丈夫か」

　横に並んだところで、リセルは真っ先にオルテンシアに声をかけた。彼女は城を脱出するときと同じく、Ⅱ型の肩のところにしがみついたままだった。

「平気です。イング兄様こそ、よくご無事で」

　見たところ彼女が怪け我がをしている様子はなかった。リセルは少し安あん堵どする。

　街から無事に出られるかどうかが第三の分かれ目だとしたら、第四の分かれ目がオルテンシアたちに追いつけるかどうかだった。いずれもなんとか越えられたようだ。

　そうなると次の第五の分かれ目は、このまま無事に逃げおおせることができるかどうかになるが──それが一番難しい。リセルの馬も、エリカのⅡ型も、いつまでも同じ勢いを保つことはできないからだ。追っ手もすぐにかかるだろう。

「遅参っ」

　エリカが怒鳴ってきた。相変わらず、Ⅱ型の胸の装甲を開けたままだ。

「別に示し合わせてたわけじゃないだろ」

「それで、次はどこへ行けばいい？」

「それなんだよなあ」

「考えてなかったのか!?」

「まさかこんなことになるとは思ってなかったしな。とにかく、今はこのままこの道を進んで、黒の街道に出よう」

　黒の街道は黒い霧に覆われた辺境地帯との境目を這はうように伸び、東方世界の外縁全域を覆っている道だった。そこを通ってセルベリオス家の勢力圏から抜けられるかもしれない。

　とはいえ、このままエリカにⅡ型をずっと鎧よろわせたまま逃亡を図るのは無理だということもわかっていた。同じ馬を休みなしに駆けさせ続けたら潰れてしまうように、このままではエリカの心身がもたない。レギオル家の龍闘士と戦い、その後オルテンシアを連れて逃亡と、ここへ至るまでエリカは何度もⅡ型を鎧よろい、動いてきた。本人は気が高ぶって気付いていないかもしれないが、実際は疲れ切っているはずだ。

　黒の街道に出たらⅡ型を捨てて、三人分の着替えを手に入れ、巡礼者にでもなりすますのがいいだろう。クラヴィアやザフィーアがたやすく見逃してくれるとは考えにくいが、他にましな案が思いつけなかった。

　それでもあきらめることなく、もっといい手はないかと頭の中で必死に考えながら、リセルはなおも馬を走らせる。

　と、そのとき。




　ウウ……！




「──！」

「エリカ、気をつけて！」

　オルテンシアが鋭い声で叫んだ。

「くっ！」

　エリカがⅡ型の足を抑えにかかった。Ⅱ型が勢いあまってたたらを踏む。リセルも並んで馬を止め、そのまま前方に目をやった。

「あれは……！」

　月明かりの下ではかろうじて見えるだけだったが、道をさえぎるように、縄のようなものが張られているのがわかった。しかもただの縄ではない。鋼でできた鋼線だ。エリカがオルテンシアを抱えたまま、Ⅱ型であそこに突っ込んだらどうなっていたことか。想像して慄然となる。

　明らかに罠わなだった。

　誰かがここに、罠わなを仕掛けていたのだ。




　ウウウ……！




「そこにいるのはわかってるぞ、出てこい！」

　リセルは街道の左手に広がる森に向かって声をかけた。たちどころに、がさっと木々を大きく揺らし、一領の龍骸甲が街道上に姿を見せる。

「ガ、ガビアス!?」

　エリカが驚きよう愕がくと悲痛の入り交じった声を上げた。

　紅蓮が用いる翠玉級ベリア龍骸甲ガビアスが、まるでリセルたちがこちらへ来ることがわかっていたかのように、この場に待ち受けていた。
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　ウウウ……！




　目の前のガビアスがこちらを威嚇するかのように、低いうなり声を発した。

「ここで待ち受けた甲か斐いがあったぜ。手柄は俺の総取りだ」

　龍闘士の声が聞こえてきた。胸の装甲が閉まっているため、男ということ以外はわからない。

　リセルは急いで周囲を見渡した。近くに他に龍骸甲はおらず、騎士や兵士の姿も見えない。目の前のガビアスはただ一領で、ここに張り込んでいたようだ。

「どうして私たちがこちらへ来るとわかったんだ……！」

「くくく。おまえたちはまんまと引っかかったんだよ。街の正面に殿下がどんと陣取ってりゃ、どうしたって別の道を逃げるしかねえからなあ」

　相手の龍闘士が嘲るように告げた。

「さて。そちらにおわすはオルテンシア殿下とお見受けいたします。私と一緒にお越しいただけますか。我が主が、ぜひとも殿下にお会いしたいそうです」

「……」

　オルテンシアは何も答えない。

「無駄な抵抗はなされないほうが賢明かと。我が主は殿下のご尊顔が見られさえすれば、それでいいそうですので」

　相手の龍闘士はあからさまにオルテンシアを恫どう喝かつしていた。ご尊顔が見られさえすればの意味は首だけでもいい、すなわちオルテンシアの生死は問わないということだ。

「無礼っ！　姫様に対して、なんたる口をきくか！」

「ドレッド・ファースと組んで、上様を手にかけた大罪人だろうが」

「姫様は、上様を弑しい逆ぎやくなどしていないっ」

「やめとけ」

　リセルはエリカをさえぎった。

「あいつに本当のことを話したところで、説得なんかできやしない。クラヴィア姉がそういう風に決めつけて、命令を出している以上な」

「そういうことだ。俺たちはただ主の命に従うのみ。おまえだってそうだろう？」

「くっ……」

　エリカが唇をかむ。話し合いの余地などどこにもない。はじめからわかりきっていたことだ。

「……姫様、リセル・ベインのほうへお移りいただけますか」

　エリカはⅡ型の腰を落とし、片膝をついた。彼女も覚悟を固めたようだ。

「わかりました」

　オルテンシアがⅡ型から地面へ降りる。リセルはすかさず彼女に近寄り、馬上に引き上げた。

「リセル・ベイン。ここは私が食い止める。おまえは姫様を連れて先にいけ」

　エリカの声は硬かった。スタイフが二領のⅠ型を倒したときのことを思い出しているのかもしれない。目の前の龍闘士の力量は不明だが、紅蓮の一員となれば相当な手て練だれなのは間違いあるまい。互角に渡り合える見込みは限りなく低いと本人もわかっているのだろう。

　それでも今は、賭けるしかなかった。少しでもエリカに時を稼いでもらい、その隙に自分はオルテンシアを連れてできる限り遠くまで逃げる。取れる手立てはそれだけだ。

「死ぬなよ」

「おまえこそ、決して姫様を危ない目に遭わせるな。かすり傷ひとつ負わせても許さないぞ」

　エリカのⅡ型が再び立ち上がった。胸の装甲を閉め、ガビアスに対して身構える。




　ウウウ……！

「推参っ」




　エリカの叫びと、Ⅱ型のうなり声が重なった。Ⅱ型が地面を蹴り、ガビアスに向かって駆け出す。Ⅰ型相手のときと同じような、猪いのししよろしくまっしぐらに突っ込んでいく戦法だ。

　ガビアスは大きく動こうとはしなかった。わずかに半身の体勢を取っただけで、軽々とⅡ型の突進をかわす。




　グオッ！




　Ⅱ型は勢いあまりたたらを踏んだ。地面を踏みしめる震動がリセルのところに伝わってくる。




　グオオッ！

「まだまだっ」




　エリカはⅡ型を反転させ、再びガビアスに突っ込む。ガビアスはこれもよけた。




　グオオオッ！

「今度こそっ！」




　Ⅱ型の突進はさらに続いた。だが三度目も同じだった。Ⅱ型は両腕も伸ばし、なんとかガビアスを捕らえようとしたが、相手の動きが素早く、鉤かぎ爪の先を引っかけることさえかなわない。




　グッグッ……




　リセルの目には、ガビアスがまったく本気を出しておらず、それどころかⅡ型相手に遊んでいるようにさえ映った。聞こえてくるうなり声にも余裕めいたものを感じる。

　なんとかエリカがガビアスに組みつき、動きを掣せい肘ちゆうするのを確かめてから動きたかったが、この分ではどうやら難しそうだ。危険だが、Ⅱ型とガビアスが動いている脇を無理矢理すり抜けるしかない。幸いといっていいのか微妙だが、道に張られていた鋼線は、Ⅱ型とガビアスが動き回ることで生じた揺れのせいで、うまいこと外れていた。

「オルテ、しっかり俺につかまってろ」

「わかりました」

　オルテンシアの両腕が、リセルの背から腰に回される。彼女のぬくもりをわずかに感じながら、リセルは鐙あぶみを蹴った。馬が駆け出し、二領の龍骸甲が戦っている場に迫る。おびえる馬を懸命にけしかけ、速度を落とさないまま、Ⅱ型とガビアスの横を駆け抜けようとする。




　グオオッ！

「まだまだっ」




　同時にエリカが叫び、もう一度ガビアスを捕まえようとⅡ型の両腕を伸ばした。

　ガビアスはこの攻撃も軽々とかわし、Ⅱ型の背中側にまわって──




　ウオオッ！

「どらあっ！」




　相手の龍闘士が気合いと共にガビアスの左腕を振り下ろし、Ⅱ型の背に手刀を落とした。めき、と龍骸のきしむ音を立て、Ⅱ型が地面に叩たたきつけられる。

　この間にリセルの馬は、なんとかⅡ型とガビアスの間を通り、前へ出ることに成功していた。手綱を操り、先方に目をやりながら、リセルは背後の戦いの行方に耳をすませる。




　グアアアッ！

　ウオオオッ！




　間をおかず、激しい衝撃音と、二領の龍骸甲のとどろきが響いてきた。Ⅱ型のほうは明らかに苦く悶もんにうめいており、逆にガビアスのほうは猛たけり高ぶっている。

　背後にちらと目をやると、ガビアスが地面に倒れたⅡ型の背を足で踏みつけていた。ガビアスを押さえ込もうとして、逆にⅡ型が押さえ込まれた格好だ。




　グアアアアアッ！




　Ⅱ型が拘束から逃れようともがいている。

　ガビアスが鉤かぎ爪のついた左手を広げ、そんなⅡ型の頭蓋骨を鷲わしづかみにする。




　グググ……！




　何をする気だ、と思う間もなく、ガビアスが左腕をひねりにかかった。

「あいつ、頭を！」

　ガビアスはⅡ型の頭部をねじ切ろうとしていた。びきびき、と不穏な音が響く。




　ギアアッ……！




　Ⅱ型の頭蓋骨が悲鳴のような軋きしみ音を上げ、うめき声もますます苦しそうになった。そのままガビアスがⅡ型の背骨のほうへ頭蓋骨を引っ張る。Ⅱ型の内殻から背骨を介して各所に伸びていた繊維や鋼線がまとめて露出し、ぶちぶちと音を立てて切れていった。




　グガッ……！




　Ⅱ型の頭蓋骨が、まるで絶命したかのようにだらんと顎骨を開きながら、たちまちのうちに半ばもぎ取られてしまう。

「……！」

　この光景をオルテンシアも振り返って見たが、すぐに顔をそむけてしまった。

「エリカ……！」

　Ⅱ型の中にいるエリカがはたして無事なのか、確かめる術はない。

　ガビアスがⅡ型の頭蓋骨をつかんだまま、自らの上体を持ち上げた。Ⅱ型の頭蓋骨は胴体からほとんど切り離され、わずかに残った繊維と鋼線だけでかろうじてつながっている。




「逃げてんじゃねえッ！」

　グオオオオッ！




　相手の龍闘士がリセルたちに向かって叫んだ。ガビアスの声もそこに重なる。

　リセルは馬を走らせながら、何度も小刻みに後ろを振り返り、様子をうかがった。

　ガビアスがⅡ型の頭蓋骨を地面に捨て、その場から今度はリセルたち目指して一目散に駆けて来るのが目に入る。

「……っ！」

　リセルの全身に粟あわが立った。




　　　　２




　──来るな。

　漆黒の闇の中を走っている。

　前を見ても何も見えない。

　まわりがどうなっているのかもわからない。

　わかっているのはただひとつ。

　後ろから追われているということだけ。

「来るな……っ！」

　ようやく声が出た。

　追いつかれたら、そこで終わる。

　巨大な鉤かぎ爪で身体からだを鷲わしづかみにされ、あいつに食われてしまう。

　鋭い牙に腹をえぐられ、骨ごと肉を削り取られ、ぐちゃぐちゃと咀そ嚼しやくされるしかない。

　それが耐えがたくて、そうなりたくない一心で、ひたすら走っている。

　リセルが昔から、繰り返し見ていた夢。

　その夢が今や、現うつつになっていた。

　追ってくるのは邪龍そのものでなく、骸を用いた龍骸甲だったが、この際どちらでも同じだ。

　しかも今は、オルテンシアも一緒にいる。彼女の夢を久しぶりに見たのは、再び会うのを予見していただけでなく、共に追われることをも心のどこかで察していたせいなのか。

　もし、この後も夢の通りなら──リセルとオルテンシアはガビアスに追いつかれる。あがいても報われず、鉤かぎ爪に捕らえられる。そして巨大な牙と顎で肉をもがれ、骨を砕かれ、本当に食われてしまう。黒龍にそうされたアレクサンドルのように。

「誰がそんな目にっ！」

　それだけは、なんとしても避けなければ。

　夢の託宣からは逃れられない、と弱気が心中に頭をもたげかかるのを必死に押さえ込み、リセルは馬を駆り続ける。




　グオオオッ！

「待たんかこらああっ！」




　再びとどろく相手の龍闘士の絶叫。雄お叫たけびを上げ、荒々しく地面を踏み鳴らしながら迫り来るガビアス。

　追いつかれるまでは、あっという間だった。

　背後から強烈な殺気が烈風となって吹きつけてきたかと思うや、リセルは突然、自身の身体からだが地面から浮かび上がったような感覚にとらわれた。

「──!?」

　本当に浮いているとわかったのはその直後だった。何が起きたのかと考えるより先に身体からだが動く。手綱を放して腰をひねり、背後にいたオルテンシアを抱きかかえる。

　間をおかず、真下からとてつもない衝撃が全身を見舞った。

「ぐっ!?」

「うっ……！」

　自分の発したうめきだけでなく、オルテンシアの押し殺したような声も同時に聞こえた。リセルはオルテンシアを抱えた両腕に力をこめ、彼女を離さないようこらえる。ずる、と身体からだが横に滑り、そのまま地面に倒れ込んだ。勢いを殺しきれないまま身体からだが滑り、背中に石やら何やらがごつごつとぶつかって激しい苦痛に襲われる。

「つうっ……！」

　ようやく止まったときには、リセルはオルテンシアを上に乗せる格好で地面に倒れていた。

　どうしてこうなったのか、すぐにはわからなかった。

　すぐ近くに馬の絶え絶えの息づかいを感じ、顔をひねってそちらに目をやる。再び、気が遠くなりそうなほどの痛みが全身を貫く。

　馬が地面に横倒しになり、脚をばたつかせ、もがいていた。

　その向こうにガビアスの姿も見えた。腰をかがめ、両腕を天に突き上げる体勢を取っている。

　リセルは相手の龍闘士が何をしたのか、ようやく理解した。こちらに追いつくなり、ガビアスの両腕で馬ごとリセルたちを抱え上げ、そのまま投げ飛ばしたのだ。

「オルテ、大丈夫か」

「はい」

　声をかけると、すぐにオルテンシアの返事があった。意識を失ってはいないようだ。

　リセルのほうも、痛みは相変わらず続いていたが、なんとか動くことはできそうだった。その場で起き上がり、オルテンシアの手を引いて彼女も立たせる。

　そうしながら、自分の身体からだの状態を確かめた。

　大丈夫だ、骨まではいっていない。これならまだ走れる。

　恐らくこれでも、馬が下敷きになってくれたことで、だいぶ衝撃がやわらいだのだろう。そうでなければ、あれだけの勢いで地面に叩たたきつけられて無事で済むはずがない。リセルだけでなく、オルテンシアも。馬に対しては申し訳なかったが、おかげで助かったようなものだ。逆に自分たちが下敷きになっていたら、間違いなく命を落としていた。




　グオオオッ！

「ナメてんじゃねえぞこら……俺から逃げられるわけがねえだろうがっ！」




　ガビアスが馬を横に蹴り飛ばした。蹴られた刹那、馬が悲鳴をあげたがすぐに途切れ、無言で地面を転がっていく。生えていた木にぶつかり止まったところで手足をぶるぶると小刻みに震わせ、それ以上動かなくなった。

「そっちがその気なら、こっちも行儀良くするのはやめだ。もう容赦しねえ」

　ガビアスがリセルたちに向かって足を進めてきた。左腕をぐっと引き、力をためる。

「殿下には首さえ持ってきゃいいんだ。そこ以外は好きにさせてもらうぜ。どうされたい？　鉤かぎ爪でねじ切ってやろうか？　足で踏みつぶしてやろうか？」

　話しながら、一歩、また一歩と近付いてくるガビアス。リセルはオルテンシアを連れ、走って逃げようとしたが、地面に叩たたきつけられた影響がやはりあるのか、身体からだがうまく動かない。

「動けこら！　何やってる！」

　必死に自身を叱しつ咤たするものの、足がどうしてもいうことを聞かなかった。その場に射すくめられたように立ち尽くし、迫り来るガビアスをじっと見つめるのみになってしまう。

「よし、決めたぜ。こっちだ」

　ガビアスが間合いに入るなり、鉤かぎ爪の先端をかちかち鳴らしながら左腕をさらに引いた。

　リセルは咄とつ嗟さに、かろうじて動く両腕でオルテンシアを再び抱きかかえる。




「ドラアアアッ！」

　グオオオッ！




　ガビアスの左腕がリセルたちめがけて突き出された。叩たたきつけるような風と殺気の圧迫に、思わず目を閉じてしまう。

　次の瞬間、鉤かぎ爪の先でオルテンシア共々全身を粉砕され、すべてが無に帰──さなかった。

　自分の意識がまだ残っていることに戸惑いながら、リセルはまぶたを開いた。すぐ近くにガビアスの鉤かぎ爪がある。こちらに当たるわずか手前で動きを止めている。

　そして──そんなガビアスを押し返すように、オルテンシアが自分の手を前にかざしていた。

「……!?」

　──オルテがガビアスの攻撃を止めた？

　彼女の取っている体勢からは、そうとしか見えなかった。聖女には、そこまでの力があるというのか。

「これは一体？」

「……二度はできません」

　オルテンシアがふう、と息を吐いた。

「ガビアスの不意をつき、驚かせただけです。同じやりかたはもう通じません」




　グウウウ……！




　ガビアスが低いうなり声を上げた。まるでオルテンシアの言葉に同意したかのように。

「兄様が教えてくださった場所はこの近くではないのですか？」

「何の話だ？」

「変わった石のある場所です。街の北門を出て進んだ先だと話していましたよね」

「逆さツララ石のことをいっているのか？」

　まさかそこを目指すため、北門から逃走したというのか。こんなときに、なぜあんなところにこだわるのか。

　リセルがそう疑問に思った途端。

　離れたところで、突然、何かが崩れるような低い音が聞こえた。それと同時に、音の出所とおぼしきところから、光の柱が立ち上る。

「あれは……？」

「なんだあの光はっ」

　リセルと相手の龍闘士が相次いで疑問を口にした。

「……あそこだったのですね」

「何が？」

「行かないと」

「行くって、あの光ってるところにか？」

「はい」

　あの光の柱はなんなのか。あそこに何があるというのか。オルテンシアは何を知っているのか。リセルの疑問は深まる一方だった。




「おのれ……何をした。この魔性がっ」

　グオオオッ！




　相手の龍闘士が吠ほえるのに合わせてガビアスも全身を震わせ、再び動き出そうとする。

　間に合わない。逃げ出す前に今度こそやられる、そんな思いがリセルの内に兆きざした刹那。

「油断っ！」

　突然エリカの叫び声が聞こえたかと思うと、闇の中からⅡ型が飛び出し、ガビアスの背後に組みついた。装甲と装甲のこすれる音が闇の中に響く。




　グアアアッ！

　グオオオッ！




「エリカ！」

「無事だったのか！」

　Ⅱ型の見た目は無残なことになっていた。頭蓋骨は本来あるべきところにはなく、残った繊維と鋼線でかろうじて背中側にぶら下がっているのみ。まるであの世から現世に迷い出てきた幽鬼のごときありさまだったが──それでもまだ、しぶとく動いていた。




「捕まえた。ようやく捕まえたぞ！」

　ガアアッ！

「離せっ、この雑ざ魚こめっ！」

　グウウ……！




　ガビアスが苛いら立だたしそうなうなり声を上げながら、Ⅱ型を離そうとする。




「させるかっ」

　グウウッ！

「そんなガラクタで俺を止められるか！　このクソがっ！」

　ガアアッ！




　ガビアスとⅡ型が激しく足を踏み鳴らし、地面に揺れが生じた。

「リセル・ベイン、何をしている！　今のうちにっ！」

　エリカの叫びが、リセルの身体からだに鞭むちを打った。途端、動かなかった身体からだが、まるでくびきから解き放たれたようにふっと軽くなる。

「オルテ、行くぞ」

　返事を待たず、リセルはオルテンシアの手を握り、身を翻ひるがえした。

　目指すのは、あの光の柱だった。考え込んでいる暇はない。光の柱を目指し、ひたすら走る。道からすぐに森へ入り、立木の間を縫い、時折下生えに足を取られそうになりながらもなんとか進んだ。あたりはゆるやかな丘になっており、光の柱は頂上あたりから生じていた。

「オルテ、一体あそこに何があるんだ」

「わたしたちに残された、最後の希望です」

「希望……？」

　オルテンシアの口ぶりに、迷いは感じられなかった。




　グオオッ！

　ガアアッ！




　後ろのほうから、ガビアスとⅡ型が取っ組み合う音と、双方の発する声が絶えず響いてくる。

　やがて──闇と立木で見通しがほとんど効かない中、幾度となく光の柱を見失いそうになりながらも、リセルたちはなんとか目指す場所へたどり着いた。

「……光っていたのは、やっぱりこいつか」

　リセルの目の前には、逆さツララ石があった。頂上付近に木立はなく、石だけがぽつんと立っている。光は、石そのものから生じていた。走っている最中から、きっとそうなのだろうという確信めいた想おもいがあったが──それでも驚いた。

「どうしてこんなことになってるんだ……？」

　リセルはこの場所をこれまで何度か訪れたことがあったが、逆さツララ石が光っているのを見るのははじめてだった。話に聞いたこともない。

　オルテンシアがリセルの手をほどき、石へと近寄っていく。

「待て、不用意に近付くと危ない」

　リセルは制止したが、オルテンシアは聞かなかった。

　逆さツララ石からほんの少ししか離れていないところまで歩み寄ったところで、彼女は足を止めた。先ほどガビアスにやったのと同じように右手を前にかざす。

「我が名はオルテンシア・セルベリオス。なんじの姿を我が前に現せ」

　オルテンシアが告げた途端、まるで彼女にこたえるように光の強さが増した。きいいいん、と高い音も内側から響いてくる。そうするうちにぴし、と今度ははじけるような音がして、逆さツララ石の一部に亀裂が生じた。

　亀裂はリセルの見ている前でみるみる逆さツララ石全体に広がっていき、そして──

「オルテ、離れろ！」

　リセルは叫んだが、間に合わなかった。

　逆さツララ石が粉々に砕け散る。飛び散ったかけらが光を反射し、あたりに束つかの間ま、蛍が乱舞しているかのような光景を生じさせる。

「オルテ！」

「……」

　オルテンシアはその場で微動だにせず、様子を見守っている。

　光が収まったところで、リセルはツララ石があったところに別の何かがあることに気付いた。

「あれは……？」

　何があるのかは、すぐにわかった。だが、ありえない話だった。

　──そんなはずはない。

　心が、目に映ったものを打ち消そうとする。

　しかし、まぎれもない事実だった。

　逆さツララ石の中にひそんでいた、別の何かの正体。それは──

　一領の、龍骸甲だった。
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　逆さツララ石の中に、龍骸甲があった。

　一体いつから？　誰が、どうやってこんなところにこんなものを？

　リセルの頭の中がたちまち疑問であふれんばかりになる。

　……しかも。よく見るとただの龍骸甲ではなかった。

　装甲に覆われていない部分──龍骸がむきだしになっているはずのところが、そうなっていない。二の腕にも、腿ももにも、肉と皮がついている。

　頭部にしても同じだった。載っているのはうつろな眼がん窩かのくぼみをさらし、牙がむき出しになった頭蓋骨ではない。そこにも肉がある。皮がある。まぶたは閉じられていたが、今にも開いて、下から目が現れそうだった。

　リセルの目の前にいるのは、龍だった。龍骸甲のような装甲を身につけた、龍そのもの。

「こいつ……生きてるのか？」

　口にしたのは疑問だが、リセルにはそうとしか見えなかった。

　大きさは他の龍骸甲とさほど変わらない。装甲が龍の全身に合わせてうまく整えられているのか、全身の形状が流麗で、Ⅱ型あたりによく見られるような、装甲をお仕着せで纏まとっているような感じはまったくなかった。左右どちらの手もⅡ型のような巨大な鉤かぎ爪ではなく、指を備えている。もちろんその手も生身だ。

　左腕には、盾や手甲として使うとおぼしき三日月状の大きな装甲がつけられていた。その左手の盾と、両肩、胸を覆う装甲に、精緻な紋様が刻まれている。

　頭部の真ん中、額から後頭部にかけては、一本の長い角が鎌のようなゆるやかな曲線を描きながら伸びていた。

「兄様は、聖龍の伝説をご存じですか」

　オルテンシアがリセルを振り返り、尋ねてきた。

「もちろん知ってるさ」

　ミアと浴場でその話をしたことを思い出す。ほんの数日前なのに、大昔のできごとのように感じてしまう。

「これがその聖龍、もしくは聖龍にまつわるものです」

「本当にいたのかよ……」

　ただのこじつけではなく、実際に存在していたとは。普段ならそういわれても一笑に付すところだが、こうして実物を目まの当あたりにすると、素直に信じられた。聖龍の骸が今まで見つからなかったのも当然ということか。ここにこうしてひそんでいたのであれば。

「こいつがあるから、オルテはここへ来たんだな」

「はい」

「いつから知っていたんだ？」

　ずっと前からわかっていたのなら、もっと早く取りに来てもよさそうなものだ。

「父上が『このままではハーデスに食われる』といったときです。元々このことを知っていたのは母上だけでした」

　オルテンシアの母ユーリアが死んだのは五年前だったはずだ。煌こう都とやセルベリオス家にかかわる話題はなるべく聞かないようにしていたリセルだったが、彼女が急逝した話はさすがに耳に入ってきた。それにより、当時まだ十一歳だったオルテンシアが聖女の地位を継いだことも。

「母上の死に目にわたしは立ち会うことができず、遺言として、ここにこの子がいることを聞かされたのは父上だけでした。それを今回、わたしに教えてくれたのです」

「五年も内緒にされてたのかよ」

「父上は、本当はもっと早くわたしに話をしようとしていたのだと思います。でも、できなかったのです」

「なぜそう思うんだ？」

「父上は、龍骸甲に取り込まれてしまったからです」

　オルテンシアが唇をかんだ。

「落ち着いているときはとても聡そう明めいで、敬うことのできる、以前の父上のままでしたが……母上の死後はとみに感情の起伏が激しくなり、高ぶると誰も話ができなくなるほどでした」

「オルテでも？」

「わたしだけではありません。姉上たちもです。近年は、残念ながらそういうときがほとんどでした。ごくまれに、元の父上に戻るときもありましたが」

　新年の席で、オルテンシアにハーデスと工房を譲るといったときのアレクサンドルは、元の彼だったのだろうか。

「……わたしに救いを求めてきたときの父上も、確かに元の父上だったと思います」

「……」

　その場にいなかったリセルには、本当はどうだったのかの判断はできなかった。そもそもリセルにとってアレクサンドルは初めから恐怖と憎しみをかきたてられる存在でしかなく、元の父上といわれてもよくわからないというのが正直なところだ。

「兄様は、今のこの世界をどう思われますか」

　オルテンシアが唐突に話題を変えてきた。

「龍骸甲が多数存在する今の世界を」

「間違ってるに決まってる」

　リセルは間をおかず答えた。今の世界のありようは正しくない。龍骸甲などあってはならない。ずっと思ってきたことだ。

「そうですね。わたしもそう思います」

　オルテンシアが頷うなずいた。まるでリセルの答えがわかっていたかのように、当然とばかり。

「わたしはかつてこの世界を襲った大龍嘯しようが、今この世界に再び起きていると考えています」

「それは……」

　リセルは息を吞のんだ。それはまさに──

「俺もずっと……そう思ってた……」

「やはりそうでしたか」

　なぜかオルテンシアは、リセルがそこまで考えていたことも読んでいたようだった。

「わたしはこれまで、聖女として、龍骸甲の力を抑えようとわたしなりに努力を重ねてきました。ですがもう限界です。同じやり方のままでは、今の流れを変えることはできないでしょう」

「だとしたら……どうするんだ？」

「イング兄様」

　オルテンシアのリセルを見つめるまなざしと声に力がこもった。

「わたしは、この世のすべての龍骸甲を、消し去りたいのです」

　かみしめるような口調で、はっきりと告げる。

「なんだって」

　リセルは頭をいきなり固いもので殴りつけられたような衝撃を覚えた。

　なんとなればそれもまた、自分が考えていたのと同じことだったからだ。

「どこかにまとめて封印するってことか？」

「違います」

「なら、破壊するのか」

「そうです」

　確かに、やるならそこまでやらなければ駄目だろう。いったん世間の目から隠しても、どこかに残しておいたのでは、後にそれを誰かが見つけ出し、また利用しようとするかもしれないからだ。再び鎧よろおうとする者が出てこないよう、完全になくしてしまわなければならない。

　だがそれは、とてつもない茨の道を歩くということでもある。ただの茨ではない。一歩踏み込んだだけで足の皮が破れ、血まみれになること必至の鉄の茨だ。

「たとえオルテがそうしたいといっても、姉たちは絶対納得しないぞ」

　ザフィーア、クラヴィア、マーギア。今後アレクサンドルの後継に名乗りを上げるはずの誰ひとりとして、オルテンシアの話を素直に聞き入れるとは思えなかった。ひとたび手に入れた強大な力を、誰も簡単に手放すはずがないからだ。オルテンシアが話し合いでなんとかしようと考えているのだとしたら、甘すぎる。

「わたしは使命を果たすためならば、姉上たちと戦うことになるとしてもやむを得ないと思っています」

　リセルの胸の内を察したかのように、オルテンシアが言葉を継いだ。

「……聖女様の口から、そんな言葉を聞くとはな」

　まさかそこまで考えていたとは。あのオルテンシアが。

　彼女は他の姉たちのように自分の軍勢を持っていない。聖女として龍骸甲の製造にかかわっているとはいえ、アレクサンドルの娘たちの中では最も戦からかけ離れた存在として、世間では受け止められているだろう。

　そんな彼女の本心が、そうした世間の見方と、まったく逆だったとは。

「わたしと一緒に来てくれますか、兄様」

　オルテンシアがじっとリセルを見つめ、告げた。
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　オルテンシアの双そう眸ぼうは、リセルの心の内までも見透かすかのようだった。

　リセルはそんな彼女のまなざしを正面から受け止める。

「俺は……」

　悩むことなど何もないはずだった。返事ははじめから決まっている。

　今まで誰ひとり、ドレッドやミアでさえわかってくれなかったことを理解し、同じ目的を抱ける相手がようやく現れたのだ。それがあのオルテンシアだというのは、なんという運命のめぐり合わせだろう。

　……にもかかわらず、リセルは彼女の問いかけをすぐに承諾できなかった。なぜなら──

「……まさか俺に、この龍を鎧よろえっていうんじゃないだろうな」

　目の前の龍は、構造上は龍骸甲と変わらないように見えた。胸の装甲も開くようになっている。内には龍骸甲のように人ひとりがすっぽり収まる場所があるだろう。

「はい。そのまさかです」

「無理だ」

　リセルはすかさず答えた。

「俺は龍闘士じゃないんだ。龍骸甲を鎧よろうことはできない」

「この子は龍骸甲とは違います」

「同じようなもんだろ」

　龍骸甲が龍そのものに変わろうと、リセルの気持ちは変わらない。エリカにいったのと同じようなことをまた口にしている自分がつくづく情けなくなる。しかし、偽りのない本音だった。

「兄様ならできます」

「無理だって」

「できます」

　なぜトーエンもオルテンシアも同じことをいうのか。リセルができないといっているのに。

「さっきテリオたちの前で話したことを、オルテも聞いてただろ。俺は二度と龍骸甲を鎧よろわないって決めたんだよ」

　抑えきれない苛いら立だちが身体からだの奥からこみ上げてきて、リセルは思わず頭をかきむしる。

「怖いからですか」

「何……」

「兄様はご自分の意志で龍闘士にならないことを選んだといいましたが、本当は龍骸甲が怖くて、逃げているだけではないのですか」

「──！」

　どくん、と心臓が大きく跳ねた。

　その通りだ。

　どうしてそこまでわかるのかという驚きと、どうしてそこまでいわれなくてはならないのかという羞恥が同時に湧き起こった。ふたつの感情がたまっていた苛いら立だちに火をつけ、瞬時に歯止めのきかない怒りへと転じさせる。

「どうなのですか」

「ああ、そうだよ。だからどうした」

　重ねて問われ、ついにこらえが効かなくなった。全身がかっと熱くなり、思わず声を荒らげてしまうのを、どうにも抑えられない。

「あんな目に遭って、また鎧よろおうなんて思う奴やつがどこにいる？　そんなのはただの大馬鹿だ」

　はじめて龍骸甲を鎧よろい、食われてしまったときの感覚を、別の何かにたとえるとしたらなんだろう。水におぼれるのが近いだろうか。泳いでいて突然深みにはまったとわかったときの、あの感じ。どこにもよるべがないと悟り、恐怖で混乱する、あの。

　しかもあのできごとは、リセルのその後にも深刻な影響を及ぼすようになった。

　リセルが龍骸甲のうなり声を聞くようになったのは、あれ以来だった。あのできごとがきっかけになっているのは間違いない。

「あんな気色悪い声を上げる化け物に、なんでわざわざ自分からすり寄らなくちゃならない？　そんなの、断じてお断りだ」

「やはり龍骸甲の声が聞こえているのですね」

「え？」

　今、オルテンシアはなんといった？

　やはり龍骸甲の声が聞こえているのですね、だと？

　そういうからには、つまり──

「わたしにも聞こえています」

「龍骸甲の声がか」

「兄様が持つその力は、わたしが持つ力と同じです。夢の話をうかがったときから、そうではないかと思っていました」

「……まさかオルテも、邪龍に追われるあの夢を？」

「はい」

　またしても一緒だとは。リセルは気が遠くなりそうになった。ここまできたら、ただ偶然が重なっただけとはとても考えられない。はっきりした理由があるはずだ。それはなんなのか。

「怖いのは、わたしも同じです」

　オルテンシアが面を伏せ、かみしめるように告げた。

「新たな龍骸甲が製造され、祝福の儀式を行うたび、骸になってもなお残る邪龍の激しい憎しみ、怒りをこの身に浴びてきました。今度こそあの夢が本当になるのではないかと、いつも怖くてたまりませんでした」

「誰かにそのことを相談しなかったのか？」

「相談しても、わかってはもらえませんでした。母上だけは別でしたが。兄様もそうだったのではありませんか」

　その通りだ。誰に訴えてもまともに取り合ってもらえず、挙げ句の果てにほとんどの者たちから噓うそつき呼ばわりされた。だからリセルは誰にもその話をしなくなり、たったひとりで抱え込むようになった。

「それでもわたしは、聖女の職務を続けてきました。目の前の龍骸甲から、逃げることはしませんでした」

　オルテンシアが再び面を上げ、リセルを見つめてきた。彼女の目に、また力がこもる。

「ですから、兄様にもできるはずです。わたしと同じ力を持つ、イング兄様なら」

「……無理だよ。なんとかできるならとっくにそうしてる。けど、駄目なんだよ。龍骸甲を鎧よろうことだけは、どうしても……」

　実はこれまでも、試してみようと考えたことがないわけではなかった。だが実行できなかったのだ。いざやろうと思うと途端に足がすくみ、それ以上動けなくなった。あのみじめさたるや。思い出すだけで、苦いものがこみ上げる。

「では、どうするつもりなのですか」

「どうって」

「龍骸甲が恐ろしいものだということ、今世界で再び大龍嘯しようが起きていることをわかっているにもかかわらず、兄様はそれをただ黙って見ているだけなのですか」

「それは……」

　そんなつもりはない。自分なりに、龍骸甲の使用に反対する声も上げてきた。だが。

「わかっていて何もしないのは、卑ひ怯きようです」

「──！」

　言葉が鋭い刃となって、リセルの胸に突き刺さった。

　結果が伴っていなければ、何もしていないのと同じ。そういわれた気がした。

　オルテンシアは怒っていた。そのことが、はっきりわかった。声を荒らげることも、表情をゆがめることもなかったが、彼女はリセルに対して間違いなく怒っていた。それも激しく。

「何もしないのなら、どうしてわたしを助けたのですか」

「どうしてって……」

「さしのべた手を途中で引くくらいなら、出さないほうがましです。なぜ助けたのですか」

「……あの場であんなことになってるのを見て、放ほっとけるわけがないだろ」

　リセルはオルテンシアと再会したときのことを思い出した。あのまま彼女を放置したら、間違いなく黒龍の餌え食じきになっていただろう。自分の判断は間違ってはいなかったはずだ。

「その後見捨てる機会は、何度もあったではありませんか」

「……」

　やはりそこも見透かされていた。そうしなかったのはなぜだろう、と自分に問いかける。かつて彼女を、自分のしでかしたことに巻き込んでしまった後ろめたさか。ごめんなさいと謝られ、泣かれたことがよほど心に引っかかっていたせいか。

　あれくらいで、自分のやったことが帳消しになったとは思わなかったが──こんなに糾弾されるとも考えていなかった。

　──なぜここまでいわれなければならないのか。

　……本当はリセル自身、どこかでわかっていた。オルテンシアのいうことがまったくの至論なのだと。それゆえ心に鋭く突き刺さり、痛みに自分はもだえているのだと。

　そして──これ以上は耐えられないということも。

「兄様は、勝手です」

「ああ、そうだよ」

　いわれた瞬間、リセルの中で何かが音を立てて切れた気がした。鎮しずまりかけたかに思えた怒りが、再び、前以上の勢いで湧き上がってくる。

「俺は勝手だ。その通りだ。でもそれはおまえたちも一緒だろうが」

　激情が心の奥底から、どっとあふれ出してきた。

「俺の父にいいがかりをつけて殺した上、頼んでもいねえのに養子にしたのはどこの誰だ。そのせいでこっちがどんだけの目に遭ったか、わかってんのか」

　リセルを養子にしたのはアレクサンドルで、オルテンシアの意志ではない。そのことはわかっていたが、いったん高ぶった気持ちを簡単に抑えることはできなかった。

「それでもわたしたちは、自らの背負う宿命から逃れることはできません」

　オルテンシアはリセルの言葉にもまるで表情を変えることなく、告げた。

「すべての龍骸甲を消し去ることは、真実を知るわたしたちの務めです」

「だから。俺は龍骸甲を鎧よろうことはできないっていってるだろ」

「できます。わたしにはわかります」

「何がわかるってんだよ！　いいかげんに……」
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　突如闇の中から咆ほう哮こうがとどろき、リセルとオルテンシアは同時に同じほうに顔を向けた。

「聞こえたか」

「はい」

　ガビアスの声に間違いない。こちらに追いついて来たのだ。

　エリカはどうなったのか。そう思った瞬間、森の中から激しい殺気が吹きつけてきた。

「危ないっ！」

　リセルは咄とつ嗟さにオルテンシアの身体からだを抱え、横に跳んだ。その直後に、何かの塊が木々の間を割って飛んでくる。

　塊はリセルたちのいたところに、地響きを立てて落ちた。

「……！」

　飛んできたものの正体に気付いた途端、ふたりそろって息を吞のんだ。

　それはⅡ型の頭部だった。胴につながっていた繊維や鋼線は乱暴に引きちぎられ、残骸から血のような液体をあふれさせている。

「ここにいたかっ！」

　間をおかず、木々をかきわけ、ガビアスが姿を現した。

「逃げても無駄だって何度も……あん？　なんだそこにあるのは」

　相手の龍闘士が龍に気付いた。

「見たことのねえ龍骸甲だ。もしかしてイアラか？　凝った細工をしてやがる」

　どうやらドレッドの所持する龍骸甲と勘違いしたようだ。

「オルテ、逃げるぞ」

　リセルはオルテンシアの手をつかみ、走りだそうとして──その手を乱暴に振り払われた。

「逃げません」

「馬鹿いうな。殺されるぞ」

「母上が遺のこしてくれたこの子を置いて、逃げることなどできません」

「だったら……！」

　勝手に死ね、そう言い置き、走り出そうとしたリセルだったが──それもできなかった。

　足が、リセル自身の意志にそむいたように動かない。

　いや──本当の意志に従って、というべきか。

「……」

　オルテンシアはじっとリセルを見つめている。

　リセルもオルテンシアを見つめ返す。

　──やめろ。何を考えている。

　自分がいおうとしていることを、止めようとするもうひとりの自分がいるのがわかった。

　──黙れ。

　そのもうひとりの自分を、脇へ押しやる。そうする気持ちのほうがはるかに勝った。

「……わかったよ」

　リセルは自分の意志を、はっきりと声に載せ、告げた。

「そこまでいうなら一回だけつきあってやる」
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「……」

　リセルの言葉を耳にしてもオルテンシアは表情ひとつ変えなかった。

「ったく。やるのが当然だとでも思ってんのか」

　思わず舌打ちするリセル。もしかしたら自分がこうすることまで、彼女は読んでいたのだろうか。だとしたらまんまと乗せられたといえそうだが──

　いったん口にしたからには、実行するしかない。もう後にはひけなかった。

「そこな紅蓮の龍闘士殿に申し上げる！」

　リセルはガビアスのほうを振り向き、大声を張り上げた。

「我が名はイングウェル・セルベリオス！　貴殿に龍骸甲による決闘を申し込む！」

「イングウェル・セルベリオスだと!?」

　ガビアスの中から相手の龍闘士の驚く声が聞こえてきた。ずっと街の外に張り込んでいたのであれば、知らないのも当然だろう。

「狂乱の魔王子が生きてたってのか？　死刑にされたって話は噓うそだったのかよ！」

　相手の龍闘士の気の高ぶりを示すように、ガビアスがその場でずん、と地面を踏みしめた。

「面白え！　王子様直々の申し込みとあっちゃ、受けないわけにはいかねえ。龍闘士同士の決闘、血がたぎるぜ！」

　ガビアスの装甲が開き、龍闘士が姿を現した。ドレッド以上に恰かつ幅ぷくのいい、筋骨隆々の男だ。

「我、クラヴィア殿下にお仕えする紅蓮の一員、モルダ・ゼフ！　申し込み、承った！」

「……よし」

　ここまではねらい通りだった。これで少なくとも、こちらが龍を鎧よろうまでの時は稼げる。

「じゃあ、やってみる」

　リセルはオルテンシアに告げた。

「とはいえ……やっぱり俺がいった通り、全然駄目だったってことになりそうだけどな」

「大丈夫です」

　リセルの憎まれ口をあっさり受け流すと、オルテンシアは龍の真正面、手を伸ばせば触れられるところまで歩み寄った。エリカの鎧よろったⅡ型に祝福を授けたときと同じように、両手を胸の前で組み、頭こうべを垂れる。

「聖女の名において命ずる。なんじの身に再び命の息い吹ぶきを蘇よみがえらせ、その力を我が前にて示せ」

　いい終えて、彼女は顔を上げ、右手をさっと上に振った。

　途端──これまで完全に黙していた龍が全身をぶる、と大きく震わせた。

　まるで息を吹き返し、心臓が再び鼓動を打ち、全身に血をめぐらせ始めたかのように。

「本当に動いた……」

　想像していたことではあったが、いざ目まの当あたりにすると驚きを禁じ得なかった。

　閉じていた龍のまぶたが、ゆっくりと開いていく。リセルが思った通り、その下にあった目が、月の光を受け一瞬きらめいた。

　オルテンシアがリセルを振り返る。

「兄様なら、この子とうまくやれます」

「気軽にいってくれる」

　リセルも龍に近付いていった。

　──いけるのか。

　自分の身体からだと心に問いかける。今までは龍骸甲に近付こうとしただけで足が震え、それ以上進めなくなった。今度はどうか。己に確かめつつ、一歩一歩足を運ぶ。

　息は──荒くならない。

　足は──止まらない。

　龍のすぐ前まで、あっさり到達した。

　ふう、と大きく息をつく。たったこれだけのことさえ、ずっとできずにいたのだ。ようやく乗り越えられるのか。いや、まだ油断はできない。たかがそばに近寄っただけ。肝心なのはこれからだ。

　オルテンシアがリセルに場所を空けるように、横に立ち位置をずらした。

　リセルは改めて、真下から龍を見上げた。そのまま手を龍の脚に伸ばす。内心は恐る恐るだったが、その気持ちを懸命に押し殺し、何気ない風を装よそおって。

　触れられるのか。途中で手が止まったりしないか。

　触れた。てのひらに装甲の冷たさを感じながら、また大きく息。ここまでできたのも、あのとき以来だった。

　いつのまにか背にじっとり汗をかいていた。身体からだがこわばっている。本当に大丈夫なのか。

　──大丈夫だ。やれる。

　声に出さず言い聞かせると、リセルは龍の脚からよじ登って胸の装甲を開け、素早く中へと飛び込んだ。無駄に勢いをつけたのは、途中で動けなくなってもどうにかなるようにと思ってだ。中に入ってさえしまえば、どうにか。

　入れた。ここまでやっても、動けなくなることはなかった。またひとつ壁を越えたことを自覚し、息をつく。心臓の鼓動が大きく、速くなっているのがはっきりわかった。

　龍の装甲の内側は、やはり龍骸甲の内殻とほぼ同じだった。龍骸甲を制御する、馬でいえば手綱にあたる操そう桿かんが左右についているのも一緒だ。

　──大丈夫だ。前のようなことにはならない。

　心の中で自分に告げながら、身体からだの向きを反対にする。相変わらずこわばってはいたが、まだ動けた。じっとり手にかいていた汗を服でぬぐってから、取手になっている操そう桿かんをつかむ。

　つかめた。ここに至ってようやく、いけるかも、という想おもいが胸に兆きざす。

「オルテ、下がってろ」

　リセルは彼女に声をかけると、操そう桿かんからいったん手を離し、胸の装甲を内側から閉めた。改めて背中を龍の身体からだに預け、真っ暗になった内殻の中でまた深く息をはく。

「……始めるか」

　操そう桿かんをつかみ直し、指先に力をこめた。両手に伝わる感触が、十一年前のことを否いや応おうなしに思い出させる。かつてアレクサンドルの前で龍骸甲を鎧よろったときは、同じことをした途端内殻が収縮し、自身の身体からだにぴたりと張りついた。それにより、自分の血肉が、精神が、内殻から伸びている繊維や鋼線をつたい、瞬またたく間まに龍骸甲の全身に渡っていく感覚にとらわれた。頭の先から両手の指先、脚の指先に至るまで、龍骸甲と自分が一体になり、自分の身体からだが大きくなったような気にさせられたものだった。

　今回もきっとそうなるのだろうと思ったが──そうはならなかった。

　内殻が収縮することはなく、リセルが龍との間に一体感を覚えることはなかった。あくまで龍の中に自分がいるというだけだ。それ以上は何も起こらない。

　──動け。

　心の中で念じ、両手にさらに力をこめたが、龍が応じる気配はなかった。

　まさかの展開だった。ここまで平静を保っていた心が一瞬で乱れ、息が荒くなる。

「動け！」

　今度は声に出し、呼びかけた。しかし何も変わらない。

「動け！　動けってんだよ！」

　両方の操そう桿かんを力をこめて揺すってみたが、それでも龍は沈黙したままだった。

　──自分は龍に拒まれている。

　その考えに至った途端、かぼそいながらも紡つむがれようとしていた望みの糸がぶつりと断ち切られるのを感じた。あのときの光景がまたしても次々頭の中に浮かんでは消える。あんな恐ろしい目には二度と遭いたくないとずっと思っていたが──今と比べればまだましだ。まさか、こんなことになるなんて。

「オルテ、駄目だ。動かない！」

　リセルは外のオルテンシアに呼びかけた。自分の声があからさまに震えている。そら見たことかという想おもいと、みじめでたまらない想おもいがないまぜとなり、濁流となって押し寄せる。オルテンシアにあんな啖たん呵かを切っておいてこのざまか。やはり自分には無理だったのか。

「……」

　オルテンシアは何も答えず、黙ってこちらを見上げているばかりだった。リセルが下がっていろといったことさえ聞かず、龍のすぐ目の前にそのまま立っている。装甲を閉めているので中のリセルの姿が見えることはないはずだが、彼女の双そう眸ぼうは、ぴたりとリセルのほうに据えられていた。龍の中でぶざまにうろたえる姿までも、見通しているかのように。

「くそ……っ」

　リセルの口からののしりの言葉が漏れた。もはや何に、誰に対していっているのかもわからない。全身が悪お寒かんに包まれ、震え出す。おびえているのか。わからない。何もわからない。

「王子殿下、どうされましたかな」

　モルダが声をかけてきた。

「龍骸甲を鎧よろわれたなら、構えていただきたい。それがしも、待つのに少々あきてきました」

　リセルとて、そうしたいのはやまやまだった。しかし、できないのだ。どれほど操そう桿かんを強く動かしても、龍に変化はなかった。

「確かそのイアラは、しばらく戦場に出ていなかったかと。せっかく上様に拝領した『鋼玉級コランダル』をさびつかせてしまうとは、不忠を疑われても文句はいえませんな」

　リセルが龍を動かせずに苦しんでいることは、モルダにもわかったようだ。

「なんでなんだよ……！」

　リセルはぎり、と音を立てて奥歯をかみしめた。うまくいったと思った。ようやく壁を乗り越え、光明を見み出いだせたと。しかしそれは──気のせいだったのか。

「そろそろ始めさせていただきましょう。たとえ動かずとも、手柄はいただく」

　モルダがガビアスの腰を落とし、身構えた。




「これで俺も国持ちに大出世だ……感謝するぜ、王子様！」

　グオオオオッ！




　モルダとガビアスの叫びが重なり、ガビアスが地面を蹴った。地響きを立てながら、こちらにまっしぐらに突っ込んで来る。

「ふざけんなああっ！」

　リセルは絶叫し、両足で思い切り龍の内殻を蹴った。

　ガビアスが迫る。走りながら、右の鉤かぎ爪を頭部の位置まで持ち上げる。勢いをつけて、殴りかかるつもりなのだろう。

「──！」

　もう駄目だ、とリセルが息を吞のんだ次の瞬間。

　龍の全身が、再び震えた。なんの気負いも感じさせず、ごく当たり前のように。

　そして──リセルが操そう桿かんを動かしていないにもかかわらず、左腕をすっと持ち上げ、手甲のついた左手をがら空きになったガビアスの胸に向かい突き出した。

　龍の手甲が走って来たガビアスの胸の装甲にぶち当たり、激しい打撃音を生じさせる。

　そのまま龍の手甲は、堅けん牢ろうなはずのガビアスの装甲を易やす々やすと突き破った。めりめり、と鋼の破れる甲高く耳みみ障ざわりな音が聞こえる。




「がはあっ！」

　グアアアアッ！




　モルダとガビアスの声が、今度は絶叫となって重なった。

　龍の左手が、ガビアスを一瞬のうちに串刺しにしていた。

　龍はそのまま、相変わらずリセルの操縦なしにガビアスごと左腕を持ち上げると、地面から両足を浮かせた相手を無造作に横へ投げ捨てた。

　ずど、とガビアスが地面に落ちる重い音と振動が同時に響いた。鎧よろっているモルダと鎧よろわれているガビアス、どちらの声もまったく聞こえてこない。龍は一撃で、一瞬で、ひとりと一領をあっさり葬ほうむり去さったのだ。

　リセルは自分の目を疑った。たった今起きたことが、信じられなかった。

「こんなことが……」

　本当にあるのか。

　あの翠玉級ベリア龍骸甲ガビアスを。

　あの紅蓮の一員を。

　子供扱いすらせず、虫でも払うようにいともたやすくあしらうとは。

「ウ……」

　龍の全身がぶるぶる、と小刻みに震え出す。そして──

「ウオオオオオオオッ！」

　誰の耳にもはっきり聞こえる咆ほう哮こうが、夜の闇を切り裂き、周囲一帯にとどろいた。

　どこまでも響き渡るように。己がこの世に再び蘇よみがえったことを、宣言するかのように。

　咆ほう哮こうは中にいるリセルの全身をも震わせる。

「そうだ、オルテは!?」

　余韻のさめやらぬ中、リセルはあわてて左右に目をやった。オルテンシアは寸前まで、ガビアスと龍を一直線に結ぶ、ちょうど線上にいた。

　まさか巻き込んでしまったのでは──!?

　肝を冷やしかけたところで、彼女が横合いから姿を現すのを見、安あん堵どする。

「無事だったか……」

　見たところ、怪け我がをしている様子はない。どうやらガビアスが突っ込んでくる前に、うまいこと身をかわしていたようだ。

「兄様、まだ終わりではありません」

　オルテンシアが背後を振り返った。

「……わかってる」

　リセルも、この場に近付いて来る新たな龍骸甲の声をはっきり耳にしていた。




　ウウウ……！




　ほどなくして、新たなガビアスが一領、この場に現れた。頭部に蜘く蛛もの前立がついている。

「追いつかれたか……」

　こうなるかもしれないというのは、リセルの頭の片隅にずっとあったことだった。街の騒ぎに気を取られてくれればとも思ったが、その考えはどうやら虫がよすぎたようだ。

　たった今放たれた龍の雄お叫たけびも、リセルたちの居場所を知らせる助けになったに違いない。

「イングウェル王子殿下と、オルテンシア王女殿下に間違いありませんな」

　聞こえてきたのはスタイフの声だった。




　　　　６




　リセルの鎧よろった龍と、スタイフのガビアス。人にあらざる異形の二体が、月明かりに照らされた丘の上で対たい峙じする。

「なんと素晴らしい龍骸甲だ。そんなものを隠し持っておいでだったとは」

　目の前にモルダのガビアスが倒れているにもかかわらず、スタイフが動じる様子はない。




　グウウウウウ……！




　その一方で、彼のガビアスが発するうなり声は、先ほど城にいたときと比べて明らかに高ぶっていた。もし向こうもリセルの龍のように勝手に動くことができるなら、スタイフの制御を離れ、すぐにも飛びかかってきそうだ。

「ウウウウ……」

　リセルの龍にもガビアスの声が聞こえているのか、こちらも負けじとうなり声を上げている。

　逃げることはできない。かといって戦って勝てる見込みもない。モルダのガビアスをたやすく退けた龍だが、スタイフ相手に渡り合えるかどうかはまったくわからなかった。しかし、やるしかない。

「オルテ、頼むから今度こそ離れててくれ」

　リセルが声をかけると、オルテンシアは素直にいわれた通りにした。

　彼女が木立の中に身をひそませたのと同時に、スタイフが再び声をかけてくる。

「王子殿下とこうして龍骸甲でまみえることができるのは、武人としてこの上なき誉れ。部下の敵討ち、させていただく」

　目の前のガビアスが身構える体勢を取った。

「グウウ……」

　龍もすかさず、応じる様子を見せる。




「うおおおっ」

　グオオオオッ！




　次の瞬間、スタイフのガビアスが地面を蹴り、まっすぐ突っ込んできた。

「──！」

　まばたきひとつする間も与えられないうちに、たちまち間合いを詰められた。ガビアスがすぐ目の前に迫る。あふれんばかりの相手の闘気が装甲を突き抜け、リセルの全身を打つ。

「グオアッ！」

　龍がモルダを倒したときと同じように、左手でスタイフのガビアスを殴りにかかった。風を切り裂き、龍の手甲が相手に迫る。だが今度はうまくいかなかった。スタイフは龍の動きを読んでいたのか、こちらに迫りながらガビアスの胴を巧みにひねり、龍の攻撃をよけた。




　ウウォッ！




　逆に、そうしながらこちらの懐ふところに潜り込み、自らの左手の鉤かぎ爪を龍の脇へと突き入れてくる。

　リセルの横合いから、鈍い音と衝撃が同時に襲ってきた。

「ぐっ!?」

「グオオッ！」

　リセルは急いで防御の構えを取るべく操そう桿かんを動かした。だがそれとはかかわりなく、龍が勝手に動いた。後退してスタイフのガビアスからいったん離れ、間合いを外す。そこからもう一度、改めて相手に向かい踏み込んでいく。

「グオウッ！」

　結果は同じだった。スタイフのガビアスは今度も素早く身をかわし、龍の攻撃を一切かすらせない。




　ウォッ！




「くっ!?」

　それどころかまたしてもこちらの攻撃の隙をつかれ、逆に一撃を食らう。リセルの全身が、再び鈍い音と震動に見舞われた。

「グルルル……」

「落ち着け！　浮き足立ってるぞ！」

　リセルは龍に声をかけたが、聞こえているかどうかはわからなかった。

「ふむ。やはりこうでなくてはな」

　スタイフが声を弾ませた。

「せっかくの龍骸甲同士の戦いだ。あっさり終わってしまっては張り合いがない！」

　いいながら、ガビアスを素早く後ろへ下がらせる。改めてこちらの懐ふところの中に飛び込んで来るかと思いきや、間合いを広げ、そのまま闇の中に姿を消してしまう。

　一息おいて、激しい足音が地響きと共に伝わってきた。龍の周囲を旋回し始めたのだ。

「グウウ……」

　龍がまごつき、首を小刻みに左右に動かす。つられて胴も動き、そのたびリセルの見ている向きも変わったが、ガビアスの動きをとらえることはできない。時折目の片隅に、かすかに残影を映すのみ。

「速い……！」

　ガビアスの膂りよ力りよくが図抜けているのは二領のⅠ型を同時に持ち上げたのを見たときにわかったが、走る力もここまでとは思わなかった。Ⅰ型やⅡ型ではとてもこんな敏びん捷しようには動けまい。

　ガビアスの足音がまわりの木々に反響し、みるみる大きくなっていく。

　──ここからどうする気だ。

　リセルがそう思った瞬間、左から衝撃が襲ってきた。

「ガアッ！」

　龍がよろけながらそちらを向く。肩の装甲を前に突き出した体勢のガビアスがリセルの眼前に現れた。龍がつかみかかろうと手を伸ばす。だがそれよりもガビアスが離れるほうが早かった。たちまち間合いを広げられ、またしても闇の中へ逃げられてしまう。

　再び聞こえてくる足音の連なり。

　次の衝撃に備え、リセルは内殻の中で身構えた。ほとんど同時に、今後は右から攻撃を食くらう。わかっていたにもかかわらず、息を詰まらせる。

「くっ……！」

「グオッ！」

　龍が右を向き、ガビアスを両手で捕まえようとする。だが捕まえられない。またしてもあっさり逃げられてしまう。

　みたび聞こえてくる足音の波。

　──このままではまずい。

　リセルは焦あせりを募らせた。どこからガビアスが飛び込んで来るかわからない。いつまでこの攻撃に耐えられるのか。このままではいずれ装甲をぶち破られ、相手の餌え食じきになってしまう。

「ガアアッ！」

　龍が苛いら立だたしげな声を上げ、首と胴をせわしなく振る。

　──どこだ。どこにいる。

　リセルも必死にガビアスの姿を捜したが、見つけられない。耳をすませ、なんとか足音から居所を探ろうとしたが、できなかった。

　そこへ今度は前方から、これまで以上に大きな衝撃が襲ってきた。

　ガビアスに正面から体当たりを受けたのだ。自分と同じように龍が足音に気をかき乱され、いつの間にかその場に棒立ちになっていたのだと悟ったが、後の祭りだった。装甲と内殻に守られていてもなお伝わってくる震動に激しく全身を揺すぶられ、今度こそ息ができなくなる。一瞬で気が遠くなり、そのまま意識を失いそうになる。

　龍は地面に倒れ込みそうになったところを、脚と尾を踏ん張りなんとか持ちこたえた。ただ、体勢は完全に泳ぎ、崩れてしまっていた。立て直す余裕はない。

　ガビアスは今度は離れなかった。龍の間近にとどまったままだ。リセルがそのことに気付き、息を吞のむのと同時に、鉤かぎ爪で龍の頭部を激しく殴りつけられた。龍の頭蓋骨がきしみ、悲鳴のような音を立てる。




「グオオオッ！」

　ガアアアアッ！




　龍の苦く悶もんとガビアスの雄お叫たけび、ふたつの声が重なる。

「このまま砕けよっ！」

　スタイフのガビアスはそのまま、立て続けに左右の鉤かぎ爪の攻撃を繰り出してきた。

　龍の頭部が、肩が、胸が、次々殴られ、そのたびすさまじい衝撃が中のリセルまでも襲う。

「くっ……！」

「グオッ……！」

　リセルと龍から、同時にうめきが漏れた。生身ならとうに意識を失っているはずの、猛烈な打撃の嵐。リセルの全身にも絶え間ない圧力が容赦なく叩たたきつけてくる。

　このままではやられる。やられてしまう。

「させるかよっ！」

　リセルは操そう桿かんを握る手に力を込めた。だが龍は応じない。勝手にスタイフのガビアスを捕まえようと両手を前に出し、もがくのみだった。




「甘いっ！」

　グオッ！




　スタイフがそんな龍の隙を衝つき、ガビアスの右腕を下から上へと振り上げる。龍の両腕が共に上へと払いのけられ、胴の前面、喉元から胸の装甲までががら空きになる。

「──！」

　龍の喉元は、ちょうどリセルの顔がある位置でもあった。これはすべての龍骸甲にも共通する構造で、喉元こそが、龍骸甲の最大の急所だった。

　その部分が、がら空きになってしまったということは。




「終わりだっ！」

　グオオオッ！




　スタイフのガビアスの鉤かぎ爪が、龍の急所へと迫る。

　──腕を下ろせ！

　リセルは操そう桿かんを乱暴に揺らした。龍もようやくそれに応じるそぶりを見せかけたが、それよりもスタイフのガビアスの鉤かぎ爪が、龍の喉元をとらえるほうが早かった。

「兄様っ！」

　オルテンシアの叫び声が聞こえた瞬間、リセルの眼前にスタイフのガビアスの鉤かぎ爪が迫った。

　目の前で火花が散り、衝動と衝撃に吞のまれ──リセルの意識は消失した。
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　だれかのすすりなく声がきこえてくる。

　だれだろう。

　そんな風に思いながらふと気付くと、ぼくのまわりを大勢の人がかこんでいた。

　みんな、ぼくを見下ろしている。

　叔父上やユーリアさまもその中に混ざっている。

　ないているのは──そうか、オルテだ。

　ぼくの一番近くに、オルテがいた。

　たおれているぼくの横に座り込み、顔をくしゃくしゃにして、ないていた。




　ごめんね。

　きみにそんな顔をさせてしまって。

　知らなかったんだ。

　龍骸甲があんなにこわいものだったなんて。

　あんなかんたんに、くわれてしまうなんて。




　どうしてぼくは、もどってこれたんだろう。

　あのままとけて、消えてしまわなかったんだろう。




　からだがあたたかい。

　やわらかな何かにくるまれているみたいでおちつく。

　だれかがぼくを助けてくれたのかな。

　ユーリアさま？　ちがう。この感じは──オルテだ。

　オルテがぼくの手をにぎってくれている。

　ぼくの中に、あたたかいものを、そそいでくれている。

　だからもどってこれたんだ。




『……ごめんなさい』




　どうしてあやまるの。

　きみがあやまることなんてない。

　あやまるのはきみを利用したぼくのほうなのに。




『……ごめんなさい。止められなくて』




　ああ、そうか。

　そうだったのか。

　きみがないている、そのわけは──




「……兄様」




　また声が聞こえる。

　途端、目の前の風景が、急速にぼやけ、消えていく。

　代わって、曖昧だった自分の身体からだが、急速に形作られていくような感覚にとらわれる。




「兄様、起きてください」




　兄様。

　ぼくは。

　おれは。

　俺は──




「起きなさい、イング兄様！」




　リセルは目を開いた。一瞬、自分が今どこにいて、どうなっているかわからず混乱しかけたが、すぐに状況を理解する。

　自分は龍を鎧よろったままだった。龍は地面に尻餅をつくように倒れている。胸の装甲は開いていた。勝手にそうなったのか、誰かが外からこじ開けたのかはわからない。夜風が吹きつけてきて、リセルの身体からだに当たった。

　どうやら生きていたらしい。急所を攻撃されたときは終わったと思ったが、中のリセルが致命傷を受けるまでには至らなかったようだ。

　龍の正面、少し離れた位置に、スタイフのガビアスが立っていた。




　グウウウ……




　ガビアスは相変わらずうなり声を上げていたが、スタイフはこちらの様子をうかがっているのか、すぐに攻撃してくる気配はない。

　リセルのそばにはオルテンシアがいた。開いた装甲から中をのぞき込むような体勢になって、あのときと同じようにリセルの手を握っている。

　──そうか、オルテは。

　また自分のことを、助けてくれたのか。

　十一年前、龍骸甲に意識が取り込まれそうになったときと同じように。

　真っ暗な闇の中から自分を引き戻してくれたのか。

　彼女の手を通じて伝わってくる、あたたかさ。

　これこそが恐らく、聖女の持つ祝福の力。そして──

　……そういうことだったのか。

　リセルはようやく、すべてを理解した。

「……離れててくれっていっただろ」

　口から出たのは、本当にいいたかったのとは別の言葉だった。

「兄様が不ふ甲が斐いないからです」

　オルテンシアにぴしゃりと返される。

「離れて見ているだけでいいなら、そうしていました。兄様はこの子の力を、まったく引き出せていません」

「そうだな」

　認めざるを得なかった。自分はここまで何もしていない。龍が自ままに動き回っているのを、ただ見ていただけだった。これでは鎧よろっているとさえいえない。

　今までの自分なら、もうあきらめていただろう。やっぱり駄目だったといって、龍から離れようとしたに違いない。しかし、今は──

「とにかく、もう一度やってみる」

　リセルにも思うところがあった。オルテンシアの目を見つめながら、はっきり口にする。

「はい」

　オルテンシアが頷うなずき、握っていたリセルの手を離した。そのまま彼女は、歩いて木立の中へ戻っていく。

　リセルは手を前に伸ばし、開いていた胸の装甲を閉めた。

「……おまえも大変だよな」

　真っ暗になった内殻の中で、龍に呼びかけるように声を出す。

「千年も眠ってたのに、いきなり叩たたき起おこされるわ、起きるなりあんな連中につっかかられるわで、わけがわからないよな」

　きっと龍も驚き、戸惑っているのだ。生きているのであれば、当然だろう。

　そんな簡単なことに今になって気付くとは。不ふ甲が斐いない。まさにオルテンシアのいう通りだ。

「なあ、ここは俺と手を組まないか」

　相手が生きているなら、こうすればよかったのだ。自分から心を開き、相手に沿うようにすればいい。言葉そのものはわからなくても、気持ちは通じるものだ。

　思えばリセルは、龍に対し自ら壁を作っていた。また食われたくないと思うあまり、居丈高に怒鳴るばかりで、龍と対話することを心の底で拒否していた。

　そんなリセルの声が、相手に届くわけがない。龍だって、リセルを受け入れられるはずがないのだ。まずはそこから、改めなくてはならなかった。

　すっかり出端でばなをくじかれてしまったが、まだ間に合うはず──そう信じて、リセルはなおも言葉を継ぐ。

「龍骸甲を鎧よろっちゃいるが、あいつの動きはあくまで人の延長だ。そういうのを相手にするんだったら、俺のほうが慣れてる」

　龍の返事はない。だがリセルは、龍に自分の言葉が届いていると思った。

　改めて、左右の操そう桿かんをつかむ。確信に導かれながら、両手に力を込める。

「グルル……」

　龍がぶるっと身体からだを震わせるや、低いうなり声を上げ、再び立ち上がった。

「契約成立だな」

　自分と龍。互いの気持ちが、ぎこちないながらも歩み寄ったのを自覚する。とにかく今は、この場を乗り切る。考えるべきことはそれだけだ。

「ふむ。どうやらまだ楽しめそうですな。感謝いたします」

　スタイフが口を開き、ガビアスの右手を頭の高さに持ち上げた。途端、鉤かぎ爪の根元からすっと何かが伸びる。その何かが、月明かりを反射し、かすかに光る。

「刃……？」

「いかにも。次はこれを試させていただこう」

　スタイフは刃を突き出させたガビアスの右腕を頭上高く持ち上げるや、

「はああっ！」

　気合いを発し、一気にこちらへ踏み込んで来た。




　グオオオッ！




　ガビアスの雄お叫たけびを聞きながら、リセルは龍が取るべき動きを思い浮かべた。右足を下げ、半身に。そのことを、操そう桿かんを通して龍に伝える。

　龍が思った通りに動いた。リセルのすぐ目の前を、ななめに上から下へと振り下ろしたガビアスの白はく刃じんがかすめる。風を切り裂く音が間近に響く。だが恐ろしくはない。完全に動きを見切っていたからだ。




　グオッ！

「逃がさんっ！」




　スタイフはそのままガビアスの足をさらに踏み込ませ、返す刀を真横に振るってきた。

　リセルはこの動きも読んでいた。後ろ。思ったのと同時に、龍が軽やかな足取りで飛び退すさった。またしてもガビアスの刃が空を切る。




　グオオオッ！

「このっ！」




　息もつかせず、ガビアスが今度は突きを見舞ってきた。だがこういう剣のやりとりなら、ドレッドに散々鍛えられたリセルにしてみれば慣れたものだった。横。龍がまたしても思った通りの足さばきを見せ、攻撃をよける。

「よし、その調子だ」

　いったんこちらから間合いを取ったところで、リセルは龍に声をかけた。

「動きが見違えた……一体どうなっている」

　スタイフの戸惑う声が聞こえてきた。

　リセルは次に取るべき行動を考えた。スタイフの攻撃をうまくしのいだのはいいが、それだけでは十分でない。隙を見てこちらから仕掛ける必要がある。とはいえ、得物を持つ相手に無手で対するのは分が悪い。

「こっちにも剣でもあれば、もっとうまく渡り合えるんだが……持ってないか？」

　駄目で元々の気持ちで、龍に問いかけてみた。すると。

「グルル……」

　龍が左腕を持ち上げた。肘の部分、大きく弧を描いている手甲の内側から、突起のようなものが出てくる。

　リセルは右手の操そう桿かんを動かし、龍の右手で、出てきた突起をつかませた。

「これは……！」

　それこそまさにリセルが望んでいたもの──まごうことなき剣だった。手甲の中にしまわれていたのだ。

「助かる。これがあれば！」

　リセルは操そう桿かんを動かし、剣を完全に手甲から抜くと、龍の両手に握らせた。そのままガビアスに向き直り、身構える。

「そちらもそんなものを仕込んでいたとは！　ますます面白い！」

　ガビアスも腰を落とし、構えの体勢を取る。




「はあああっ！」

　グオオオオッ！




　スタイフとガビアスが雄お叫たけびを重ねながら、刃を中段に構え、突っ込んできた。龍が正面から迎え撃つ。刃と刃が装甲を挟んだリセルの眼前でかみ合い、甲高い音を生じさせた。そこから互いに激しい押し合いとなる。ぎりぎりぎり、と双方の刃がかみ合い、きしむ。

　龍の全身に力がこもった。どちらも退かない。互いの死力を尽くしたせめぎ合いだ。

　互角かと思えたのは、実際はほんのわずかな間だったに違いない。そのうちに、ゆっくりとではあったが龍がガビアスを押し込み始めた。白はく刃じんがじりじりと、リセルからスタイフのほうへ迫っていく。

「くっ！」
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　こらえきれないと見たのか、スタイフがガビアスに地面を蹴らせ、大きく後退した。

「力はそちらのほうが上か。だが！」

　スタイフはさらに間合いを広げ、闇にガビアスを溶け込ませた。一息おいて、先ほどと同じ足音が周囲から聞こえ始める。

「負けはせん。紅蓮の名にかけて！」

「グ……」

「あわてるな」

　浮き足立ちそうになった龍をリセルは制した。

「あわてたらさっきの二の舞になる。こういうときはどっしり構えたほうがいい」

　龍が剣をつかみ直した。両足を開き、いつでも攻撃できる態勢を保ったまま力をためる。

　リセルは目を閉じ、耳をすませた。ただし、聞くのはガビアスの足音ではない。もっとはっきり、相手の居所がわかるもの。ガビアスの発するうなり声だ。

　これまでは龍骸甲の声が聞こえることが恐ろしくて仕方がなかった。嫌でたまらなかった。しかしそれが、今こそ役に立つ。

　スタイフはこちらをかく乱しようと、小刻みに走る向きや速さを変えていた。足音の潮しお騒さいが四方から一斉に押し寄せる。だがリセルはもう惑わされなかった。あふれんばかりの音の洪水の中に目当ての声を探し──やがて見つけ出す。




　グウウウ……！




　ガビアスがどう動くのかがリセルに聞──いや、見えた。頭の中に、はっきりと。

「そこだっ！」

　リセルが思い描いた通りに龍が動いた。左を向きざま、中段に構えた剣で闇を一いつ閃せんする。わずかに遅れて、ガビアスのほうが剣の軌跡に飛び込んで来た。

「何っ!?」

　ガビアスはほとんど横倒しに近い体勢になりながら、龍の剣を回避した。それでもよけきれず、切っ先が肩の装甲をかすめる。刃が装甲を削る感触が、操そう桿かんを通してリセルに伝わる。

　スタイフが急いでガビアスを後退させた。そこからすぐまた、闇の中に足音が響き始める。

　──次はどこだ。

　リセルも再び目を閉じ、全身の感覚をとぎすませる。龍がじり、と剣を上段に構える。




　グウウウウウ……！




　声が聞こえた瞬間、またしてもリセルの頭の中で、ガビアスの動きが見えた。

「後ろっ！」

　龍が背後を振り返りながら、剣をななめに振り下ろす。今度もそこへ、ガビアスのほうから入って来た。

「ぐっ!?」

　よけきれないと見たのか、スタイフがガビアスをその場で立ち止まらせた。たたらを踏みながら両足を突っ張り、刃の出ていない左腕のほうを持ち上げ龍の剣を受け止める体勢を取る。そんなガビアスの左腕に白はく刃じんががっきと食い込む。

「ウオオオオッ！」

　龍が両腕に力をこめ、剣を振りきった。ガビアスの左腕が切断され、宙を飛ぶ。

　ガビアスはよろけながら後ろに下がり、龍と間合いを取った。

「私の動きを読んでいるのか」

　スタイフの驚きよう愕がくする声が聞こえてきた。

「そうとしか思えん。まさか殿下がここまでの実力をお持ちだったとは」

「どうなんだろうな」

　自分がここへ来て剣の極意をつかんだなどと、うぬぼれる気はリセルにはなかった。うなり声からガビアスの居所を探るうちに、たまたま先がどうなるかが推量できた。ただそれだけだろう。その割にははっきりした光景が頭に浮かんだ気もするが。

　ガビアスはその場で残った右腕を持ち上げ、身構えた。

　次で決まる。確信がリセルの胸に兆きざす。




　グウウウウウウウ……！




　ガビアスが気を高ぶらせ、こちらを威嚇してきた。

「グオオオッ！」

　龍が応じるように吠ほえ、手にした剣をガビアスに向かって掲げる。

　その途端──剣の刀身が光を帯び始めた。

「これは……」

　見ているリセルの前で、刀身の光がみるみる強くなっていく。まるで空から降り注ぐ月の光を取り込み、自らのものとするかのように。

　まばゆいきらめきを放つまでになった剣を龍がひとふりし、上段に構え直す。

　龍とガビアス。すぐにはどちらも動かなかった。光る剣に照らされ、ガビアスの姿がはっきり浮かび上がる。

　そのまましばしにらみ合いが続いた。互いの闘気が急速に高まり、周囲に緊迫が満ちていく。

　やがて──不意に一陣の強い風が吹き、周囲の木々を揺らした。高まり切っていた闘気が、爆はぜる。




「うおおおおおっ！」

　グオオオオオッ！




　ガビアスが真正面から突っ込んできた。この後の動きがリセルの脳裏に浮かぶ。間合いに入るなり、龍が光る剣を振り下ろす。

　ガビアスは一切龍の攻撃をよけなかった。体当たりしながら、肩で刀身を受け止める。そのまま、右腕の刃を龍の脇、装甲の隙間から突き入れようとしてくる。

「くっ……！」

　ガビアスの勢いとスタイフの気迫が、巨大な塊となって叩たたきつけてきた。龍は下がらない。リセルも臆さない。操そう桿かんを握る手に力をこめる。

「振り抜けっ！」

　リセルが叫んだのと、龍が光る剣をひらめかせ、ガビアスの肩から胴に大きな裂け目をうがったのは同時だった。それでもガビアスの動きはなおも止まらない。右腕の刃の先が龍の胴に達する。リセルの間近に刃が迫る。

　ガビアスの胴から、まるではらわたが飛び出すように内殻の一部、繊維、鋼線がまとめて飛び出した。切断された繊維の先から血のように液があふれる。リセルはその裂け目の中に、スタイフの姿を認めた。装甲越しに、目と目が合う。

「……まさか大きくなるとは」

　スタイフの目が大きく見開かれ──それが彼の最さい期ごの言葉となった。

　ガビアスが操り手を失った傀儡くぐつのように一切の力を失い、地響きを立てて地面に倒れる。

　龍は全身を小刻みに震わせた後、

「ウオオオオオオッ！」

　モルダを倒したとき以上の大だい音おん声じようを発した。自らの勝利を誇る、高らかな叫び声だった。

　その間に光の刀身が細くなっていき、やがて消える。

　龍の叫びが収まるのと同時に、月以外の光が、あたりから失われた。

「ふう……」

　リセルは内殻の背に全身を預け、大きく息をついた。

　昂こう揚ようはなく、ただやるべきことをやったという想おもいが、胸を満たした。
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　リセルは龍にその場で片膝をつかせると、胸の装甲を開け、地面に降り立った。

　戦いでほてった身体からだをさましつつ、共に戦った相手を下から見上げる。

　──まさか大きくなるとは。

　スタイフの言葉が改めて思い返された。リセルの目には、龍の大きさが特に変わったようには見えない。彼の勘違いだったのだろうか。それとも──

「兄様」

　そこへオルテンシアが近寄って来た。彼女の表情も、口ぶりも、戦いが始まる前と一緒だった。リセルの勝利を特に喜ぶそぶりも、とりたてて安あん堵どした様子も見せておらず、あくまで泰然としている。こうなることが当然だと、信じて疑っていなかったかのように。

「にっこり笑って迎えられるとも思ってなかったが……ねぎらいの言葉くらい、かけてくれてもいいんじゃないか？」

「兄様の戦い方は、無駄が多いです」

「……いきなり説教かよ」

「あの子が今後、無事に役目をまっとうできるかどうかは、導き手たる兄様にかかっています。そのことを自覚していただかなければ困ります」

「わかってるって。だから……」

　もう勘弁してくれ、といおうとして、リセルはオルテンシアが右手を自分の胸に当てているのに気付いた。よく見ると顔つきも先ほどとまったく変わっていないわけではなく、いくぶんやつれているように取れなくもない。

「具合でも悪いのか？」

「大丈夫です」

「でも顔色が悪そうだぞ」

「兄様が心配をかけるからです」

「あー、はいはい。そうですか」

　そういわれてしまうと身も蓋もない。リセルは肩をすくめた。

「あの子の負担が少しでも軽くなるよう、次からはもっと立ち回りに配慮してください」

「俺がつきあうのは一回だけっていったはずだけどな」

「……」

　オルテンシアは返事をせず、黙ってリセルを見つめてきた。口に出さなくても、彼女のいいたいことが伝わってくる。「つまらない戯ざれ言ごとなど聞きたくない」「いつまでそんなことをいっているのか」おおむねそんなところだろう。

　リセルはオルテンシアと龍の交互に目をやり、はあ、とため息をひとつついた。

「……まあ、ここではい終わりってわけにもいかないか」

　スタイフとの戦いに決着がついたとはいえ、すべてが片付いたわけではない。こうしている間にも、新たな追っ手が現れるかもしれないのだ。紅蓮の面々が一斉にやって来てもおかしくない。すぐにでも再び龍を鎧よろい、オルテンシアを連れて、この場を離れなければならなかった。

　先々どうなるかまではわからないにせよ、少なくとももうしばらくの間は、龍とのつきあいが続くことになるだろう。

　幸い、といっていいのか──戦っているうちに、身体からだがむやみにこわばることはなくなっていた。これで龍骸甲に対する心の壁が完全に取り払われたかどうかまでは定さだかでなかったが、少なくともこの龍とだったら、うまくやっていけそうな気もする。

　それもオルテンシアのいう通り、自分には彼女と同じ力があるから、なのだろうか。

「なあオルテ、ひとつ訊きいてもいいか」

「なんでしょう」

「俺がオルテと同じ力を持ってるのは、聖女の力を俺にわけてくれたからじゃないのか？」

　スタイフのガビアスに攻撃を受け、意識を失っている間に見た光景。あれは今まではっきり思い出せずにいた、十一年前のできごとの再現だった。

「十一年前、龍骸甲に食われた俺にオルテが聖女の力をわけてくれたおかげで、俺は元に戻ることができたし、龍骸甲の声も聞こえるようになった。違うか？」

「それはなんともいえません。当時のわたしには、まだ聖女の力がありませんでしたので」

「そうだったのか？」

　初耳だった。オルテンシアはあの当時から、母ユーリアの後を継ぎ二代目の聖女となることが既に決まっていた。そうなれるだけの素質をとうに開花させていたのだと思っていたが、実際は違ったのか。

「あのときのわたしは、ただただ必死でした」

　オルテンシアは顔をいくぶん上に向け、遠くを見る目になった。

「兄様が父上に対し、あれほどのふるまいに及ぶほど苦しんでいたことに気付かず、兄様を止めることもできず……本当に申し訳ない気持ちでいっぱいでした」

　そうした彼女の気持ちが、あの「ごめんなさい」という言葉に表れていたということか。

「俺は自分が食われてからどうなったのか、まったく覚えてないんだが……誰かが俺を、龍骸甲の中から出してくれたのか？」

「いえ。ご自分から飛び出されました。獣のようなうなり声を上げながら」

　リセルは先日のスルクのありさまを思い出した。やはり自分も、ああなっていたのか。

「このままだと兄様は苦しんだ末に消えてしまうと思い、そうならないよう、手を握って名前を呼び続けました。わたしがやったのはそれだけです。ただ……」

　オルテンシアはいったん言葉を切り、リセルを見た。

「わたしが龍骸甲の声を聞き、聖女の力を発揮するようになったのは、あれからです。もしかしたらあのできごとがきっかけだったのかもしれません」

「きっとそうなんだろうな」

　リセルを助けようとして、オルテンシアは自身の内に眠っていた聖女の力を目覚めさせた。そして同時に、リセルにもその力をわけ与えた──はっきりした証拠があるわけではなかったが、そう考えるのが自然に思えた。

　だが。もし本当にそうだとすると。

「……オルテが大きな責任を負うことになったのは、つまり俺のせいってことか」

　リセルがあんなできごとを引き起こさなければ、オルテンシアが真の意味で聖女となることはなかったかもしれない。なったとしてもあくまで形の上だけで、今のように龍骸甲の正体に気付き、恐怖と戦いながら役目を担になう必要はなかったかもしれない。「すべての龍骸甲を消し去る」などという悲壮な覚悟を抱くことも。

　やはり、すべての起因となったのは自分だ──リセルはそう思わざるを得なかった。

「兄様の件がなくても、きっとわたしは別の形で、この道を選ぶことになっていたでしょう。そこはお気になさらず」

「そういうわけにもいかないだろ……」

　事実を知って、何もしないわけにはいかない。

　彼女をこのまま放っておくことなど、できるはずもない。

「でしたら」

　オルテンシアがリセルをじっと見つめてくる。

「でしたら……わたしと一緒に来てくれますか、兄様」

　リセルの内心を読んだかのように、彼女は先ほどの問いかけを繰り返した。

「……そうだな」

　今度はリセルも自然に答えることができた。

　オルテンシアひとりに、すべてを負わせることはできない。

「すべての龍骸甲を消し去ることは、俺たちの務めだからな」

「その通りです」

　オルテンシアが頷うなずき──わずかに表情をやわらげたような気もした。

　──これでいい。

　すとん、とすべてが腑ふに落ちたような感覚を覚える。

「とはいえ……ふたりだけってのはさすがに厳しいが」

　せめてエリカがいれば、といおうとして思いとどまる。口にした瞬間、考えていることが事実になってしまいそうな気がしたからだった。だが恐らく彼女は──

　リセルがそうして、頭の中に彼女のことをよぎらせた、まさにそのとき。

　丘の頂上を取り囲んでいる木立の間から、当の本人が姿を現した。

「ひ、姫様……」

「エリカ！」

　オルテンシアがエリカに向かって急いで駆け寄る。リセルもすぐ後に続いた。

「エリカ……無事だったのですね。よかった」

　表情こそあまり変わらなかったが、オルテンシアの声には安あん堵どと喜びがはっきり表れていた。

「よく生きてたな」

　リセルも素直に感心した。鎧よろっていたⅡ型がモルダにあれだけやられたにもかかわらず、彼女が死なずに済んでいたとは思わなかった。足取りはおぼつかず、表情も苦しそうだったが、命にかかわりそうな傷や出血はとりあえず見当たらない。

「姫様を置いて、簡単に死ねるか。それより、これは……？」

　エリカが目を丸くしながら、せわしなく周囲に目をやった。

「あの龍骸甲……いや、龍……？　まわりに転がってるのは、ガビアス……え？　え？」

「あの龍は、わたしたちの希望です」

「もしやあれが、姫様の探し求めていらっしゃった……」

「はい」

　オルテンシアがここへ至るまでの経緯を、エリカに説明した。

「そうでしたか……まさかリセル・ベインがそこまで……」

　いいさして、エリカは突然口をつぐんだ。

「ん？」

「し、失礼いたしました！」

　彼女はあわてて背を伸ばし、リセルに向かって深々と頭を下げた。

「王子殿下に対する無礼な発言の数々……到底許されるものでないことは承知しております。なんとお詫わび申し上げればいいか……」

「今更何いってんだ。俺の素性を知った後も、おまえ、ずっと普通に話してただろ」

「そ、それはあくまで、殿下がリセル・ベインとしてふるまわれていたからで……しかしもう、元のイングウェル様にお戻りになられたわけですから……」

「今まで通りでいいって」

　自分が本当はイングウェル・セルベリオスだと吹聴するつもりは、リセルにはなかった。

「これまで十一年、リセル・ベインでやってきたんだ。そっちのほうが慣れてる」

「そ、そうか。それなら」

　エリカが顔を上げた。ほっとした表情を浮かべている。

「そういうことなら、これからもおまえのことは、心置きなくリセル・ベインと呼ばせてもらう。それでいいか？」

「ああ」

「おまえを私と同じ姫様の騎士といっていいのかどうかわからないが、志は一緒だと信じる。よろしく頼む」

　エリカが右手を差し出してきた。リセルはその手を握り、頷うなずく。

「こちらこそ」

　彼女との間にあった隔たりも、これで少しは狭まったととらえていいのだろうか。

「わたしはイング兄様のほうが慣れているので、そう呼ばせていただきます」

　オルテンシアが口を挟んだ。

「いや、そこはそろえてくれ……どうせなら」

　異議を唱えてはみたものの、オルテンシアが一度そういったからには、きっと翻ひるがえすことはないのだろう。彼女の性格が、リセルにもさすがにわかってきた。

「……まあいい。そろそろ出発しよう」

「当初のもくろみ通り、黒の街道を目指すのか？」

「そのつもりだ」

　リセルたちは三人で、龍のそばへ歩いて行った。

「兄様、この子の名前はどうされますか？」

　オルテンシアが尋ねてきた。

「……名前か」

　瑠璃級ラズールのⅠ型、Ⅱ型と違って、翠玉級ベリア以上の格付けの龍骸甲には、一領ずつ、もしくはガビアスのように所持する者ごとにまとまって、それぞれに名前がある。

「実はもう考えたのがある」

　オルテンシアに共に行くと告げた瞬間、リセルの心にある言葉が思い浮かんでいた。

「アルケイディアってのはどうだ」

　目の前の龍を見上げながら、そう告げた。

「理想郷、ですか」

「俺たちが目指す世界だ。悪くないだろ？」

「そうですね」

　どうやらオルテンシアにも異存はないようだ。

「では、この子の名前はそのように」

　オルテンシアは龍の正面に立つと、両手を組んで頭を垂れた。

「なんじを今日より、アルケイディアと名付けん。その名にふさわしき力を存分にふるえ」

「ウオオオッ！」

　龍──アルケイディアが、オルテンシアの祝福にこたえるように吠ほえた。

「こ、声を上げた!?」

　エリカが両手で耳を押さえ、驚いた声を上げる。

「そりゃ、生きてるからな」

「だ、大丈夫なのか？」

「すぐに慣れるさ」

　リセルは地面を蹴り、アルケイディアの内殻に飛び込んだ。胸の装甲を閉め、操そう桿かんをつかむ。

「……いこうぜ、アルケイディア」

　声をかけ、左右の操そう桿かんを前に傾ける。

「ウ……」

　アルケイディアが腰をかがめ、前にいたオルテンシアとエリカに向かって腕をさしのべた。

　オルテンシアとエリカがその腕に乗る。オルテンシアは平然と、エリカはどこか落ち着かない様子で。

　アルケイディアはふたりを乗せたまま、両腕と腰を上げた。それからおもむろに地面を蹴り、走り出す。

　今後、東方世界は再び混こん沌とんの時代を迎えるだろう。

　アレクサンドルの後継をめぐり、ザフィーアとクラヴィアは早晩間違いなく衝突する。三女のマーギアも、おとなしく引っ込んでいる性分ではない。必ず争いに加わってくる。そうなったときに戦乱がどこまで拡大するのかは、見当もつかなかった。すべての龍骸甲の廃絶を目指す自分たちが、本当にそこへ割って入ることができるのかどうかも。

　目指す理想郷アルケイデイアははるかに遠い。

　それでも、いつかそこへたどり着ける日が来ることを信じ、進むしかない。

　リセルが操そう棹かんを握る手に力をこめると、アルケイディアが足を速めた。

　長い夜が、ようやく明けようとしている。

　黎れい明めいの空の下を、アルケイディアは駆けて行った。








あとがき






　年間を通じて晴れることのない黒い霧に囲まれ、外部と途絶された世界。

　そこでは長きにわたり続いた戦乱の時代が、ひとりの英雄と、英雄が発明した兵器の出現を機に終わりを迎えようとしていた。

　兵器の名は龍骸甲。

　千年前、世界を破滅寸前に追い込んだ邪龍の骸を用いて作られた大型二足歩行兵器。

　龍骸甲は戦場の花形であり、龍骸甲を鎧よろって戦う戦士は龍闘士と呼ばれ、賞賛を集めていた。

　そうした中、主人公リセルは龍骸甲をかたくなに忌避し、廃絶を訴える。

　だが彼の意見に耳を傾ける者はおらず、それどころか事態はリセルが恐れていたほうへ向かって動き出す。

　リセルを、世界を待ち受ける運命やいかに。




　電撃文庫では七年ぶりのお目見えになります。ご無沙汰しております。安あ彦びこ薫かおるです。

　この間、創作の現場にはずっと身をおいていましたが、小説を書くという行為からはしばらく離れていました。今回久々にじっくり取り組む形になったわけですが、駆け出しの頃から抱き続けてきた創作にまつわるあれやこれやの悩みは相変わらずでした。昔はこういうのは経験を積むうちになくなっていくんだろうと考えていましたが、違ったようですね。きっとこれからも、この道をゆく限り、ずっと同じようなことで頭を抱えたりうめいたりするんでしょう。それでもいいです。そういうものだと受け入れて、歩いていきたいです。




　この本を形にするのにご尽力いただいたすべての方々に感謝いたします。

　担当編集の黒くろ崎さきさん、土つち屋やさんには企画段階から何度も的確なご指摘をいただき、内容を詰めることができました。

　イラストを描いていただいたクレタさんにも感謝いたします。はじめて拝見したとき、想像していた以上の躍動感、迫力に感激しました。

　鴨かも志し田だ一はじめさんに帯を書いていただけたことは望外の喜びです。本当にありがとうございます。




　それでは。

　願わくば、また皆様にお目にかかれますよう。
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